wa" ステ キ 列 車 " 大 集合 天下 分 け 目 の 合戦 を 旅 する 


列車 まる ご と 、 走 る 東北 レス トラ ン 
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サフ ィ ー ル 踊り 子 





現役 最 古 の 機関 車 が つい に 運転 再開 ! 
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SAA RA mA 宏和 回 記 " 況 球 や SOe 枯 の 玩 
* 0 入 入 9 くら の 無端 人 戦 和 
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| 下 て oO ル 入 NEsro9 潤 詳 frn ツ 部 宮 稚 震 
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祥 宇 抽 GNkon の NN 鍛 の ヘミ ッッ の 牙 怠 ぐ 1 1 
本 トド ト ふ よさ へ の 胃 やつ うろ? ヘミ ッッ 生 所 人 る の 軍 で 
天久 び ny 后 避 矢 弄 で 全 下 ソン GS 選 " 更 賞 じ 時 信 
人 導 こ だ ぶり に で NAOYNCC いま さま NE 
SS や ツツジ 旨 福 吾 条 本 ロ ビ ツ MK 2 AO 
" 宣 肖 折 湊 祥 い 叉 選民 壮 " 邊 地 W 
宝 拉 地 補 門 ツ ww 革 演 詩 財 ルツ 先 和 の 尿 衝 
に ルン に 3 に に さく さく BEO い 3 く 4 議 いし いさ 
例 補 人 入 " 3 中 公民 計時 で 届 掌 色 黙 2 ヨ S 球 て wo 
束 で 。 親 補 皿 人 る S 応 壁 敬 細 介 仁和 R 和 ツタ 
o 朱 は" 慰 補 ン の て ン W づ つろ G 招 更 や Rn? 
宇多 各 そ 状 容 向う 穴 K9 の JO 人 人 層 nA40 
に て 條 の ふ ミ ッ Q 品 S 四 ツ ロ 括 ら 赴 
で ST る 流下 広 衛 下 公 SW の 7” 峰 由 で 口上 い 〇 
つこ ここ いこ 
遂に 下 せ 回 互 人 る べ 周 縮 の 壮 ペ 准 陣 人 る で 江守 
ぐ 回 現 Qo 到 守る ぐ 三 革 慌 鐘 SQ 「 捧 G 対 吉江 
ぐ 弄 生 涼宮 ジ 攻 寄 ぐ 党 計 つつ 和 ke" 中須 宮 眉 
也 り 放言 KN・ で ぐい ヨ ぐ 遂 翌 末 ぐ 
に こい だ 4 こと いい に ん こう どこ 


伝統 食品 づく り の 現場 を 知る 第 一 人 者 。 





東京 生ま れ 。 フ ー ド ジャ ー ナ リス ト 、 食 文化 研究 家 。 本 


物 の 味 、 安 心 で きる 食べ も の 、 





「 ラ ジオ 深夜 便 』 に 出演 中 。 近 著 に 食 の 俳句 を 切り ロ 


の 閉 力 を 伝え る 俳句 の 龍 宴 (邦題 )」 (メキ シコ 日 本 文化 セン ター) 。 
イン 語 の デジ タル 版 は https://fjimex.org/y2/site/nota.php?id 


むか さち え こ ご 
NHK 
手 県 久 市 山形 困 


岩 





まめ ぶ 汗 





砂糖 入 0 豆 団子 を 史 油 味 の 汁 も の で 











【 食 べら れる と ころ 】 ま め ぶ 15 個 ( 汁 は 付か な い ) 冷凍 パッ ク は 取り 寄せ も 可能 。 岩手 県 産 小売 通販 課 人 0120-000-784。 道 の 駅 白 様 の 里 や ま が た に は 、 ま め ぶ 


を お 汁粉 の 実に 用 いた 「 ま め ぶ る ご] や 短 角 牛 メニ ュー も 。 
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タッ た コッ を を ココ を 中 2 生生 上 


全 各 種 電子 書店 で 販売 を し て いま す (Amazon Kindle ス ト ア 、 楽 天 Kobo、honto、BookLive!l ほか >) 
例 「 旅 の 手帖 」 ア プリ で の ご 購入 も 可能 で す (iOS 適 末 の み 。 AppStore か ら 「 旅 の 手帖 」 で ど 検 索 《 く ださい) 


電子 版 配信 日 は 紙 版 の 発売 より 遅れ る 場合 が あり ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 





⑬ 一 ⑬… の 記号 は P100 の 「 旅 手帖] アンケート 用 で す 




















124 122 119 6 。 115 ll0 109 60 3 
伊 冠 @ 理 大 鉄 @ 名 会 コ 旅 @ 今 ゆ @ べ ご @ 包 秋 花 @ ま 
申 の 東 ク 則 上 介 生 ぶし 旅 介 る 生ん 交 合 の が 化 人 め 灰 
の と 京 島 日 電 府 計 に ! 五 ? 玉 ク 中 有 お で 3 
国旅 都 和 気 下 時 県 泉 全 ク 便 県 条 ) 県 牧 地 県 覚 生 る 県 汗 見 
市 理 ⑰ 雪 で 間 重大 行 レ 利 如 と と 大 人 ス 全 を 2@ ト 久 の 
ケ 道 唯 き ザ ア 前 越 挟 父 影 |] 3 人 素 ツ 基 け 
各 : 才 も 二 作 1 才 に 人 2 
| 島 全 | や レル テ 生還 | 前 | 生体 名 
| 旧 19 を の | 場 | 詩 | 
今月 の 表紙 宿 | ぁ 話 9 | き 9 
高知 県 を 走る 「 志 国 土佐 時 代 新 ま 旅 
の 夜明け の も の が た り 」 の 1 号 | 由 
車 KUROFUNE 由 | | 上 | 
1 ! 1 学 1 
に @o @  @  @  @ @`、 @  @ 
129 106 104 102 100 98 7?2 7069686664 に 8 130 。 128 
新型 コロ ナウ イル ス 態 染 症 の 回 ほ 
久 に より 施設. 店 舗 な どの 次 ダ 読 祝 今 旅 右 」 旅 読 西東 四 時 3 喜 る 旅 準 か 
また 営 時 ク 者 月 の 口 惑 R すみ 日 日 = 国 き タメ の が け 
変更 の 場合 が 予 ナ か の 手 県 の = る 友 本 本 ま デ 色 の ラ が 記 り 湯 
あり ます 。 詳細 は お 出かけ 前 告 々 65 よ 帖 箇 物 下 喘い 発 発 @ ろ を 人 憶 は ほ く 
に ど 確 認 く だ さい 。 ま た お 出 1 の る アロ 産 ス 画 本 ら 日 ろ 間 する る や ん 
か け は 現地 自治 体 な どの 指 & 馬 と ジ 市 イ 1 ネ を る 新 は 
示 に 従い 、 感 染 防 上 対策 を 行 定 便 ク ジ 3 8 人 き コグ 2 旭 り 
っ た うえ で お 願い いた し ます 5 ロ 1 計 委 を e シ とら 紀 瓶 
g こ 其 ト 18 # 8 ラン 鬼 ~ だ 
中 名 1 。 きき ※$ ょ ま 
読 介 ! み g ご ャ り 
の つ ラ に 導 ング (と れ 
ど み に べ す ひ で 
1 と 
を | 
の 昌 9 @ る @ 
PF 中 
四 1 
mm 


発行 人 横山 挫 司 編集 人 : 五 十 洛 医 一 

編集 スタ ッ フ : 長谷 川下 希 、 同 本 史 也 、 佐 藤 優 芽 表紙 デザ イン : 得 木 明子 

本 文 デザ イン : TwoThree (松坂 鍵 、 藤 星 夏 ) 、 妃 図案 宇 、 稲 葉 珠 乃 、 梁 木 明子 、 佐 藤 文子 
編集 協力 : 栗 珍 社 、 結 解 聞 、 還 崎 条 子 、 朝 倉 由 父 、 交 通 新聞 クリ エイ ト 

地図 製作 : ZOU KOU BOU、 河 合理 信 

印刷 ・ 製 本 : 共同 印刷 株 式 会 社 製 版 責任 者 : 長 沼 竹 


発行 所 交通 新聞 社 〒101.0062 東京 都 千代 田 区 神田 河 台 2.3-11 
@ 記 玉 内 容 の お 問い 合わ せ は 、 編集 部 03-6B31.6560 

回 客 の ご 注文 は 、 販売 部 な 03.6831-6622( 定 期 隊 読 の ど 注文 - お 問い 合わ せ は 、 P106 参 希 ) 
@ 太 誌 の 広告 に 関す る お 問い 合わ せ は 、 交通 新聞 社 

コミ ュ ニケ ーション デザ イン 事業 部 [東京 ] な 03-6831.6630 

北海 道 支社 [ 幌 ]a む 011-241-4534 中 国 支店 広島] な 082.261.6992 

東海 社名 古屋 ] な 052.581-5257 四国 支 社 [高松 ] な 087-B51-4848 
西日本 支社 [大 阪 ] な 06-6376-2505 九州 支社 [福岡 ] な 092・474・01B1 





旅 の 手帖 の デー タ 表 記 に つい て 


@ 堂 業 時 間 施設 の 場合 は 著 将 、 飲 食 店 は 著 店 時 間 を 表記 し て いま す 
休日 原則 と し て 定休 日 を 表記 し て いま す 。 

年 末年 始 、 お 盆 、 相 時 休業 な ど は 名 中 し て あり ます 。 ま た 振替 休日 の 場合 も 祝日 と し て 表記 し て いま す 
@ 料 金 大 人 1 名 分 の 税込 金額 で す 

塗 同一 商品 で 天 率 に より 料金 の 変わ る も の は 、 軽 減税 率 が 適用 され な い 料金 を 記載 し て いま す 
人 の 宿泊 笠 金 発売 日 頃 の 平日 に 、2 名 で 奏 泊 し た 場合 の 1 名 あたり の 料金 で す (サー ビス 料 ・ 税 金 込み ) 
交通 交通 の 所 要 叶 間 は 、 目 雪 の 時 間 を 入れ て いま す 
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刀 臣 さ ” つ 1J ン NG や" ン 還 岡 G 画 ・・ 四 
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吉野 軒 
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せ 紛 時 由 暴 倒 市 RG 電 稼 据 ” 只 的 
"つじ 「 品 」 せ 規 科 財 ′ 三峡 
時 肖 ” 忠 棚 SJG1H6 和 6 剖 栄 "JO 
っ 0 丸 概 や 販 で SS 想 赤 濁 > 電 鶴 の 
半 公 (Q 還 岡 人 9 ツン NG へ ヽ ) 陣 凌 ae 7 
編 選 くべ ロ 帳 や 公 信 と い レン NG16n は 7 
ュ JG 昭 っ 公 り S(Q だ し レ っ NG" 

せ キ ヘー へ し 7「 編 ve さ 」 「 六 
V@ さ Jr3vt@ さ 」「 装 Cre=J「 級 vte 
さ 」 GoCGI ト ーb ル 選 刻 相 " 6 邊 
型 じ HeTJH6 半 店 語 人 居 G で て ぐ ハ て 
亜 理 で Ne” 諾 公 Q 尽 WWG 還 剛 @ 親 R 
叶 ボロ ま で (NNO 更衣 G 避 JNG 
1J ュ J 了 崩 っ つ 紀 7 


ト 天 空 サ イフ リン グ ( 左 ) も 爽快 だ 。 


し る 





! 


こ ふ 4 


北 に 瀬戸 内 海 、 南 に 太平 洋 、 中 央 部 に は 急 瞬 な 山 が 連なる 四国 山 


塩 湖 」 の よう な 写真 が 撮影 で きる 。 標高 1400mi 











E に 


文 
その 土地 に 根 づ く 歴史 や 伝統 を 学び 、 体 験 する こと も 旅 の 酸味 。 
加 染 の 元 と な る 天然 染料 の 薬 作り の 本 場 














ら の 染料 を 使っ た ハン カチ の 藍 筑 体 験 が で きる (10 日 前 まで に 要 予 約 )。 


され て いる 。 美馬 市 脇町 は 、 
美馬 市 観光 交流 セン ター の 表 染 工房 で は 、 化 学 染料 に 頼ら な い 、 昔 な が 


川 が も た ら す 豊か な 水 と 土壌 に 恵まれ た 徳島 県 で は 、 古 く か ら 藍 産 業 が 
発達 し 、 現 在 も 「 ジ ャ バン ブル ー」 と 呼ば れる 美しい 藍染 め 製品 が 生み 出 

















南国 ・ 土 佐 を 走る 赤土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り ,(P38 
参照 )。 車窓 を 眺め な が ら 、 坂 本 前 馬 ら 下 末 の 志士 た ちの "も の 
が た り * に 思い を 膨 せ よう 。12 月 24 日 まで の 金曜 と 10 月 31 日 は 、 
土佐 くろ し お 鉄道 ご めん ・ な は り 線 (高知 駅 奈半利 駅) で 期間 
限定 運行 する 。 一 方 平成 2 年 に 四国 初 の 本 格 的 な 観光 列車 と 
し て 登場 し 愛さ れ て きた "伊予 灘 も の が た り ,(P44 参 照 ) は 、12 月 
27 日 が 初代 車両 の ラス トラ ン 。 令 和 4 年 春 に は 2 代目 が デビ ュ 
ー 予 定 だ 。 





寺 国 土佐 時 代 の 夜明け の も の が た リ 
土 - 昌 曜 祝 日 と 部 平日 (12 月 28 日 1 月 7 日 は 除く ) 


「 立 志 の 抄 ] 高知 駅 発 12:04 き 土佐 久礼 駅 着 14:13* 窪 川 駅 着 14:40 
「 開 花 の 抄 ] 誠 川 駅 発 15:13* 土 佐久 礼 駅 発 15:46 高知 駅 着 17:54 
高知 一 土佐 久礼 ・ 窪 川 
高知 一 土佐 久礼 3610 円 、 高 知 一 窪川 3970 円 
※ 全 車 グリ ー ン 車 指定 席 、 食事 は 別途 食事 予約 券 が 必要 


伊予 灘 も の が た り 


12 月 27 日 まで の 金 一 
月 曜 * 祝 日 (10 月 11 日 、11 月 8 日 、 
12 月 3 一 6 日 は 除く ) 


「 大 洲 編 松山 駅 発 8:26. 
伊予 大 洲 駅 着 10:27 
「 双 海 編 ] 伊 予 大 洲 駅 発 10:56 
松山 駅 着 13:11 
「 八 幡 浜 編 」 松山 駅 発 13:28 寺 八幡 浜 駅 着 15:52 
「 道 後編 」 八幡 浜 駅 発 16:05 松山 駅 着 18:17 
松山 伊予 大 洲 ・ 八 幡 泊 
(予讃 線 海 回 り 愛 ある 伊予 江 線 ) 経由 ) 
大 洲 編 ・ 返 海 編 (松山 一 伊予 大 洲 ) 1970 円 、 
八幡 浜 編 ・ 道 後編 (松山 一 八幡 浜 ) 2300 円 
※※ 全 車 グリ ー ン 車 指定 席 、 食 事 は 別途 食事 予約 券 が 必要 





詳細 は JR の 主 な 駅 で 
配布 し て いる キャ ン ペ 
ー ン ガイ ドブ ッ ク ( 右 ) 、 
また は 全国 の 書店 で 発 
売 中 の 『 別 冊 旅 の 手帖 
四国 』 (定価 922 円 ) で 
確認 を 。 





Tnformation 
[観光 の 問い 合わ せ ] 
ステ ィ ネ ーション キャ ン ペ ー ン 推進 委員 会 (四国 ツー リズ ム 創 造機 構内 ) 











1200 年 以上 の 歴史 を も つ 四国 八 十 人 ヶ所 霊場 は 、 弘法 大 師 が 42 歳 の 
時 、 修行 を し な が ら 開 信 し た と いわ れる 。 各地 に 点 在 する 霊場 の 一 部 
の 札所 で は 、 キ ャ ン ペ ー ン 期間 中 、 さ ま ざ ま な 特別 企画 を 実施 。 高知 
県 高知 市 の 第 31 番 札所 ・ 竹 林寺 で は 、 日 本 画壇 の 巨匠 ・ 堂 本 印象 の 仏 
画 「 渡 海 文 珠 』 を 特別 公開 。 国 重要 文化 時 の 書院 や 名 勝 放 園 、 宝物 館 も 
拝観 で きる 。 拝観 者 に は 『 渡 海 文殊 』 絵 八 ガ キ を ブレ ゼン ト 。 期間 中 は 
特製 ご 朱印 の 授与 も ある 。 


高知 県 須崎 市 の 名 物 ・ 鋼 焼き ラー メン は 、 スト レー ト の 細 麺 に 具 材 は 
鶏肉 、 生 卵 に ちく わ 。 土鍋 の 区 を 開け る と 、 鶏 ガラ スー プ が 香る 。 香 
川 県 丸 便 市 が 発祥 と され る 骨 付 島 は 、 スバ イス を まとっ た 鳥 の も も 肉 
を まる ご と 焼き 上 げた 豪快 さ が た ま ら な い 。 徳島 県 ・ 哨 門 海峡 の 海 で 、 
スダチ 果皮 を 配合 し た 餌 で 育て られ た すだち ぶり 填 も 必 食 。 愛媛 県 松 
山 市 で は 、 鋼 焼き きど だ どん が ソウ ルフ ー ド 。 ア ルミ 銅 で 痢 込ま れ た うど 
ん と 、 や さ し い 味わい の 出汁 が 体 に 染み わた る 。 
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単なる 移動 手段 で は な く 、 乗る こと 自体 が 観光 や 目的 に な る も の 、 
往年 の 夜行 列車 の 雰囲気 を 受け 継い だ も の 、 
優雅 に 食事 や ティ ー タ イム が 味わえ る も の な ど 、 


各地 で 素敵 な 列車 が 走っ て いま す 。 


旅 を 盛り 上 げ る "ステ キ 列 車 " と の 出会い を 楽し み ま せ ん か 。 


※ 運 転 日 は 発表 され て いる 限り を 記載 し て いま す 
※ 発 売 期間 は 列車 や 購入 場所 に より 異な り ま す 





※ 人 気 列車 は 満席 (完売 ) の 可能 性 も あり ます 


※ 運 休 な どの 場合 が あり ます の で 、 お 出かけ の 際 は 最新 の 『JR 時 刻 表 』 や 


各 交 通 機関 の ホー ムペ ー ジ な ど で ご 確認 くだ さい 


※ 掲 載 情報 お よび 列車 の 情報 は 令 和 3 年 9 月 28 日 時 点 の も の で す . 
施設 ・ 店 舗 の 臨時 休館 ・ 価 業 の 場合 が あり ます の で 、 詳 細 は お 出かけ 前 に ご 確認 くだ さい 
※※ 乗 客 や 乗務 員 は 撮影 の た め マ スク を 外し て いる 場合 が あり ます が 、 感 染 対策 を 十分 に 行っ て お り ます 


発売 箇所 は 申し 込め る 主 な 窓口 を 記載 し 、 予 約 の み を 受け 付け て いる と ころ も 含み ます 





















※WEST EXPRESS 銀河 は 時 期 に より 
コー ス が 変わ る た め 、 記 載 し て いま せん 
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プペ へ に ウス ョ | : と ペン ェ 3 | 








Ne IS Fa ⑯JR 西 日 本 
Mn 4 NN = ト ある と き は 長 距 離 昼 行 特急 、 ま た ある と き は 夜行 特急 。 
I ここ 7 し か も 走行 区 間 は シー ズン ご と に 変化 する 「WEST EXPRESS 銀河 」。 eewi 


新しい コン セプト の この 列車 が 作り 出す 、 魅惑 の 旅 へ いで 出発! 


ー - 4 ー 
# 。. 呈 癌 e 
4 た ひと 除電 く 夜 の 大 阪 駅 を 発つ き 長い 旅 銘 の スタート だ 計 RJnmH 
取材 文 - 提 影 / 村 上 公太 12 


ーー 


= 浸 





『 
上 3 還 衣 0 詳 記 2021 年 1 月 引 


了 













ゃ 0 8 玉 必 昭夫 っ お 人 異 内 は で S で し" 凌 W 符 挟 りら 注 計 紅 ^ 小宮 せ 葵 弄 コ 

る に 光 やる Mouseksvys ーー 

寺 め 許し か 人 穴 ー 村 WSSSn モ レ っ wo 表 G | 針江 い ^ 喧 語 会 やじ 

WASNNS 党 b 。 光 G 思 財 Eh 「 遇 時 司 」 人 9 ン 

へ きき Q 1 (の 

を まま ます | K 震 宮 ひじ つが で" AP 宮代 全 の 回 

さ K 岩 二 十 退 星 p 需 に 凍 | 間 | 

夫 尺 下 財 時 半 く テ 4 握 で せ 涯 叶 ^ 中 試問” 号 肖 還 上 宗 つ 
5 で 8 頑 

まま る 時 きき ぐい 中 呈 G 状 拉 制 け お 宗 祥 遇 守 早 「V SK 

NN ト 昼 割 | 四 SIN ャ て い 畠 鈴 時 iQ 融 区 」 介 SH0 や お"「 選 息 ) | 深 ら 

1 毅 OR 区 1G 

く 瓶 回 功 き 側 区 AS 和 SAo 記 組 」 りつ し 中 鷲 選 3 

全量 衣 き い ツ 民 所 MG 応 畠 」 し" 守 璧 民 





Q 合 ① ン 6 拒 語 公 お し じ 党 te 「 
史 」 せ 1 ト D ロー 公 Qー 時 架 の 人 し 
の 麻 陣 骨 掛 聞 獅 穏和 MK ス 又 科 " 
器 」 ゼ 普 隷 ロ 6 で し 鍋 過 凶 玉 公 観 

で te 障 沢 忘 司 じ "で し コ 赤 "ヨコ 棒 * 
ー 会 態 人 居所 皿 ・ ポ ( 舞 
央 dg 所" 
間 に 4 ち MV ローK 光 識 丼 
0 レス 0S め 畠 つ へ や トー? 
亡 に 記 仁 ペ 書 HH ロ 相 表 肖 り つじ HH 
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係 選 六 必 りつ ヘーA 還 へ つ お 意 宗 選 
毅 ” 史 肖 語 肖 何 Me 会 QJNM 畠 定 


前 面 展 


望 が 少し だ け 楽 し め る 

6 号車 「 彗 星 」 の ほか 、 

グリ ー ン 車 専用 の ラウ 
| ンジ ( 左 ) も ある 


号車 「 明 星 」、 






アコ 串 | 


葵 / IN 


列車 旅 を 楽し み 尽 くす ! 「 仕 掛け 」 





も さる ローN 侍 守 や p の SO 相 失 や へ 
肖 ト 5 上 叶 民 箱 つ RS" 交 団 肖 人 ト 中 へ 
旦 き ソ 由 公 お 6 三 回 抽 四 科 ” 本 NG 涯 末 
本 EE 吐 志 り 淫 禁 つく" 拉 た 宗 呈 S 
た に っ 否 っ 到 「 悦 定 」 ロ の 人 区 褒 人 0 玉 じ っ NG" 
RSS ss INHIN マ 一 幸代 還 記 RR じ ろ リ り 
時 SS る 唐 問 組 を 由記 主 せ 信 マ  R 光 
る さま 5 ト さ 人 首 "補選 交 し の 型 基 つ 
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で っ 品 求 法 選 人 0 OO 多 G 誠 本 
正答 で し レス he の 抽 宏 SAーー ふ ャ 
TNGS 公 し め ^ 8 生 本 SS 信 G 条 Q・ の 
配 還 SN「NAH テ 」 乱 硬 不 
信 っ 篤 " 直 時 SG や ミー さて へ 「 呈 本 
4」 SQ 本 ト 和 を 人 巨 剖 0 や 0 毅 天 
ロ で で し 選奨 ロ で いし を ぐも し 26 
JJS さ て に ト や ーー ロ いふ ふつ 代 守 
心頭 7) つ お ね N さ さら 昭 ろ 主 僚 繕 MY 

本 史 尋 し G 湯 語 め 味 つ 京 会 結 戸祭 
YS" NG 苔 信 NN ユー ベー 
K 谷 宮 明 埋 つ / 国昭 っ 上 写 公 
束 )J) や NG 6 お 急 革 季 紅 了 じ せ ^ 羽 党 
S 豆 江 ロ E と 代 の めじ で つ 公 " 明 に 難 誤 温 
人 Q「JS めじ つり JM 吾 せ 3 
光司 」)^ ー 置 中 導 民泊 箇 倒 紫 配 
生計 電 全 に 乱 共 民 賞 の 7 ホー 本 
DP や ミー ふ R へ 玩 孔 で じ 罰 央 0 玉 お 電 翌 賞 G 還 謀 
人 人 ROMCS3 午 公 侍 人 の し つ 篤 「 補 」 肖 NS 
型 汽 所 二 0 じ 2NGG 愉 " 記 ビ ローK し 
に いや る こい Sc モニ て くだ) 
人 S 選 呈 / 衝 腕 せ 「 要 6 人 お 」 ロ 人 
YS を 8FSPSf に ox 

Jo の ローK 波 衣 更 人 9 で じ 刺 
「 憎 詞 」 代 人 。 コ ー ト に 潮 ー 必 団員 で 
d 窒 し 史 隊 つじ し おり 月 会 忠実 田地 公 
的 選 ^ 畠 ロ ーK ベ 湯 計 G 層 赴 め 居 う * 
塵 守 ロ ーK し め 貴 で 中 主 乏 記 つ 
じろう ン と 月 4 り 尼 7 絢 つ 思い Ke 「 器 
」G 党 論 香西 ? 





、 歩い て 5 分 





が 味わえ る な ど 、 小 腹 を 満た し 詳 
コー ス の 名 物 ! 


の だ 。 山陰 コー ス の 下り で も 、 
て くれ る 


ほど の ラー メン 店 へ 。 夜食 と し 
て 和歌 山 ラー メン が 提供 され る 
姫路 名 物 「 ま ね き 」 の えき そば 


和歌 山 駅 停車 中 ( 
串本 駅 で の 停車 中 に は 、 地 元 
食材 を 使っ た 朝食 を いた だ く 


写真 松元 





右 - 紀 伊 勝 清 駅 で は 、 平 安 衣装 と 
横断 幕 の お 出迎え ! 
下 終点 の 新宮 駅 で は 物販 や 地酒 








\ー ム ペー ジ で 


https:/Wwwjr-odekake.netrailroad/westexginga/ 


ス を 変え 、JR 西 日 本 管内 
列車 & 昼 行列 車 と し て 運転 


コー 


和歌 山大 学 の 学生 が 手 作 
限定 し て 発売 





次 12 月 22 日 まで は 紀南 コー ス ( 京 者 一 新宮 間 の 夜行 
寿行 ) で の 運転 で 、10 月 12 日 まで 抽選 受付 


発売 方 法人 旅行 会 社 が 企画 ・ 実 施す る 旅行 


WEST EXPRESS 銀河 
商品 ( 


半年 
今後 の 運転 情報 刺 用 ホ 


と ( 
の 路線 で 夜行 





夜 の 都市 風景 を 出発 し 、 目 覚め た 朝 
は 太平 洋 。 紀 南 特有 の 湿気 に 長旅 


で 
- 
p 
IN 
14 
3 
当 


世 ) 
に 







It 
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で こ 


夜 毎 駆け る 孤高 の 寝台 特急 列車 
マテ ーー ぐ ーー mm ビッ いう 
YEa 識 


JH 西日本 JR 東海 ーー > 


ー 夜 限り の 「 自 室 」 か ら 見 つめ る 夜景 と 、 朝 負 の 車窓 
観光 列車 の よう な お も る て な し は な いけ れ ど 、 こ の 列車 に は 
飾ら な い 旅 の ロマ ン が 詰まっ て いる 。 さ あ 、 特 別 な 夜明け へ 。 








*. 兵 庫 と 岡山 の 県 境 、 般 坂 貴 を 越え る “サンライズ エ クス プレ スズ "。 岡山 は 目 












まま こら 取材 - 文 : 提 影 HE 大 きま を Pz1g PS 





> 1 9 手 由 2021 
と. 人 ー 5 レデ R ミ ェ に 矢 に | 
いと の こま チン 2 と: いと Pr 


18 










[4 祥司 一 JJG 動 ゴロ 電 3 き 。 堅 o 革 和 W 玉 同 せき 氏 人 失 弄 本 倍 ロ 家 つ じ 攻 や 持 や 上 
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じ つ # ひ SG も 7 電 全 
SGD US 
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ユ 
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で 
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語 
個室 寝台 


に も な る 


専用 洗面 台 や 大 型 デス 


ク も ある 。 NHK の FM が 聞け る クロ ッ 
⑩1 ・2 名 利用 の 「 シ ング ルツ イン 」 


ちら も 人 気 が 高い 。@ 最 上 位 の 「 シ ング 
ル デ ラ ックス 」。 


寝台 料金 が 不要 な 「 ノ ビ ノ ビ 座席 」 
ク パ ネル や コン セン ト も ある 「 シ ング 
下段 ペッ ド は ソフ ァ ( 


ル 」 


敬 り JpNG 公 人 全 人 全 滅 つう" 症 
頭 GGDA0 つ ツ 求 前 ン 移 ロ 誠 
SNEYISEESN い ES 

叶 妥 の 間 紀 お " 悪 所 GN ホ ー 守 
電 選 S 部 の お "の 代 ソ 宰 密 古 佑 * 
誤記 侍 公 生類 属 の Re お 
で 土 せ 約 うけ VSNK 具 生 / 拒 マ 水 
ら 環 人 お 計 G の り ロ 7 葉 過 紅 党 べ 電 
9Q を ら 色 釣 " JS 呈 員 思 G 季 時 
NEC 
湖 ロ 揚 N レ VI@" を 篤 じ 医 ヨ 下り 二 泊 * 
「 宝 崩 」J 「 肖 IL」 SG 忠誠 SG お S ロ つ 
加 つ G 地 操 則 訪 公 SVG" 回 肖 
間宮 も や S し も 04QBm の 反語 史 AJG 送 
公 架 V" JJ し 窟 引 避 毅 く hNe Spt 
る" 窟 四 「 組 民 」 宮 Gim 語 
味 り 9 ら ^ )J 打 民 G 路 村 め 記 te 
EE Ye P こ | 
収 ロ ヨ S 王 く " 浴 誠 三 Us いら 半 
記 RU ドー ト つ し ろ ツ 4 三 引 
民代 衣 人 ES 加里 蝶 SW 央 対人 還 明 渡 
Y@* 三 短 SS 送 べ 9 問 別 つ レン 
で NOS や 選 舞 難 G 選 責 お " 

整 KG ゴ 部 葬り の 到 史 中 泊 " 
S 東 " 計 癌 K 補 く 層 家 湊 さ ロ 一 
さ 珈 ・] 吉 則 結 し "PS 衛 ロ 攻 S 県 
ソン し AG 時 S 皇 幸 Mv 和 8 約 間 くねら" 皇 科 
Ga ジ B0M 着 さく 和 用 柱 愉 紀 人 
ろ お うろ?「 中 AvK」 GS 送 SN ロ 
ロー が 選 虹 半 球 6 で 玉 名 ら 和 " 
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堆 
め 
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時 地 
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ト 学 生 2 人 だ け の 大 置 
険 。「 鉄 道 が 好き な 友 
ち 同 士 で 来 ま し た 」 


閣 


作 








「 出 雲 」 は 女性 客 も 多い 


ー ス 。 


ウン ジス ペ 


に 最適 な ラ 


気分 転換 ( 





寺野 本 店 


の 祭 ず し 1000 円 。 桃 の 形 
の 容器 も か わい らし い 


岡山 駅 と いえ ば : 





運賃 1 万 2210 円 特急 料金 3300 円 十 寝台 券 (B 寝 台 





問い 合わ せ 信 JR 東海 テレ フォ ン セ ンタ ー 会 050・3772-3910、JR 西 日 本 お 客 


運転 区 間 人 JR 東海 道 本 線 山陽 本 線 瀬戸 大 橋 線 ・ 予 讃 線 伯 備 線 - 山 陰 本 線 
様 セ ンタ ー 全 0570-00-2486 


東京 一 高松 出雲 市 間 全車 指定 席 
発売 箇所 旬 JR の 主 な 駅 、 主 な 旅行 会 社 、 コ BR お で か け ネ ッ ト (e5489 サ ービス ) 


ね だ ん 殺 運 賃 1 万 1540 円 十 特急 料金 3300 円 十 寝台 券 (B 寝 台 個室 シン グル ) 


7700 円 (東京 一 高松 間 ) 、 
個室 シン グル ) 7700 円 (東京 一 出雲 市 間 ) 


サン ライ スズ 瀬戸 ・ 出 雲 


運転 日 人 毎日 
















台 剛 WW 畠 や し 炒 臣 
2 


臣 コ 共 し G 中 店 埋 " 
「 擬 由 」 せ 肖 和 teG 
ET 
いよ こい の この 
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多 車 和 
創業 約 150 年 の に の 
9 の eee の 坂根 屋 本 店 ch 電 較 


出雲 大 社 門前 に も 店 を 構え る 、 地 域 で 愛さ れ て きた 会 0853-24-0011/9:00 一 
老舗 。 作 り 出さ れる 菓子 の 原料 は 、 は も ちろ ん 17:OO、 日曜 休 ン 島根 県 出 











地元 出雲 の 素材 に こだわ り 、 素朴 で や さ し い 味わい 。 雲 市 今 市 町 880 JR 山際 旋 当 

代表 銘菓 の 宿 入 餅 は 胡麻 柚子 の 2 種類 が ある 。 。 本線 出 寺 市 駅 か ら 徒歩 7 分 を を 
学 

す ザ を 

ぐ イ イ 

る ン メ 

が 1 


右上 店 は 出雲 市 駅 か ら ほ 
ど 近 い 場 所 に ある 

左 柚子 5 個 と 胡麻 4 個 
の 9 個 入 り は 702 円 。 箱 
が トン トン 相撲 の 土 優 に 
な る 、 遊び 心 も 





本 店 の 前 に 立つ 、 坂根 
屋 5 代目 で 社長 の 坂根 
壮一 郎 さん 


右 . 江戸 時 代 未 期 の 創業 。 歴 代 の 割 子 容器 も 飾ら れ て いる 
左 - イ ス 席 の ほか 、 庭 の 見 える 座敷 席 も ある 


で そば を テ < に っ リモ 
っ 獣 上 を ば 羽根 屋 本 店 
太 そ ば が 特徴 の 出雲 そば の な か で も 、 谷 0853・81・0058 / 11:00 一 
「 あ ら ゆ る お 客 さ ま の 食べ や すさ を 意 15:00・17:00 一 19:00LO( そ 
識 し た 」 と いう 細め の 羽根 屋 の そば 。 ば が な く な り 次 第 閉店 の 場 
殻 ご と 胡 い た そば は 香り 高く 、 つ ゆ の 合 あり )、 無 休 島 根 県 出 


絡み も よい 。 自家 製 の 薬味 を 合わ せれ 雲 市 今 市 町 549” JR 山際 本 
ば その 味わい も いっ そう 際立つ 。 線 出雲 市 駅 か ら 徒歩 10 分 


古代 出雲 の 王 た ち に 会 い に 
西谷 墳墓 群 更 跡 公園 出雲 弥生 の 森 博物 館 
全国 で 約 100 基 が 発見 され て いる 弥生 時 代 の 史生 突 出 型 寺 丘 革 西谷 電 
群 に は その うち の 6 基 が あり 、4 基 は 出雲 の 王 た ちの 墓 だ と 考え られ て い 
る 。 博物 館 は その 出土 品 や 復元 模型 な ど で 、 古 代 出雲 の 様子 を 紹介 する 。 
会 0853・25・1841 西谷 墳墓 群 史跡 公園 は . 自由 (6 号 幕 展示 室 は 9:00 一 
16.30、 無 休 )。 出雲 弥生 の 森 博 物 館 は 9:00--16:30 受 付 、 火 曜 ( 祝 日 の 場合 
は 平 日 ) 休 常設 展 無料 (特別 展 は 有料 ) 島根 県 出雲 市 大 津 町 2760. 





割 子 そば 3 段 840 円 と 、 ト ピ ウ オ の JR 山陰 本 線 出 雲 市 駅 か ら 車 10 分 
すり 身 を 練っ た あご 野焼き 600 円 


を 











= 四方 が 突き 出し た 特徴 が よく わか る 西谷 2 号 慕 (復元 ) 。 内 部 に 展示 室 が ある 
人 @ 観 光 の 問い 合わ せ づ 博 物 館 の 屋根 の 色 は 王 の に 敷き 詰め られ た 朱 を イメ ー ジ 
出雲 観光 協会 人 0853・31・9466 @ 錠 内 に は 王 の 埋葬 の 様子 を 再現 し た ジオ ラマ な ど が 展示 され る 
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どこ を 切り 取っ て も 

風光 明 基 栗林 公園 

江戸 時 代 、 高 松 藩 の 歴代 藩主 に よっ て 造ら れ た 回 遊 式 大 会 087-833-7411 600 一 17.30 (時 
広大 な 敷地 に は 6 つの 池 、13 の 築山 が 配 さ れ 、 期 に より 夜 動 あり )、 無 休 410 円 
\ 化 に 富ん だ 景色 を 電 能 で きる 。 紫雲 山 を 背景 と し た 飛 "香川 県 高松 市 栗林 町 ご こと で ん 
来 狂 か ら の 眺め は 、 園 内 随 一 の 鑑賞 スポ ッ ト だ 。 琴平 線 栗林 公園 駅 か ら 徒歩 7 分 





か わい い ス マイ ル の 駅 舎 が 出 
迎え て くれ る 四国 の 玄関 


セル フ で 仕上 げ る の が 醍醐 味 

さか 枝 う どん 本 店 
昭和 35 年 劇 業 、 地 元 で 愛さ れる 老舗 うど 
ん 店 。 自 分 で 麺 を 温め 、 ネ ギ や 天ぷら を 
トッ ピン グ し 、 タ ンク に 入っ た 出汁 を 注 
ぐ セ ルフ 方 式 に 心 が 躍 る 。 も ち も ち の コ 
シ の ある 麺 と 風味 賀 か な イリ コ 出 汁 が 、 
シン ブル な が ら も 絶品 だ 。 

会 087-834・6291 7:00 一 15:00、 日 曜 ・ 祝 
日 休 土 曜 不定 休 / 香 川 県 高松 市 番 町 5-2- 
83 こと で ん 琴平 線 瓦 町 駅 か ら 徒歩 16 分 





ほれ 
] 1 
- 姓 





I ここ 
右 かけ うど ん (中 ) 280 円 に 紅しょうが 天 100 
円 を トッ ピン グ 。 上 定番 の ちく わ 天 を は じ め , 
揚げ た て の 天 ぶ ぷら が 約 50 種 類 並 ぶ 







良質 な 温泉 と 空間 美 に 癒 や され る 


高松 藩 松平 家 の 菩提 寺 ・ 法 然 寺 の 門前 町 に ある モ 
ダン な 入浴 施設 。 と ろり と し た 肌 ざ わり で “美人 
の 湯 " と 評判 の 湯 を か け 流 し で 楽し め る 。 入浴 後 
は 洗練 され た 空間 で ひと 休み し た り 、 地 の 食材 を 
扱う コー ナー を の ぞい た り 、 の ん びり と 過ごせ る 。 





な 087-889-7750 ン 1100--2300 受 付 (日曜 祝日 ーー に 
は 900--)、 第 4 選 休 ン 700 円 / ナ トリ ウム : 談 = 
水素 塩 才 化物 朱 こ 





@ 失 光 の 問い 合わ せ 香川 上 高松 市 仏生山 中 庭 を 取り 囲む よう に 
避 川 高松 ツー リス ト 町 と 145/ こ と で 一 見 、 美 術 館 の よう な ガ 大 浴場 と 2 つの 霊 天風 
イン フォ メー ショ ン ん 琴平 線 仏生山 駅 か ラス 張り で スタ イリ ッ シ 呂 が あっ て 開放 的 ! 
容 087-826・0170 ら 徒 歩 10 分 ユ な 建物 が 目 を 引く 
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で S 電 畑 持 選 等 党 ゼ " 四 証 キ 
SR”「 症 『 き い 全 』 己 淫 0 お り 


あい を 間 
ー 飲 S で 人 き 條 Pe 拓 人 二 V 記 人 
で 記 きき ここ 記 Ne お ハ Amo し 二 ホ ャ を ロマ ズ 宮 お 
昭 泊 全 村 中 は G ト ー ト さ ? 思 胃 し G 角 し せ ホ N 


し 


の で 3 いい JI ベリ た が 1 
で し っ が つや" 除 庄 明和 公 OO て 
ペー し つ 尋 公 。 員 衣 睡 せ 己 GK 表 直 
疾 G や 心 じ め 4S 選 つね 7 JG4J 
超 と お G せ ^ きす 
さ の 包 "「 全 つ 重 十 じ つや お 篤 趣 燥 末 
超 く NG 症 天 人 うつ 食わ が つね 」 
刀 4 べ ロロ で ひし 会 衝 人 押 選 一 ド 宅 
G 覚 4m 導 員 * 軍 羽 一 筑 届 下 G 塚 洪 畑 ・ 間 
ヨ 座 販 符 共 「 〇 公 ら 」 や 迷 志 G 下 W | 還 に 
豆 畠 湊 思 0 玉 お 超 同 的 6 ン 定 四 つ 2 
玉 MM 心 代 " 大 4 記 表し 8 ふ 直 人 
会 心 穫 移り 人 8 い 所 点 。 左 守 G 鶴 直り 
地 銘 訟 環 (SGS 回 談 ) G 密 帳 一 古代 | 政 G 上 合 し の 回 宏 皿 hNGJJJ" 
記 @ 癖 近 り の 昌 胃 人 W で お " 親 室 せ 忘 局 S 居 列 当り 癒 祝 幅 下 公民 ン 
1 11 IN い 妹 りり 4Jp4S で し 超 癌 持 だ 間 
応 畠 め 評 埋 癌 何 全 弄 。 下 つ し うい お" トミ ローK 人 トマ ホ ー 宮 
し WmYG の 6 営 RN お 「 翌 計 囲 」「 い て 中 マーH ふ 





東村 玉屋 写真 新聞 クリ エイ ト (Pz2) 22 


十 、ー ら の 財 忠 益 器 せき 本 製 
ト 合 居 W 天 場 * 選 、 帆 籍 周 せ 
鯉 鵜 じ 周 信人 S ご ” 症 ゴ レ 
直 時 woet@ 人 抱 反 吊 ロ 眼 軍 
で 生 國 味 到 涯 つ 人 で 









当時 の 様子 や 思い 出 を 伺っ た 。 現 役 (!?) の 食堂 車 も あわ せ て 





ジグ 
二 
ー キ ェ 
か つて 、 長 距離 を 走る 列車 に は 当然 の よう に 食堂 車 が 連結 され て いた 。 
旅 の 途中 に 、 予 約 な し で ふら っ と 立ち 寄れ る 食堂 。 仕 事 や プラ イベ ー ト で 食堂 車 を 数 多く 利用 し て きた 


新幹線 の 食堂 車 は 
帝国 ホテ ル 列 車 食 
堂 ほか 4 社 が 担当 





/ N 窒 密 | 此 守 雪 NG 公 穴 応 ロ 民 KT かさ K」 人 0G 漠 和 半 癌 の 頭 過 溢 に 2 
炎 内 誠 ^ 臣 評 選 呈 ジ ベ 半 NG や シレ つじ し ぶつ っ "MS | し 7 直紀 独 音 お 3 
で 昌 る ト REG PS jpGJJMAT り つね 中 束 起 G 守 未 還 
ソ 電 則 結 李 に り せ 直 靖 還 紀 選 全 洋 @ 生 樹生 愉 民 に 処 選 め 記 / ズ 波 人 地 つ 
過 遇 さ だ JH SN ト 』 叶 (RS へ ペー 人 ) し っ G* 演 級 せ 殺 じ の 7 机 N6 宗 周 
ーー す 人 時 避 で ^ 皿 区 じ 杉村 人 お玉 全 っ 人 滞 品 宙 本 人 う つろ 直 事 史 穴 つる 和 
当 き 雪 膨 記 演 SIJ 公 し 9" で きい eof く TIPUUU へ に くだ 

















か つて の 日 常 が 今 で は 癒 や し の 非 日 常 空間 に 


ーー ヘ 一 、 っ 人 トー 生 
今 で も 乗れ る !! 食堂 

本 物 の 食堂 車 で 、 当時 を 思わ せる 洋食 を 

ベー カリ ー レ スト ラン 

グラ ン シ ャ リオ 

平成 27 年 に 引退 し た 寝台 特急 北斗 星 」 の 食堂 車 だ っ た 

車両 を 使用 。 テ ー ブ ル や イス 、 カ ー テ ン や 卓上 ラン プ な 


ど は 当時 の まま で 、 多 く の 鉄道 ファ ン が 訪れ る 。 焼 きた 
て の バン は も ちろ ん カレ ー や シチュ ー の セッ ト も 人 気 だ 。 


写真 交通 新聞 クリ エイ ト (2 点 と も ) 


合 080.6859-5346〆11:00 一 17:00 
( 土 ・ 日 曜 は 8:00 一 82:00)、 無 休 
埼玉 県 川口 市 戸塚 3-31-31 
JR 武蔵 野 線 東川 口 駅 か ら 徒歩 7 










上 寝台 特急 「 北 斗 星 」 に は 食堂 
車 「 グ ラン シャ リオ 」 が 連結 され 
て いた 。 左 … 宮 華 客車 「 夢 空間 」。 
写真 は 平成 19 年 の 記念 運転 時 


仙 平 成 元 年 製造 の 客車 「 夢 空間 」 は 3 両 。 そ の うち の 寝台 
車 を 利用 。@「 え ぞ ぼ ら 上 貝 、 え ぞ あ わび の エス カル ゴス 
タイ ル “E&O オ リエ ント 急行 " より 」 2600 円 。 ⑳ ダ イニ 
ング で の 食事 後 は 、 車 両 内 で 食後 酒 や コー ヒー を 


上 デラ ンチ メニ ュー の ハヤ シセ ッ ト 1650 円 。 サ ラダ 
と スー プ 、 ド リン ク に 焼き た て パン の 食べ 放題 が 付く 
下 4 名 席 と 2 名 席 が ある の も 、 当 時 の まま 


車両 を 横 し た エリ ア と は 別に 窓側 の 席 
も あり 、 行 き 交 う 現在 の 列車 が 見 える 


往年 の 味 を 再現 し た 

7 ラス ソー ス の 
オム ライ ス 1330 円 
博物 館 を 堪能 し た あと は 往年 の 食堂 車 の り 味 を 


計 間 博物 館 トレ イン レス トラ ン 日 本 食堂 





料理 も 空間 も 
オリ エン ト 急 行 


オー ナー シェ フ は 、 オ リエ ント 急行 で シェ フ を 務め た 経 


アタ ゴー ル 





平成 9 年 、 鉄 道 博物 館 の 車両 ステ 
ーション 2 階 に オー プン 。 寝台 特 
急 「 北 斗 星 」 の 車両 を 模 し た 外観 
も 気持 ち が 高まる 。 食器 や カト ラ 
リー は 「 北 斗 星 」 で 使わ れ て いた 
も の で 、 特 製 7 ラス ソー ス も 
食堂 車 時 代 か ら 受 け 継が れる 味 。 





容 048-662-0811〆11:00 一 16:30 
LO ( 填 - 日 曜 - 祝 日 は 10:30 一 ) 
鉄道 博物 館 入館 料 1330 円 埼 
玉 県 さい た ま 市 大 宮 区 大 成 町 
3.47 東 北新 幹線 大 宮 駅 か ら ニ 
ュー シャ トル 3 分 の 鉄道 博物 館 
下車 、 徒 歩 1 分 


歴 を も ち 、 正 統 派 フ レン チ が 味わえ る 。 高 級 客車 「 夢 空間 」 
の 寝台 車 だ っ た 車両 を 改装 し 、 食 後 の カ フェ スペ ー ス と 
し て 利用 。 優雅 な コー ヒー タイ ム を 楽し め る 。 





合 03-5809・9799 11:30 一 13:30LO・17:30 一 82:00、 火 曜 
休 東 京都 江東 区 木場 3-19-8 東 京 メ トロ 東西 線 木場 駅 
か ら 徒 歩 3 分 





1 1 
1 1 
1 1 
1 1 
1 1 


了 








し 人 き 0 還 の 人 さ 、 半 壮 党 二天 傘 次 攻 江 S「 韻 多 
で uo 下 三 本 軸 生き 私 : っ 

1 きき 混 で Ye 残 三國 軸 生 和 SO まさ amo」 ら 骨 持 OS ー 
ロ ゴ に さ 

MC! RBTg 党 あ じ ュ さき A さ 写生 My け ロ 人 導 葉 G 洲 トー 

衣 て As し 1 ス 避 K 
WI Hay 最 へ ト 1 疫 加 ・ ち 避 SHT 篤 緊 マ 祥 結 会 門 本 や 
剖 診 き K 選 ふ ロイ 年 性 0 
に すす っ "人 玉 球 つじ ソ StGNN 弱 
まる SW で りら 陳 ベ や 代休 っ 和 時 記 で で 





滞 %4 本 SHA や トー ゼ 「R 到 G 
セト 室 0 人 一 で 編 O おい 提 Ke 
玉 到 、 り っ AG 玉 技 」。 忠 品 は 6 で し 
間 に 鐘 証 9 的 Yi の OS ミー て し YA 
ご ふり 玉 記 一 臣 村 N9" 回” 淫 畠 つづ お 
GS せ 十 翌 ミ ーー" 折鶴 忠 G 押 容 言 換 
全 心 べ 貞 貴 G 宗 浅 司 凹 選 h" 

拘 安 Dr く NeJ” 妥 絡 NINA NN 
トミ Q 暫 や hG 悪 庄 付 革 収 "4H 恋 へ 
ユー へ ハ 龍 し ^ ーー 中 還 せ 屋 敵 か 7 


ンク 用 























ー 四 司 ロ 3 さ 0G 選曲 っ 

ロ 1 や 深 J よ 貞 
に Ti YR 叶 せ 鹿 轄 か Yh ロ RT じ っ @ 
ANN じ 人 喰 ー 忠 結 o 忠 周 G 苦 守家 導 忠 く だ 賠 
る で NO 氏 証 や 





2 っ 押 交 型 正 つね 了 舞 W" の 中 畠 ロ 8 
mm の R 京 居 り つじ に 時 衝 BDH 

NH 公団 中 本 Ne” RIJN 揚 
編 * 

回 G 愉 om 持 G 秘 加 ふ wN" 
8 の 誠 べ つね 色 送 せ 盟 " 望 9 宮 て ぐ 
し パ ら こつ 必 穫 NKKG" 間近 下 
の 代 ン ト へ 中 @ 並 語り" 泊 胃 り 固 級 
Se 衝 洒 せ ^ 名 凌ぐ 超 写 公 00 つら 渡 
いじっ し 叫 の 癌 人 会 補 " 

沿 区 の SG 束 悟 送 し せ ^ 計 王 し 人 
の し きつ 写 己 秋 司 NOG め 汐 R" 十 民 


の 旦 時” Q 本 ー 
搾 GS いさ つ 彫 
畠 層 遇 け で し っ w 





車両 の 案内 表示 に 
至る まで 、 上 質 な 


雰囲気 が 漂う 


終点 が 近づく と 、4 号 
車 で 沿線 の エピソード 
な ど が 紹介 され る 
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食事 は ルー ト や プラ ン で 異な る 。 こ の 日 
は 高千穂 季 の ロー スト ピー フ な ど 、 宮崎 の 
食材 を ふん だ ん に 使っ た 弁当 を 堪能 し た 。 

客室 乗務 員 の 丁寧 W ア テン ド も 心地 よ 
い 。 6 号車 最後 尾 に ある 畳 敷き の 空間 





ブラ ッ ク メ タリ ッ ク の ボディ ー に 
金色 の 列車 ロゴ が 施さ れ て いる 









左 “ 大 分 県 南部 の 重岡 駅 
で 約 25 分 停車 する 。 出 
発 時 は 盛大 な 見 送り も 
下 / 重岡 駅 の ホー ム に は 
車両 が だ 入り きら な いた め 、 
前 側 3 両 で 乗降 を 行う 





お も て な し 名 駅 で 乗車 記念 
スタ ンプ を 押せ る 。 夫 宮崎 県 北 
講 部 の 延岡 駅 で は 地元 の 人 た ち に 

よる 特産 品 の 販売 も 行わ れる の 
で 要 チ ェ ッ ク 。 短 出発 時 間 前 に 
、 、 マ は 和室 乗 務 員 が ベル を 鳴ら し て 
教え て くれ る 


36 ぷ ら す 3 
令 和 4 年 2 月 まで の 月 ・ 木 日曜 
(12 月 16 日 一 1 月 10 日 は 除く ) 
ミ 間 便 【 土 曜日 ルー ト 】 JR 宮崎 空港 線 ・ 日 豊 本 線 宮 
崎 空港 ・ 宮 崎 一 大 分 ・ 別 府 間 【 月 曜日 ルー ト 】 JR 鹿 児島 
本 線 ・ 長 崎 本 線 博多 一 長崎 間 【 木 曜日 ルー ト 】 JR 鹿 児 
島本 線 博多 一 鹿児島 中 央 間 (八代 一 川内 間 は 肥 薩 お れん 
じ 鉄 道 ) 【 金 曜日 ルー ト 】 JR 鹿児島 本 線 ・ 日 豊 本 線 鹿 児 





















島 中 央 一 宮崎 間 [日 曜日 ルー ト 】 JR 日 豊 本 線 鹿 児島 本 明 上 か 内 当 あ 中 長 和 骨 電 H 
線 大 分 "別府 小倉 - 博 多 問 。 ラ ンチ プラ ン - デ ィ ナ ー の を た 車 会 民 と ん 々 か 大 売 の 1 
プラ ン は 旅行 商品 で 発売 町 体 の し 話し い の な 分 が 人 ト 
ラン チ プ ラン ディ ナー プラ ン [土曜 日 ルー ト 】 の 験 も た し いう 景 と 県 あ 々 で 
座席 1 万 6000 円 、 個 室 2 万 1000 円 【 月 曜日 ルー ト 】 座席 季 し 納 こ た 気 問 色 思 の つの は 
1 万 3500 円 、 個 室 1 万 8500 円 [木曜 日 ルー ト 】 座席 2 万 策 て 得 と 際 持 ご を っ 県 た 的 延 % 
500 円 、 個 室 2 万 5500 円 ( 鮨 プラ ン は 3 万 5000 円 ) 【 金 目 座 人 き 光 下 所 MM に 境 革 ま 
孔 日 ルー ト ] 座席 1 万 2000 円 個室 1 万 7000 円 日 曜日 か よる る か な 駅 て い に に あ 束 
ルー ト ) 座席 1 万 4500 円 、 個 室 1 万 9500 円 っ と 5 リ り の で い 車 る ぎっ 重 
36 ぶ ら す 、 た 中 今 ピ 曜 た 下る 窓 > シ や た 商 

JR 九州 トラ ベル デス ク 、 主 旅行 会 社 " ぃ 度 1 日 " 車 と か 秘か り 駅 

証 晶 の 10 日 前 (36 ぶ 5 す 3 ホー ムペ ー ジ か ら は な は タタ の 車 す 意 ら 境 だ に 

5H) ま で に 可 約 が 別 | ル 内 る 外 日 = 駅 特 念 

JR 九州 トラ ベル デス ク 全 092-482-1489 ら の が | で の に 上 天 宮 産 重 
ル 多 トト 乗 が も 湊 宗 $ 崎 品 事 


いい) 
の 






還 左 / だ ん ご 汁 定食 900 

| 円 。 味 中 仕立 て で 旬 の 
野 藤 が た っ ぷり 。 左下 

ノ 左 か ら 女 持 の 石川 
皿 子 さん 、 ス タッ フ の 
三 ヶ 選 昔 子 さん 、 女 折 ーー テー 
の 損 ・ 徳 子 さ ん 押え の 生み の 上 油屋 熊 人 
の 像 が 駅 前 で 出迎え て くれ る 








条 95 和 元 往 の 列 を し た 食事 処 。 道 08 
路 拡張 工事 に 伴い 昨年 7 月 、 家 屋 の 向き を 90 度 一 18 


変え た 。 手 延 べ の 団子 が 入っ た だ ん ご 汗 定 食 や 、 下 や よい 天狗 通り の 

団子 に きな粉 を ま 記し た お や つ ・ や せ う ま 全 7 5 商店 街 ア ー ケ ー ド 内 に 

種 500 円 な ど 大 分 の 味 が 好評 だ 。 か ら 6 立つ 。 左下 別府 ざ ぼ 
ん 漬 各 540 円 。 あ っ さ 
り と し た べ っ こ うと 
濃厚 な 丈 手 が ある 








ま を し いさ 漬け 
昭 f20 征 前 別府 銘菓 ・ ざ ぼん 漬 の 専門 店 。 0377-23-168 
大 型 の 相 橋 類 で ある ザ ボ ン の 一 種 ・ 阿久根 文 

委 を 使用 。 皮 部 分 を 侯 精 や 水 飲 で 丁寧 に 炊き 市 
上 げた ざ ぼ ん 漬 は 、 透 明 感 が め り 、 上 品 な 甘 、 

さと さわ や か な 苦味 が 広がる 。 店 内 で 試食 可 。 ら # 





春日 温泉 


大 正 15 年 (1826) 創業 。 地 元 の 駅 前 本 町 自治 
会 の 人 々 が 大 切 に 守っ て いる 昔ながら の 共同 
浴場 。 源泉 は 約 57 度 と 熱 め 。 人 が 常駐 し て い 
る の は 8 時 30 分 一 11 時 30 分 な の で 、 そ れ 以 外 
叶 の 時 間 は 入浴 料 を 料金 箱 へ 。 





上 自治 会 長 の 黒田 幸子 さん ( 左 ) と 
事務 員 の 今村 初美 さん 。 右 脱衣 所 と 
一 体 に な っ た 内 湯 が 男女 各 一 つ 。 自家 
源泉 か ら 湯 が 注 が れる (写真 は 男 湯 ) 





男女 別 の 浴場 。 別 府 市 内 の 市 営 
温泉 で 最も 広い 浴槽 を 備え る 





市 内 に 点 在 する 市 温泉 の ー つ 。 明 
治 時 代 に 共同 浴場 と し て 誕生 し て 以降 、 
リニュ ー ア ル を 重ね 、/7 年 前 に 和 の 風格 
漂う 近代 的 な 建物 に 生ま れ 変わ っ た 。 浴 
場 に は 2 つの 浴 模 が あり 、 あ つ 湯 は 約 44 
度 、 ぬ る 湯 は 約 41 度 に 保 た れ て いる 。 





合 0977-24・2828 
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近 を 走る 写真 呈 ク リ ェ イド 


3 で に 
「 文 引 子 舎 所 抜 井 良 隊 2 剛 


we 
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ィ 大 9 


2 JH 東 昌 本 。 2 
2 














間 2rHenmivi2 眺め な が 
| 東北 の 食材 を 使っ た コー ス 料 理 を いた た く 。。、 二 二 生 2 

人 戸 級 を 走る レス トラ ン 列車 で 、 そん な ちょ っ と 質 沢 時 間 に 混 3 て きた 。 | 
の 2 > まつ 3 か * の 










29 寺 nM 6 


2 








/ ve ィ ン FE 計 @ ネ ー さ し 0 抽 < 経 きり 
mN、 っ 0 崩 汐 の nm 型 7 崎 皇 
7 1 口 当 叶 活 っ 深 公 柚 全 S 宮 周 G 民 
選べ 徹 謀 弄 パ レ ンド り J 玉 公 守 

/ / 人 で 褒 掴 送 公 選 960G 民 " 





「TOHOKU EMOTION」 せ へ 












居 Sm 居 基 筐 " 直 后 居 じ 許 貴 G 宮 


呈 BI 還 n 
財 志 的 エ ペ ー 人 つつ お 害 居 トト 人 か 私 尺 


と る 抽 山 所 衣 只 、 プ 還 

計 G 還 く ・ 過 細 語 や さ ホー さき 才 Gー ーー ペパー 量 宙 悦司 NYN 和 人 下 へ 

や 桂 多 AHN・ 押 困 枯 OS AWTIIA 人 時 W K シ シー 皇居 ボート へ 所 IA へ へ 畠 
必 " KS 閲 じ 朗 


サー ビス クル ー が 持っ て き て くれ た 玉手 箱 の よう 


な 入れ 物 を 開く と 、 ブ ラウ ニー な ど 小 さ な 菓 子 ・ プ ティ フー ル が 





Ks 目 
AN ざ 思っ 
人民 上 じ 3 ^ 析 槍 忠 ぐ りり 0 で 要 つ を 所 由貴 
TH へ ミー テ メ ハ イン 還 抽 財 生 9Q7 到 G 渦 を ゴ 時 ea 
征 ロ 明 培 江間 中 舞 飲 し ue KKR ミ 率 人 AM” 棚 圭 @ 記 黄 弟 ホー 
ホ く ぷ 9 。 さき りつ 選 競 人 限 信 上 り の 味 つろ" 


Q 呈 結 SINYN キ SN 中 へ KK ダーK 介 
屋 し AHN 公 肘 撤 生 NG 話 司 称 宗 十 つ 人 き 
伝 心根 形 いび Q 和夫 近 け 隊 い しろ 8 
付く N 加 泥 拉 ロ トト TSN 
トー 公選 芝 構 じ せ ま SGKN へ 
級 G や 入 一 ミ ^ やつ じ X て へ 変 早 し 
せっ 人 か 守 ー 和 へ 避 昨 眉 人 で や お お 人 2J" 
4JS 話 め 二 昌 人 G 商 避 避 将 避 時 
S 刀 た を 尋 IRS 直 定 的 計 全 つつ 尋 並 で っ 
全書 0 っ " 一変 械 詞 過 つね G 
3 中 ・ 幸 下 S な ゴ 最 可 避 し 選 忠 公 
に 生生 YEIS た に スート ここ 0I く こつ 
Ne 人 AA の べく 怪 いさ へ 中 ベー 
ASAHN つ に 時 届 で し っ N9? 
6" 折 療 紐 へ へ TS 背 算 ・ ト 本 
中 ハー を 人 を 二 演 ぐ 居 環 いそ へ りう 
い 刀 舞 志 GS 介 邊 SS 起 避 宗 公 所 ロ 








ぽう ソー 
り +3000 円 ) 


会 社 


KS 
A 
トー 
ふ 
AA 
IN 
1 


詰め ロティ 
ュー ズ (と も に イメ ー ジ ) 


要 予 約 。 





11 月 6 一 8・12・13・15・20 一 23・27 一 29 日 、 
12 月 36・10 一 13・17 一 19・24 一 28 日 
う 予 約 セ ンタ ー 全 03・3843・2001 


運転 区 間 便 JR 八戸 線 八戸 一 久慈 間 。 
全車 旅行 商品 で 発売 。 申 し 込み は 2 名 一 


ラン チコ ー ス (往路 ) は オ 
8100 円 (個室 利用 の 場合 は 1 室 あ た 
駅 に ある びゅ う プ ラ ザ 、 主 な : 


乗車 日 の 3 日 前 まで に 
合わ せ 介 びゅ 


※ 電 話 は 乗車 日 の 5 日 前 、 ぴ ゅ う ブ プラザ で は 
発売 箇所 介 び ぴゅ う 予 約 セ ンタ ー、JR 東 日 本 の 主 な 





10 月 か ら 提供 予定 の 川俣 シャ モ 黒 米 | 

ス ( 右 ) 、5 種 の 料理 が の っ た ア 
TOHOKU EMOTION 
運転 日 人 10 月 15 一 18-22-23-29・31 日 、 
ね だ ん 人 
問い 








30 



















フラ ンス の 田舎 に ある よう な カフ ェ 
9 ジャ 8 ザー コタ っ 
Cafe de la Place 

虹 フラ ンス や スイ ス で シェ フ を し て いた 
オー ナー シェ フ ・ 秋山 信行 さん が 作る 、 
久 惹 な ど 北 三陸 を 中 心 と し た 県 導 食 材 
の 地産 地 消 メ ニュ ー が 評判 。 地元 の 魚 
介 を 使っ た バス タ や 、 龍 泉 洞 の 天然 水 
で 滝 れ た コー ヒー も 深い 味わい 。 









列車 を 降り た ら 、 こ こ で も お 出 迎 
え の サ プラ イズ が ある か も 


久慈 土産 の 定番 ・ ぶ すのこ ぶ 
一 個 151 円 一 。 久 慈 駅 か ら 
徒歩 6 分 の 沢 菊 本 店 の ほ 
か 、 道 の 駅 くじ や ませ 土 
風 館 な ど で 購 入 
で きる 







人 洋 野 町 の ゆめ 牛乳 を 使っ た 現 理 色 

焼き プリ ン な ど ス イー ツ と コー ヒー 

の セッ ト 770 円 。 代 地元 の アカ マツ 

製 テ キー ブル を は じ め 、 調 度 品 に も こ 

だ わる 。 乾 テ ィ ー タ イム に は 好み で 

選べ る 民芸 品 ・ 小 久慈 焼 で 飲み 物 を すわ 緑地 JC 公園 を 散策 し 、 
小袖 海岸 の 海岸 線 を 望む 。 人 
九戸 地方 で は 最 古 級 の 木造 建 
築 物 で 、 施 され た 彫刻 も 注目 
の 諏訪 神社 。 海岸 近く に あ 

つり が ね 洞 の 洞 究 に は か つて 釣鐘 る 落差 約 20m の 段 温 ・ 五 丈 の 

型 の 岩 が ぷら 下がっ て いた と いう 滝 。 冬 に は 水温 と な る こと も 






地球 の 活動 の 跡 を ru 
感じ つつ 海岸 散歩 小袖 海岸 
日 本 最 古 の 地層 を 含 お 断崖 や 岩礁 が 続 
く 複雑 な 海岸 線 に は 、 つ り が ね 洞 や 夫 
細 岩 な ど 白 亜紀 に 活動 し た マグ マ が 固 
まり 波 に 浸食 され て で きた 奇岩 ほか 
見 どこ ろ が 多数 。 ウニ な ど を 素 洪 り で 
獲る 北限 の 海女 で も 知ら れ て いる 。 
( 






























過 た 駅 わ の 履 こ 天 ナ か みい 

ぎ さ * っ 最 中 記 ろ 然 ウ っ な た 

人 t 旧 を H ま 2 た 56 
に B 8 を 電 

まま 次 と こ デ 近 内 の で 准 決 る 

っ 沢 車 ろ ザ 観 で し 種 人 4 は 旗 を の 

た な 窓 で 1 光一 た 茜 \ ウ を 眺 も 

時 を ` ト が 時 り 海 ミ 振 め う 

間 堪 も の 楽 停 ` 岸 ネ る て れ 

は 能 う プレ し 車 海 な コ 人 いし 
あし す テ めし が ど 繁 た る 
ク 融 市 つっ お ぐ イ る た 美 八 殖 ち と 
| fe delsp き に も 仁 イ と い 舞 の ・ 列 
f de は N ョ いも 点 R | 
に がき 3 4 em う 心 の ル ヽ 薫 % の 宣 
間 も 久 * を 列 宏 見 島 5 内 に 
@ 所 光 の 問い 合わ せ プ 久慈 市 観光 物産 協会 人 0194-65-9200 に 満 慈 : 味 車 崎 ど や 向 
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nA 人 控 せ Q 一 
素 再 所 KR 究 
私 必 人 る 中 賠 
し きき 1 さて 
年 っ ィ 
を 由 
ミ 
すま 
お 生ま 
じ で ご S 
まま に 
ゃ や や 粗 き 





間 トミ INAN や YK ト 世 画 
只 彰 涯 つつ 迄 下 ミ R ふ 中 
ミト OO 針 " 装 、 衣 は は 
画 間 G 人 限 和 を 人 8 い K 褒 者 絆 
し we て さ て ハミ ー 愉 


Ce 酸 き 拓 由 人 せ G コ G 
震 起 ” 量 掴 GR 咽 剛 
革 つ し っ 


外 画 G 記 " 還 欄 仁 人 6 
te 財 咽 語 w ペ ー 泳 つ 
祥 ー 呈 角 









そい の ご ペー ゴ S 世 * 公 別 SQ 只 

詞 選 りつ じ 衣 の 玉 「 所 甘 じ | 
中 池 つっ 受 」 の 宅 38 で h6 肖 志 愛 音 
SM で し じ S0S 論 名 交 幼 店 本 Ne シン 
詞 難 @ ポ 斗 室 江 叶っ 志 章 NG 宮 沢 束 周 
「etSETOra」 己 肖 近 つね お" 

キ く 写 剛 居 訪 同 称 党 凶 つ お 写 曜 窒 
Sn 人生 一 中 灯 く " 切 G 反 宙 交 
培 団 つ お 民 さ へ 公記 室 理 材 拘 定 せ ^ 
土 守 ぐ 症 球 尋 やつ” 江守 ロ 豆 会 心 租 
提 ツン 居 還 つじ っ AG 代 公 し め 症 朴 
交 ぐ つき S% ろ っ” 人 紅 品 GS 玉 か へ ふ ー 
や お ? 人 か きか SN ミー 人 ト で 
で 必 し せ ぐ 瑞 選 各 称 鞭 全 や 7 
に に さい に = に: 紅 ド oOk こ さこ 
時 堂 表 褒 を 会 信 深 会 TRN 宮 6 昭 全 
管 ボ XNSA キ 代入 ー 電 写せ お 7 


車 か 





1 
束 、。 
包 の 
語 き 二 ま 3 
外 連 映 や 
きき 時 
中 は に] 還 
四 下 具 土 量 、 財 医 立 ご 
守 1 陣 : ヨ * に や 還 選 
本 展 へ SS 民 和 na 相同 
計 き SRI1SGEG 
に 衝 和 すす -Sc 拓 も 
O @ 電 國 所 ※ @ お 
ビ @ 叶 。@ 記 
MM 回国 時 る 加 
の 豊 呈 珂 ろ 
の 時 賠 本 8 肩 皿 















e 





疎 話 w 束 9 し 還 の 伴 マ ント KA へ 
て KK 和 ふ 私 N 倒 翌 租 人 % じ 華 む レン で お る 
和紀" 持 志 D 忠 雇 つ 7" 算 公 唱 穴 つ 計 
つじ っ ろ "etSETOra 諾 製 G KS 
ー 色 穫 ANK 和 捉 G 王 87 束 EEG 
で N 色 由 公 や Q 紅 下 S 坦 遇 軍 う お 
財 絆 を 弄 王 守 湖 7 My 人 本 拓 
GS 涯 拉 り 普代 伝 届 凍り や 頭 " 
YS 下り ゅ 寂 司 せ 粒 志 需 直 坦 お 7 
合 培 9 いり 堪 反 抱 類 G 固 中 公 私 寺 
つじ でじこ hG" 拒 1 IS 再 由 で 
全 R 生 志和 時 人 太ら 汐 近 人 細 
で で 半 再 で の し せら 較 只 めのう お K0AJ 
ぐし 還 り し ONG" 

MM 表 語 時 和 0 玉 殖 8 選 全 0 
で や 江守 応じ お " 閉 せ 
還る Q 折 容 話 9 し 罰せ 漢 
だ つじ し 羽 ら ” 6 し 介 G 王 的 さ じろう 
ve6 い 8 層 6 リ JG 昌 本 9 お で 多 ら 
や 座 つ St 心 ロ ” 扶 表門 り つじ 
時 F つ レン で し じ ろ る M@G 邊 玉 つう" 
SA 写 叶 人 | 赤字 当 " 普 ら 渋 SO 
ローK 和 トー し 棚 つ ろ 所 民 半 WS 也 
培 鷺 学生 著 つ SN@ パ 心 唱 り うろ 心 忌 り の 
愛 S 填 心 ろ 乱 ? 

認め 人 ど 宮 全 掴 世 く " 貴 類 さ 
ー ロ ル 届 人 つっ 舞 錯 亜 を 忌 天 人 人 
で やら 選 朋 肖 衝 heD せ や で 8SS 扇 " 束 
司 滞 中 ロ 且 の 人 人 生 Q 合い 的 
ツ J つ AO" 








* 尾道 プレ ワリ ー 
尾道 の 商店 街 に 仔 む 明治 27 年 (1894) 築 の 蔵 が 、 
尾道 初 の で きた て ビー ル が 楽し め る 醸造 所 に 生 
まれ 変わ っ た 。" メ イド イン 尾道 " に こだわ り 、 
地元 産 の 果実 や 野菜 を 使っ た 風味 豊か で 飲み や 
すい ビー ル が そろ う 。 





平成 31 年 に 新 駅 査 が 完成 。 地産 


右 店 内 か ら 醒 造 所 が の 食 や お 土産 の ほか 、 ホ ステ ル も 


見 える 。 左 お 土産 に 
びっ た りな 瓶ビール 





600 円 一 。 生 ビー ル は 「 ぜ ひ 時 間 が ある と 
一 杯 550 円 一 。 秋 は デ お 越し くだ さい 」 と 
ラウ エア や イチ ジ ク を 禅 さん ・ 美 和子 さん 夫妻 





使っ た も の が 登場 する 






右 散策 途 中 に 小腹 が 空い た ら 長 


江 の 小ぶり な 肉まん 一 個 80 円 を 。』 
下 /5 つ の 通り か ら な る 尾道 本 通 月 コー ス 3300 円 。 季節 野 
N」 菜 の すり 流し や 土鍋 ご 飯 な 
ど (前 日 まで に 要 予 約 ) 
こ koei そん を あん 
料理 と 抹茶 禅 和 庵 


お 茶 文化 を 大 切 に する 尾道 らし い 、 尾 道 
「 今 川 玉 番 園 茶 舗 」 の 抹茶 と それ を お 
いし く 飲む た め の 共 懐石 や 和菓子 を 提 | 
供する 。 選 りす ぐり の 地元 食材 を 中 心 
に 用 い 、 手間 を 惜しま ず 仕上 げ る 料理 

















は 、 体 に じん わり 染み 入る や さ し い 味 。 
に 人 y に し が り 築 入る し じ 陸 

1 
胃 は に 
條 時 が 
ちる 
まま 
る を 生 

町 尾 

と 道 

て 各 

千 光 寺 公 園 ] も の 

尾道 市 きず 1 独自 

な に 

尾 古 

道 寺 

時 

3 

下 ます 

B 前 る 

半 

4 

ミ を 

光 の 問い 合わ せ 重 考 

尾道 観光 協会 0848・35・5495 准 の 
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閣 川 山 を 眺め て 走る " 守 宙 船 " 


志 国 土佐 
時 代 の 夜明け の 
も の が た り 


全 JR 四 国 





取材 - 文 高橋 よき 握 影 井戸 天 : 





沿 


党 に 葉 公 必 員 に 杏 誤 つ お 太 密 宗 
言 「 指 囲 士 款 前 G 室 や SpG 室 計 
S」 介 史 測 訪 弱 度 計 的 ホー トロ 
つね 一 可 叶 SKUROFUNEJ ペー ロ 
の 上 る 窓 凌 mhN6 六 紅 鹿 9 て ペー 公 
つ せ 中 早 SSORAFUNES 二 曜 
窒 で いし 2hG" 回せ 舞 宮 G 導 六 
で 放り 地 坦 志 ぐ 呈 下 生 ペ ー ハ 本 
応 人 で 中 同 じ 凌 mt0 りり B つ お ? 

宮 G 過 三 居 HHG 呈 理 飲 6 お 
で 失 還 KG ド つ 公 本 所 全音 で NO 
会 人 ツン) 絢 百 村 Ne 畠 居 ” 避 室 岩 
門 を 着 同 的 角 つ ね そ へ トト 中 へ 
の 裕和 6 で し  NKA ふ 公 一 6 判 臣 < 党 
志 0 6 人 志 只 鶴 交 幼 NN6" 

二 隈 公 心 問 三 還 f% じ ” 湊 Q 上 華 半 
S 党 ” 晶 編 ぐ 民 部 玖 ペペ 逐 
い 旋 國 称 普 で うろ 守 器 SMG 拘 器 
0 赴 表 記 窓 SG へ ミ ュ ー 
揚 硫 鶴 「 WS 折 つ めい 
生玉 NG 捉 泥 ・ 羽 三 ′ 忠恒 朋 丈 
S ぐ 槍 9 組 N@ ヨ ャ つ 
しめ 人 を 信人 提 全 6 稚 つ う 半 引 革 一 

CI の Y や や コマ ーー に 3 に や さ /) 
で せ 「 記 的 の 人 S^ 自選 G 牙 祭 を 掴 
の 中間 宜 り レン YO 民生 っ ぐつ を 
ie し" 知る 明 つ しじま し マン 因 人 め う 」 
窟 N レ ン S で お ? 

舞 表 S ^ 地 二 紀 、 公 必 部 還 S#0 瑞 
地 喉 つじ 4 で" 





ノン ア 
ルコ ー ル カク テ 
ル SORAFUNE 


700 円 
四万十 上 ノ キ を 


! 
ペ 
3 
に 
統 
東 
Q 


ジレ し た 、 








使っ た コー スタ ー1000 円 、 
キー ホル ダー800 円 。 下 は 


車内 販売 の オリ ジ ナ ル グ ッ 
車内 で も ら え る 、 見 どこ ろ 
や 地域 の 特徴 を まとめ た 


ズ が 人 気 。 









GX ト や ヤー 一 
Wu 加 む Q 更 IRG ズ や 




















トン ネル に 入る と 車 


内 の 照明 が 際立ち 、 
より 幻想 的 な 空間 ( 








よみ さん 。 側 高 


ト の 山本 こ 
知 の 伝統 的 な 宴 
な ど 


り 眺 め よう 。 ほ アテ ンダ ン 
会 料理 ・ 皿 鉢 
を イメ ー ジ し た 食事 。 アユ や 

円 万 十 牛 な ど が 味わえ る 











映 王 放 に な る の で 、 太 平 洋 を じ っ く 





- 了 笑 唐 ⑨ 安 和 駅 到着 前 は 衝 行 運転 





た り 






めん ・ な は り 線 で 運転 (P74 参 照 ) 


ー プ プラ ザ 、 JR 東日本 の 駅 の みどり の 窓口 、 びゅう プラ ザ 、 


世 
1 
3 
呈 
明 
回 
還 
更 
8 
臣 
加 
四 
中 
窒 
ま 
提 
者 


JR 西日本 ・JR 九 州 の 主 な 駅 の みどり の 窓口 、 主 な 
わせ 人 JR 四国 電話 案内 セン ター 合 0570・00・4592. 


土佐 くろ し お 鉄道 
運転 区 間 介 JR 土 護 線 高知 一 窪川 間 。 全 車 グ リー ン 車 指定 席 


ん 





円 
市 
記 
ロ 
し 
地 
年 
臣 
き 8 
本 
に 4 
剖 
1 
豆 
中 
二 
1 


8 
に 3 
州 
胃 
還 
如 
財 
回 
園 
9 
人 @ 
還 
注 
所 
間 


※10 月 8 日 12 月 24 日 の 全 曜 と 10 月 31 日 は 、 


呈 
M 
長 
間 
世 
1 
3 
1 
部 
で 
枯 
トコ 
* 
臣 
s 
環 
に 』 
介 
で 
補 
人 8 


運転 日 土日 曜 : 祝 日 と 一 部 平日 (12 月 28 日 1 月 7 日 は 除く ) 


志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も の が 


問い 合 
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右 お 遍路 念珠 づく り 体験 は 26 
00 円 (当日 受付 可 )。 POP ア 
ー テ ィ ス ト ・ SHETA 氏 の 作品 が 
階段 や 石 な ど 、 さ ま ざ ま な 場所 に 


アー ト な 寺 で mu 
ふ 安 まる 体験 本 寺 





\ ら 寄せ られ た 575 枚 の 絵 が 
天井 画 と な っ て 本 堂 を 彩る 異色 の 
寺 と し て 知ら れ て いる 。 昨 年 か ら 
は 境内 に POP ア ー ト を 取り 入れ 、 
念珠 づく りな どの 体験 メニ ュー も 
楽し め る よう に な っ た 。 

会 0880・22・0376." 境内 自由 高知 
県 高岡 郡 四万十 町 茂 加 町 3-13 
JH 土 訓 線 閉 川 駅 か ら 徒歩 7 分 


見 た 目 も 味 も 個性 的 
青果 店 の か き 氷 


まる い 青果 市 場 















\ サ ハル ヶ 所 霊場 第 37 番 札所 で 、 


由 
人 物 や 風景 と いっ た 現代 画 が 天井 に びっ し り と 並ぶ 本 堂 





窪川 駅 





周辺 に は 役場 や 飲食 店 な ど 
が あり 、 ほ ど よ くに ぎ や か 


座敷 で の ん びり 。 美しい 
欄間 や 建具 に も 注目 だ 


明治 時 代 創業 の 青果 店 。 地 元 産 の 野菜 や 果物 を 贅沢 に 使 

つた 20 種 以上 の オリ ジ ナ ル か き 氷 (10 月 末 ま で ) が 人 気 。 

か き 氷 機 に 残っ た 円 形 の 水 を トッ ピン グ す る の が 特徴 で 、 
点 わ ふわ と シャ リ シ ャ リ の 82 つ の 食 感 が うれ しい 。 

容 0880・22・021211:00- 0、 不 定休 高知 県 高岡 郡 
四万十 町 茂 串 町 8-4JH 土 詩 線 窪川 駅 か ら 徒歩 7 分 





っ oo 湊 営 rv 届 油 
習 S 膨 醍 。 所 滞 き 由 油 
Eiat ここ に ツ つ 








wm て me り 百 民 家 カ フェ 半 平 
明治 34 年 (1901) に 建築 され た 実業 家 ・ 都 革 平 の 別邸 
を 修復 ・ 活 用 し た 古 民家 カフ ェ 。 注 文 ご こと に 近く の 老舗 
梨子 店 ・ 松 鈴 党 か ら 届け られ る 季節 の 和菓子 を 味わい 
な が ら 、 科 5 が 1 1 れ の 時間 を 湯 昧 よう 
16:00LO、 木 曜 休 高知 県 高岡 
JR 土 讃 線 窪川 駅 か ら 徒歩 7 分 





上 店主 ・ 北 村 英男 さん と の 会 話 も 
楽し い 。 左 / 味 も 香り も 温厚 な 四 
十 い ちご (手前 ) と 、 想 像 以上 に お 
いし い キ ュ ウ リ 各 400 円 






如 万 寺町 基 町 





へ 高知 を お 得 に めぐ で ろう! 





高知 プレ ミア ム 交 通 Pass 
次 交通 を 利用 し て 高知 を 周 刀 する の に 便利 な 交通 Pass。 県 内 対象 エリ ア の 名 (JR 国 、 土 
佳 くろ し お 鉄道)、 バ ス (と さ で 々 交通 、JR 四 国 バス は ほか) 店 画 電車 (と さ で ん 交通 ) が 3 昌和 








岩本 寺 








人 @ 欠 光 の 問い 合わ せ 
四万十 町 観光 協会 
会 0880・29・6004 


2 ギ 平 り 放題 。 東西 に 長い 高知 県 を 2 つ に 分 け 、 後 免 (南国 市 ) 以西 の 「West ( 西 )」 と 伊野 ( い の 町 ) 以 東 
ーー の East ( 東 ) 」 の 2 種類 が ある 。 中 央 部 の 高知 市 を 含む 2 市 4 町 1 村 は 共通 エリ ア と な る 。 さ ら に 、 
IO 県 内 対象 エリ ア の 半面 電車 と バス が 2 日 間 乗り 放題 の 高知 プレ ミア ム 交 通 Pass ライ ト 」 も 10 月 


1 日 か ら 発売 スタ ー ト 。 

高知 プレ ミア ム 交通 Pass 便 [Westl 紙 チケ ッ ト は 1 万 2500 円 (web チケット は 1 万 2000 円 ) [East 
紙 チケ ッ ト は 9500 円 (web チ ケッ ト は 9000 円 ) 高知 プレ ミア ム 交通 Pass ライ ト 人 [West・ 
East どちら も ] 紙 チ ケッ ト 6500 円 (web チ ケッ ト は 6000 円 ) 紙 チ ケッ ト 販 売 所 人 高知 蘭 馬 空港 
1F 総合 案内 所 、 土 佐 観光 情報 発信 館 と さて ら す 営業 カウ ンタ ー、 土 佐 く ろ し お 鉄道 中 村 駅 、 安 
芸 駅 web テ ケッ ト @https://p-pass.kochi-experience.jp/ 
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識 0 手 卓 


優雅 な 伊豆 の 旅 を 満喫 で きる 観光 特急 列車 


サフ ィ ー ル 貞 り 子 


人 JR 東日本 ・ 伊 豆 急行 





写真 JR 東日本 

下 ノ 料理 は オー プン キッ チン で 手 
際 よ く 仕上 げ ら れ 、 各 テー ブル へ 
左 / カ ウン ター8 席 と 、2 つ の テ 
ー ブ ル 席 を 配 し た カフ ェ テ リア 


kt 





東京 駅 で アテ ンダ ント の さわ や 
か な 笑顔 に 迎え られ て 出発 ! 


加 具 


ひき で 渡 呈 則 測 下 
ズ へ 古島 財前 / 志 
ざき 衣 慎 時 恒 舞 名 








TRS - 


| サフ ィ ー ル 上 踊り 子 
運転 日 人 毎日 1 往復 (月 ・ 木 ・ 金 一 日 曜 ・ 祝 日 は 臨時 
| 列車 あり ) 
運転 区 間 人 JR 東海 道 本 線 ・ 伊 東 線 - 伊 豆 急行 線 東 
京 - 伊 豆 急 下田 間 (土日 曜 : 祝 日 の 下り 臨時 列車 
は 新宿 伊豆 急 下田 間 ) 。 全 グリ ー ン 席 (グリ ー 
ン 車 、 プ レミ アム グリ ー ン 、 グ リー ン 個 室 ) 
ね だ ん 介 グ リー ン 車 9110 円 一 (東京 一 伊豆 急 下田 ) 。 
食事 は スマ ー ト フォ ン 専 用 サイ ト 「 サ フィ ー ル 
pay」 で 要 予 約 
発売 天 所 全国 の 駅 の みどり の 窓口 、 指 定席 券売 
| 機 、 え き ね っ と 
※ グ リー ン 個 室 は みどり の 窓口 で の み 販 売 
| 問い合わせ @JR 東 日 本 お 問い 合わ せ セン ター 
人 050-2016.1600 
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装い ユー へ ハ 時 財 き 宮 財 Mih さ く 
ユー つじ レン SM" 隅 胃 NN 
て ルーGK く SI ト ーー の oc 包 
( 叶 握 ) QAM” に SQ 所 
XIIHーG 尋 還 骨 o 財 GNU 
ィ て ささ N 四 GINNーーmoo 多 


写真 JR 東日本 





民 N さ ツ ト さ へ ユー へ G 1 
ズ 束 ハーー せ 0MIRRY" 礁 
記 ロ 回 敵 や や で せ 嘆 開 応 同 虹 
ませ" 村人 合 で で マン OS 
\@o ズ 四 ふ ペー へ ハ 屋 富 


ー ル は サフ ァ イ ア を 指す フラ 
の 海 と 空 に ふさ わし い 


サフィ 
ンス 語 。 伊豆 
写真 JR 東日本 


旦 記 SNe 記 弄 り 迷 蘭 后 く 沈 喉 じ 衣 
SG 中 選 8/ 映 慌 り 層 会 援 N6 呈 基 臣 
則 G 表 家 へ ハー て "VS 溶 提 悪 美 ら 沈 
村 マツ 苦 寺 の 忠昌 鋼 記 史 誤 到 つ お 
S 公 ^ 投 民 一 融 回 縛 に 田 寂 対 選 矢 陸 玉 
並 紀 記 舎 「 和 や い ャ ー ミ 骨 選 中 」 涯 "の 
屋 ン し レ 9 選 ユー へ 査 全 対人 下 介 り 
つ 8S お COQ 和 0S 下 JNN て 
ペー 記 問 忠 t@ お 急 得 り る "| 

人 HGSt 愉 ロ 生 ツ 牙 ソ 呈 IHG 國 
ペー つ お 操 必 8” SG 和 き AH 
ビン エー ン の ワー ヒロ 還 旨 奄 
3 お 再三 揚 過 了 休 人 ト 呈 へ" 
MG 同定 Br く SNG 和 を 取 給 会 ぐ 舞 つ 汐 誠 











玉 め 選書 ツン ” 要 選 負 や)JGne で っ " 
ーー 忠司 SGN ヘ スト ヘー へ 8 畠 
速 む S 1 ズ 束 ちや ハー て ーー オー 宮 し 居 
罰 つ お 細 実 人 " Q・ の 忠司 GS や ユー ヘ 
還 細 や 人 S ひ お ねら へ トト 介 居 つね さ 
へ や ぐ % 届 N 必 マー ン 誠 写し 
KS 年 証 沈 局 り 束 7) か GBS で 
時 に 田 了 振 て ユ RY ゆー の 庫 侍 G ユ ー ハ 社 7 税 
ー 層 志 衣 G 攻 雇 ・ ホ K 語 際 祥 上 症 や 民 マ 素 幼 宙 " 
よく 中 G 衝 瑞 Nu 認 つじ 寺 皿 eSANA 
1 回 ね NH よっ ト " て ふっ ト 族 民 G 
名 ・ こ ドー 必 へ 中 へ 私 区 羽 皿 
選 出 り 07 中 HG 井 記 的 弄 で く に K 
ふ を 人 中 ーー 余 つ 人 SN6S 民 " 生 明 ロ 
音 的 器 S" 主因 GS 秋 四 由 党 " 人 SS 
で くし 悪 庄 信 送 @ 近 96 


トン ネル を 抜け る た びに 車窓 に 映る 海 
と 空 。 好 天 時 に は 伊豆 七島 も 望め る 





JR 東日本 (2 点 と も ) 


写真 
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長良 川鉄 首 


ー キ ハン ドル 
ー 製 


カ 


左 プ ロゴ 入り 爪 切り 1200 円 は 刃物 で 有 


右 車 内 販売 で 人 気 の ブ レ 
型 ボ トル キャ ッ プ オー プ ナ ー1000 円 
上 主 名 な 関 市 の メ 


1 


\ 





重 





IC る 1| 
ID: ず / 


ロー ミン 史 責 語り つき お 
志 器 to で ロ 条 呈 括 っ 
同 抽 時 ン 








二 混 牙 ロ 和 さ 名 人 っ 叶 迎 三 / 串 尾 
足球 S 更 の つじ 時 ぐ じ ス い 0" NoS 
代 三 的 志 所 く で し う AG 路 珈 三 綴 
掴 ^NvSAS4Q 選 中 天王 中 いじ 
仁 湯 牙 ぐ 応じ 補 KG 門 選 " 赦 つ っ 三 
SSJ 公 SS 事 定 公 回 で 還 邊 款 さ ぐ 
層 忠 公 党 つ ソ ” 箱 寂 持寺 Q じ うろ 
9 害し め 具 つっ 篤 7 証 窟 拘 時 会 責 
選 W で し じ ス 6 宮 祥 忘 舎 「 代 公選 肖 
言 還 で 8 党 6 睦 つ のせ 地 宣 人 * 

で 写せ 的 家 吊 C 人 0 で し じ ろ お 宗 結 
を 守 宏 牛 S1 ト 生 それ つこ 
セーAmA つ ね 3 で" 「 強 」「 詞 中 」 
「 三 必中 」 4H の 拭 必 富夫 2 物 で 
の 計時 ゼ 届 定 SO ロ で ミユ 人 を 7 
飼い お ねら つ 尋 周 唐 ロ 3” 立 漂 名 結 さ くく 
の 








直 宙 作 で 穫 で 弄 で お 楼 恒 





層 路 せ 旨 誠人 ? 
WE 
skeG じ 7" 淫 同 凌 せ 届 症 人 She 客人 に 東 
SS や も c 醤 渓 つね うろ" 8 公 唱 の 7 生 沈 
鑑 電 ご 村 距 史 皇 剖 二 9 寺 選 宮 掛 G 
「QupK ャ ー 人 ShNA」 を / 肖 司 笠 や G 
「 知 ロート 必 A」2 の SN" 


取材 - 文 “内 攻 員 康 写真 長良 川鉄 道 42 





気品 あふ れる 内 装 に 心 が 躍る 森 号 の 車内 
どの 車両 に も 大 き な 窓 と 向き あう カウ ンタ ー 席 が 設置 され て いる 


見 た 目 も 華やか な 2 号 ス イー ツ プ ラン の デザ ー ト 盛 
り 合 わせ 。 答 鮎 号 の ボッ クス 席 は カー テン で 仕切 られ 
個室 の よう な 雰囲気 に 。@ 凝 っ た デザ イン の チェ ア や 


郡上 産 の 暖 衣 な ど 組 部 に も 注目 し た い 
レト ロ な 雰囲気 の 郡上 
八幡 駅 。 数 年 前 に 開業 
当時 の 姿 に 復元 され た 
写真 内 攻 昌 康 





自然 園 前 駅 付近 を 走 
る 「 な が ら 」。 沿線 に 
は 紅葉 の 名 所 も 多い 


長良 川 の 鉄橋 を 渡る 。 眺望 の よい 区 間 で は 減速 運転 も され る 


12 月 25 日 まで の 金 一 日 曜 
(10 月 30 日 は 除く ) ・ 祝 日 
区 間 便 【1 号 ラン チ プラ ン ・2 号 スイ ー ツ プラ ン - 川 風 
号 ほ ろ 酔い プラ ン 】 長良 川鉄 道 美濃 太田 一 郡上 八幡 間 、 
【1 号 ビュ ー プ ラン -2 号 ビュ ー プ ラン 】 美濃 太田 一 北 濃 間 
ほか 。 全 車 指定 席 
ね だ ん 今 1 号 ラ ンチ プラ ン 1 万 2500 円 、 
2 号 スイ ー ツ プラ ン 5800 円 一 ほか 
2 日 間 フ リー 乗車 券 代 込 み 
信長 良 川鉄 道 の ホ ー ム ペー ジ か ら 要 予約 
( 結 約 者 に 2 日 間 フリ ー 乗 車券 を 事前 郵送 ) 
次 乗車 日 の 14 日 前 16:00 ま で に 要 予 約 
観光 列車 「 な が ら 」 予 約 専 用 ダイ ヤル 
会 0575・46・8021 
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車内 販売 の ラス トラ 
ング ッ ズ 。 ラ スト ラ 
ン の ロゴ 入り クリ ア 
ファ イル 350 円 ( 右 ) 
と 、 ア テン ダン ト が 
描い た 車両 の 絵入り 








上 1 号車 「 茜 の 章 」 に は 展望 シー ト や 対面 シー ト の ほか 、 和 座 イ ス 
の 晴 席 も 。 左 2 カ月 ご と に 替わる モー ニン グ プ レ ー ト (イメ ー ジ ) 


アテ ンダ ント 手描き の 見 どこ 
ろ マ ッ プ が 車内 で 配布 され る 
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財 管 当 財 会 鋼 選 称 下 天 つ お 「 呈 中 
負 G 穴 夜 」 せ ^ 醤 屋 G 講 居 中 
ー ト ミ さ S お 代 / 唱 臣 人 N 品 避 因 に 畠 昼 G 
NKK て 心 へ 介 時 NO" 

や 回 せ 司 GS ふ ャ て さ 度 刻 ど じ 
^ 串 中 じ 志 超人 、 9 落 つ め 心 7 諾 
ヨロ 入 叶 つ 7 脱 且 2 角 当 宏 ゴ 本 
「 夷 世 」 ロ 肖 拘 ” を 名 つろ 却 則 SG トー 
ル へ へ や 公 提 で NG 代 公 7 畠 屋 骨 ら 汐 
人 y り ロ せ 本 日 へ 私 さき 宮 詳 *WG 
パーー 公 粒 認 ” 深 豆 WWG 胃 語 ハ ーー ロ 
和己 ^ 比 表 GS 中 ポ 艇 記し 雇い 紫 請 
S 党 GK ペ ーー* 

皇 剖 つじ し 4J ざ 頭 穫 玉 し お SG お 7 
訪 雪 世 ぐ べ 居 宮 ・m ロ ーmー キ 人 下 へ で 
人 の HN 室 由宇 お リー へ NN ペー ンー* 
束 和 京 邊 つっ 貴 採 会 凡 で 多 避 個人 の で 
し 人 氏 ら ^ 生 ロー の 揚 青 " 評 倒 つ を 
0 で 上 相 信 9 の 人 守 超 宙 











四 











超々 用 KG 守り ” 掛 恒 せ 串 G 基 
ド に: ト こ て この で うり に < っ 導 


ト へ 私 へ て SG ペ ペ 護 消 人 K 人 0 くり 46 い 0 


窒 G ほ 中 朋 せ めで を 公 代 品 つ お 知り 
映 更 SSNG 品 つ お 轄 S^ nHSTA 
て NK 生 | 店 和議 半 Cy 人 
会 の 90 「 玉 委嘱 」 で 〇 し じ せ 人 ぐ 
泊 和 SO りう 

「 避 ボ K 和 ト テツ つ レズ NG 光 壮 器 p 
千 当 生き で る で マソ"『K 素 曜 』 ゼ 各 
会 侍 党 的 穴 つ ね りり 会" 8 地 
6G 守 便 / | 据 党 村 M0J り 守 
し 人 全 で 丸 選 交 較 ろ 宮 公 心 肖 還 人 0 で 
し っ NG の うろ ぐ いい つと っ つ お "連対 
や 公 昌 きつ し っ NGS せ ^ 否 っ 志村 や の 
淫語 で で や り 留 わ 6 二 」 

揚 代 選定 ぐ 信 会 じ I 必 K て へ 更 
宮 jn つい し 党 絶 諾 察 中 S 衣 
皇室 の 宗二 玖 つ の" 


* ふ KG 還 。 引き 
で IQN 器 臣 " 攻 路 を 更 
礁 埋 思 因 WW レ ン で No 





/ 


ヒ 北 左 じ きい 必 へ や へ 
て ロ 介 属 っ つじ や る 
EE 


下條 まで へ ロ H6 欠 
で mh 同 「 舞 料 G 棚 」 





ング カウ ンタ ー も 。 左 洗 面 台 の ボウ 
・ 太 部 焼 で で き て いる 


ル は 、 愛 媛 県 の 伝統 工芸 品 


右 -2 号 車 に は ダイ 








伊予 灘 も の が た り 


(10 月 11 日 、11 月 8 日 、12 月 3 一 6 日 は 除く ) 
運転 区 問 人 JR 巴 詩 線 松山 一 伊予 大 洲 間 (大 洲 編 、 双海 編 ) 、 


運転 日 借 12 月 27 日 まで の 金 一 月 曜 : 祝 日 


松山 一 人 幡 浜 間 (八幡浜 編 、 道後 編 ) 。 


全車 グリ ー ン 車 指定 席 
ね だ ん 人 運賃 970 円 十 特 急 グ リー ン 料 金 1000 円 (松山 一 伊予 大 洲 間 ) 


[食事 予約 券 ] 大 洲 編 2600 円 、 双 海 編 S000 円 、 八 幡 浜 編 5000 


円 、 道 後編 3100 円 (いずれ も 乗車 日 の 4 日 前 まで に 要 予 約 ) 


発売 仙 所 人 全国 の みどり の 窓口 、 主 を 旅行 会 社 


駅 ワー ププ ラ ザ 、JR 東 日 本 の 駅 の みどり の 窓口 、 び ゅ う 
プラ ザ 、JR 西 日 本 ・JR 九 州 の 主 な 駅 の みどり の 窓口 、 主 な 


旅行 会 社 な ど 


[食事 予約 券 ] JR 四国 の 駅 の みどり の 窓口 、 ワ ー プ 支店 、 
問い 合わ せ 人 JR 四 国 電話 案内 セン ター 合 0570-00-4592. 
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介 JR 九 州 


ーー 
弄 
=LL』 In 


陳 


『/ 
し 組 


了 


, 


加 


2 号車 に は 、 ウ ォ ー ル ナッ ト 材 の 揚 


ー 











ステ ンド グラ ス が 施さ れ て いる 詳 
下 。SWEET TRAIN の 頭 文字 や ハ 議 
ー ト を 組み 合わ せ た ロ ゴマ ー ク 


右 - ド ア 窓 を は じ め 、 車 両 の あ ち 


ち ( 


K ャ ー ヘ ローK” xHー 康 
忠 缶 駅 SO" 四 筑 きせ ャ ペー 





豆 叶 し 唱 K ャ ー 和 間 天 選 つき 伝 必 
S 思 尋 < く " WS いふ や NO 
心 宮 晶 加 交 R 入 蛋 ロ つ お 6 鐵 町 RKYU 
SHU SWEET TRAIN 「 窒 NG 宮村 」』" 
ト 如 パ 己 臣 語 6 し 時 に 王 息 史 一 く 

ト 生 K ロ ーK 避 淫 掛 つ お " 

邊 羽 宇 S ま ミー さ 豆 会” 6 和 
援 絆 同 緊 V 同 きり 出 塞 人 0 で KO" 林 
所 提 薄 玖 く で NO 攻 G 環 の 慌 る 
祥 NG 知 語り 紀生 代 っ 
で 人 色 諾 倍 り 療 " 半 
票 操 居 め 人 S 選 60 し 代 示 下 きら で 
心 や へ ASY 

JG 畠 @ 回 避 時 室 旨 滞 寺 (の 
ご の ) ロボ 記 法 環 例 トド SN つき 
志 彰 午 つ お 地 掛 " 衣 上 E" NG 地 何 せ 
| 麗 め 章 K9 8 畔 会 生 。 門戸 ト 
ト へ S 下 し せ 記 ぐ 地 結 つじ 挟 心 玉 
寺 寺 で ね "MS 齋 国 り 播 いや お 
祭 「 窒 Me 宗 司 」" 所 昧 豆 人 で 幼 舞 雷 団 堂 細 
人 KG 壮 ・ 還 過 和 区 名 能 ひじ っ や お 統計 
yp り ロ 7 交代 唐 引 提 殺人 ト 打 で へ ・ 
衣 徒 旭 由 篤 や お 

言 居 め 0N@ JJ 宮 生 の 鷺 Me 温 で 
eK マー ホロ ーKG 沙 掛 人 0 の 鈴 肖 * 
nih ローK つ SG 判 昧 層 温 4 ロ 
坦 陳 hG 押 選 ・ 握 所 雪 S へ ベ て へ ・ 
マー の で テテ で ポー ホー 人 AHN・ 


4 っ ax 


窒 農 下 選民 " 








委 民 パン マウ ー の マテ で らら ロー 
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や 
き 
き 
回 
人 
ロリ 
簡 
に 3 
3 
計 





「 或 る 列車 」 の 模 


展示 され て いる 
型 。 そ の 由来 も 紹介 され て いる 。 下 化粧 室 
も 列車 の 中 と は 思え な い ほ ど ゴ ー ジ ャ ス だ 


上 車内 ( 





黄金 色 の 車体 が 自然 豊か な 九州 を 駆け る 


る 
き 
き 
ミ 
ロ 
日 
四 
紅 
計 





臨 を 

幼 ン ミ 

e @ 

交 堅 1 

語 S 

し 邊 度 肖 3 

3 

ほ を ま 

導 Q 加 

選 じ で 選 
同人 け くい か KI ト AN 素 に 
"HO レ ロー ロト 
指 つじ っ 0 目 

仲 製 責 態 宮 G 呈 凡人 


螺 硬 せき 人 8 めじ きつ 
G'Sw 替 つや ue 


o、 す ろう 心 経 人 QAK ャ マー 色 ^ 
趣 演 GS み 中 キ さ 人 ト ャ ーK セ ローK 過 
侯 じ し 離 卒 * | 時 生 の 地 細 湖 次 現 公 時 
ざし に 変 陣 けい うじ ビ 叙 窟 密 つ 
レン で NG AASGK マ 一 私 唱 の 民 記 溢 
忌 ぐ 趣 到 で 宙 で 弄 で し うい 04) 
SUJJ" MS 守 さ ベー 改め 宮 合羽 G 
ネート 計 羽 記 じ ろ M6J7 有色 寂 結 
し SM)J り 4 | 忠 恨 で NNGT 

言 串 ロ く か KKA 江 人 K 保 思 N じ 0 
で ” 訪 の SS ツ 梁 琵 " 【 朋 G 揚 語 せ 上 和 
I@G 篤 激 叶 っ" 過 宿 和合 時 ShDHー 
ゴ ※/ 敢 容 H つ ト を NH つ ト SS207 
評 型 し 員 選 の で じ 和 お " せ US 
で ミーー 間 KG 会 台 NH 人 入居 ? 


記 6 
四 明生 
太 時 半 
3 8 8 ま 
紀 1 AS 條 
1 全 ia 
レー- Ko】 
SRR SNS 
ES 合作 所 KU)PK 
に 語 人 At く #8 
口 て さ hh じ 販 ら さ 呈 
軸 ら 中 K 呈 を く Ig ト 
る まで 2( ゆ KS 
の に 紹 く 中 正三 呈 叶 
つら 欠 は 拓 吾 選曲 
ます ます 
人 
つ こき 4 お 
ジ @ 克 。 @ ほ お 
と 折 較 時 
之 財 婦 。 刀 志 っ 
潮 細 彫 。 評 旧 中 
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上 高野 下 駅 の ホー ム か ら ホ テル 開 
駅 舎 が 見 える (観光 列車 ・ 天 空 は 高 
野 下 駅 に は 停車 し な い ) 

右 / 客 室 高野 」 は 44m の 広々 と し 
た 4 人 部 屋 で ダブ ル ベ ッ ド が 2 人 台 








左上 2 人 部 屋 「 天 空 」 に ある 運転 席 の シー ト 。 右 引退 車両 の 速 
度 計 な ども 室内 イン テリ ア に 。 左 / 改 札 か ら 約 10 秒 で チェ ッ ク 
イン 。 電 車 の ヘッド マ ー ク を 模 し た プレ ー ト に 期待 が 高まる 


NIPPONIA HOTEL 高 野山 参 語 鉄道 
Operated by KIRINJI 


傘 050・3185・6922。〆] 泊 素泊まり 9000 円 一 /2 室 和歌 山県 伊都 
郡 九 度 山 町 椎 出 B-1// 南 海 電鉄 高野 線 高野 下 駅 橋 内 





橋本 一 極楽 橋間 を 走る 南海 電鉄 の 観光 列車 は 大 型 窓 と 展望 デ ッ 
キ が 特徴 。 学 文 路 駅 、 九 度 山 駅 に 停車 。 一 部 指定 席 。 
3 一 11 月 の 水 ・ 木 曜 (祝日 の 場合 は 運転 ) を 除く 毎日 と 、12 一 2 月 
の 土日 曜 - 祝 日 (12 月 30 日 一 1 月 3 日 は 運転 )。 # @ 運 賃 450 円 
十 座席 指定 券 520 円 (橋本 一 極楽 橋 問 )。 『 借 天空 予約 セ 
ンタ ー 人 0120・151519 (希望 日 10 日 前 の 9 時 か ら 前 日 の 17 時 ま 
で ) 。 問い合わせ 欠 南 海 テ レ ホ ン セ ンタ ー 全 06-6643-1005 














レト ロ な 駅 に 泊まる ステ キ 体 験 


高野 山 へ の 玄関 ロ ・ 高 野 下 駅 に 、 大 正 時 代 に 建て られ 
た 駅 舎 を 遊び 心 た っ ぶり に リノ ベー ショ ン し た ホテ ル が 
ある 。 構内 の お し ゃ れ な 客室 か ら は トレ イン ピュ ー を 満 
喫 で き 、 世界 文化 遺産 ・ 高 野山 へ の アク セス も 抜群 だ 。 











宿 の シ 内 駐 客 参 用 年 

ド 直 2 ス に は 室 無 語 し 一 
ア 室 室 テ 従 な の 人 鉄 た 1? 
を な で ム い く ド 駅 道 ラ 9 
開 に らら 計 GR だ 5 ・ ア の = 握 =< 
け | を | 乗 * 電 予 が 改 人 2 『 
る モ 務 客 子 約 あ 札 ” 〇 <& が 下 
と ダ 員 和室 キ 時 る を ジ - 築 オ 駅 
清 ン と の は | に * 出 5 の 1 
々 に 待っ を 送 現 た 内 
し 改 機 天使 ら 地 ら トン に 
ぃ 修 所 空 つ っ れ ス す に 人 | 
木 し や ょ こ て る タタ ぐ 回, な た 昨 
の で 駅 ど と 入 メ ッ 目 ビ 駅 * 年 
香 い 係 誤 室 1 フ の 高 舎 大 
り る 員 軸 す ル の 前 野 を 正 個 

cs "の どる 案 常 に 山 活 14 性 
4 の ! 未 な ム 空 ッ レ が つ 内 
0 で 山 朝 九 年 す 翌 を 間 シ は る り 装 
02208209 く 2oo 
年 な 高 
閉山 棚 ケ 問 ご タ 隣 て べ 仕 緩衝 無 全 
く を を ッッ の で ン の ゆ ッ ツ 様 ホ 室 線 か 
者 目 軸 よ 人 千 較 下がっ “だ テ に 受 し 
旧 史 が 復 こ ・ 度 た 脇 " ル あ 話 い 
の すし も 乗 飯 く 山 * り の 非 を る 器 車 
言 6 た 9 東 と 虫 過 寄 日 思 バ に 本 
場 もらえ 宿 三 ご か 常 わ ス 旅 閣 
を お ` る と 泊 月 内 せら 的 せ ル 気品 
人 2 ` 客 ・ に る 列 か る | 分 が 
求 す し レ だ お は 火 あ " 車 つ スム が 月 
し め ッ “お ぞ お 高 曜 る や 快 夕 や 科 い 
に 計ら 紀和 ホ 適 イト リ りら 
ウン 二 のび 委 33ES お な り 上 作れ 
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る 。 


両 が 観光 資源 と し て 、 
され て い 





の 


こ 


周り 京 上 @ く で か つか 
ロラ デン 

七 弧 へ 舞 距 G 眉 慌 相 で Ne 索 つっ 骨 
ご 型 人 ” 医 過 堪 人 療 環 ら ロ テ ッ > (ih 
トミ ・ ロ ー ヒ ・ リ ロー ふさ ) し St" 医 


る で まっ So で ネン っ っ と っ 


周夫 損 G 臣 所 紅 員 人 押 ー 
甘 舞 評 上 舞 G さ ー ミ さや 押下 表 殿 
怪 臨 J 尋 押 忠 衣 遇 や で 記 ロ ーー ャ へ 


ペー 中 日 へ 迄 ローン 中 日 へ つ 7 


ゴロ せ 凡 上 芽 講 志 硬く 

ロミ ン G 朱 べ ロ ⑪ で や し っ 回 回 
G 笛 幻 臣民 民 一刀 昌 語 人 中 べ "4 
で 上 臣 ら 忠臣 剛 拓 舞 基 培 起り 
孔 栖 G 臣 革 選 中 へ 還 押 忠 の 失 
聞 二 HMIE セ 6 dB 

野上 ミー 四 手 虹 民 写 ( 契 
半 選 械 映 ) ご く K 王 一 臣 ご 区 坦 過 


取材 - 文 結 解 寺 幸 写真 : 図 阿佐 海岸 鉄道 


乗り 換え な し で 利用 で きる 、 世 界 初 の DMV 


アル ・ モ ー ド ・ ビ ー ク ル ) 。 


WG 重 深 せ 掴 冶 史 相 い つっ 心 く て 人 か ユ 
か と AKI トト” く Kー 示 珈 こ こく KG 凶 
下 ′ 上 淫 で 吾 wvS つ し 側 訪 じ wote 上 記 
や 公 首 尽 ” 催 革 G 黒 昭 忠 の 取 爺 忠 ロ 


臣 一 赤 掴 農 に 凶 王 王 ( 欠 甘 虹 虹 臣 ・ 
胡 仁 孔 ) 一 里 舞 臣 ご くい 副 呈 一 尋 G 
臨 棚 扶 眉 ご くく 足 の 号 一 掴 @ 臨 也 人 
明 世 (へ WMHN つ つ マ っ う )? QB 填 


レー ル 走 行 し て き 
た DMV が ガイ ド 
エン ジ 。 車輪 が 収 


ウェ イ で モー ド チ 
納 さ れ て ゴム タイ 
ヤ に 切り 換わる 


デュ 
地域 の 活性 化 に つなが る も の と 期待 


鉄道 と バス が 


( 


せ ” 振 忌 ロロ ミ >G ポ 04 で や で 
合 莉 G ネ ミー マズ" 医 抱 曲 怪 忠 甘 無 忠 ロ 
せ 岩 議 5 破 公 詳 映 や で し っ 6 
ル て ふい ロ く KK マー ベツ つ に 悪 融 や 
で や ロミ > ゼ ” 壮 珈 時 圭司 宮 き くに 
医 GT さ ふ ャ キ GQ 陸 虹 束 環 音 ” ロー 
と HANABt つ ら ー 訟 し 此 同 
全 QT さ ふ ャ エキ" さぶ ふ ャ キ 公 Q 問 司 
手 ロ 尽 ご 吾 rterJ 公 し oe? 掴 冶 十 
し せ 指 咽 G く ふ ) 皿 拉 け く ハ ン ミ 頻 半 
遇 農 Ne ペー ミレ せく ハミ 


頻 壮 仏 陣 々 っ G レ く ヘ ハン ミ ぶ 困 介 つ " 


天目 8" て 相 加 公 電 @ 臣 居 寺 
QQ 幅 窟 押 応 一 仙 由 拓 昧 泳 民 ミ ー 
ふ や ハ ペーー 便 中臣 一 民 G 臣 JQ 
じ G 遇 に 人 中 頒 や で し 介 で 特 連 了 り 
地 埋 swe 攻 殴 民 選 臣 人 Q ぐ ふさ ふ て ロ 
缶 由 監 所 固く 世 公 JONO" 
司 せ の 選 培 くも で hG” 再 公 範 央 
マーK ず つや 中 せ 「 飛 肖 く 6 世 渦 
さ 」 忠 四 マーK の つや Q 呈 8「 セ 
SG 届 」 棋 紅 マーK つの 
せ 「 居 糧 寺 傍 思索 」 G 量 琶 会 だ お の で 
若 弄 棚 弄 裳 G 可 JSsteSKn" 臨 電 や 


号 


海 の 駅 と ろ む 


ト ふ や ミ さく ふさ か ユー ヤキ と 私 さ 中 
し 豆 半 つい 遇 過 セ Me? 


放 剛 軸 公 IF で で し 8 で "4 ト 時 中 中 眼 
G 遇 に 台 誤 会 蛇 N0 代 つう? 


ャ ププ ブナ オナ オブ ブナ ブナ イナ アプ イブ アプ オ ナナ ナブ オブ ブフ オブ イブ ブフ アプ ブイ ブフ プ フ イ ズブ ブフ ププ ブイ ブ ブ ブ プ ププ プ ブ ブ 222 プ アフ ア ブフ ブ ブ ブ ブ ブ イ イン 0 


阿波 海南 駅 甲浦 駅 間 は レー ル を 走る 
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有 SL パレ オカ レー450 円 。 深み の あ 
る ルー が 特徴 。 下 / オ リ ジ ナ ル チ ョ ロ Q 
第 4 弾 SL パレ オ エ クス プレ ス 1100 円 


SL が デザ イン され た 


NL ラル パレ ラム ネ 180 円 。 さ 
わ や か な 飲み ロ が 人 気 


右 車 内 に は 秩父 出身 


氏 の 沿線 案内 が 流れ る 
下 プ わら じ か つ な ど 、 
地元 食材 を 使っ た SL 
弁当 1400 円 は 要 予 約 


9 飯 で EE0W は 
計 計 El 落 9 上 河 本 
WS 洛 


に 
。 王 環 中 で 汗 V 


取材 - 文 撮影 五 十 義 葵 50 





は 、 駅 の ホー ム 
峰 口 駅 で 


で SL と 一 緒 に 記念 撮影 も 。 写 


真 は 





運転 台 も 見 られ る 。 下 発車 


左 / 飛 行 機 の コック ピット 並 
前 や 到着 後 ( 


間 み に 計器 や レバ ー な ど が 並ぶ 


| 
I 





秩父 の 山々 に 汽笛 を 響 
か せ て 疾走 する 漆黒 の 
車体 は 迫力 満点 


Ei に に 
RJJN80 っ 人 く て IN ヤー せ 避 
臣民 下 計 し 味 肛 te 所 三 喜 ね " 所 
三吉 G 世 電 葵 り 双 会 e 組 守 じ * 
較 ーo に 日 ^ 迷 硬 全 ①S 舞 0 品 日 せ 
穴 旦 1 SK よ ホー さ * 堅 に ロ 嘩 8 
S 江 NN 主人 る 公 還 生 ら 憶 現 史 秋 う 


映 マ つ ツ の 宙 や りつ お 記紀 会 モー 
避 重 W 肌 い 丸 全 すり 略 4J” 6 の 侍 V 守 
和 ふ へ 私 AU 和 経 人 賢人 A HANA HANAU 
権 居 交 書 代 私 個々 つて 束 合 公 更 下 
到 S" 眉 0G 紀 殿様 が 妥 
8 福 則 シン 員 い 反 人 お 本 SG ゴ ャ 記 
頑 酬 つ 人 で 伝 必 職 社 鶴 お で 名 避 ロ 栄 拉 生 


S 則 紙 二 


三幸 神社 へ の 参拝 や 
峰 口 駅 


左 / 大 き な 蒸 気 機 関 車 が 回 転 する 


様子 を 目 の 前 で 見 られ る SL 転 車 


台 公 園 。 下 
ハイ キン グ の 拠点 と し て 親しま れ 





て いる . 


0" 放り 民 で NO へ 人 K の 人 き 宮 敵 湯 7 
所 人 生 会 久 起 べ 詞 鳳 ツ だ 組 ” 誤 珈 党 
S 民 詩 汐 田 往 し 党 人 っ 代 色 必 ” 持 器 
層 路 半 具 つ で 所 ? 

人 叶 時 過 項 時 思 選 弄 上 9 お 「 の コ く さ 
民 HNKN さ へ K」 ゼ ^ 国 総 陀 り 近 宮 
慰 届 し 坦 障 つね 〇 の の oo 中 可 
EEC は P に こい リ 
つじ 信心 提 る 御 補 ら 記 環 ロ 総 粒 住め 
玉 じ っ 尺 会 ^ 堅 証 G 還 衣 べ 談 環 守 
過 忘 皇 り つじ 団 賜 つ お * 








パン に N 路 詩 愉 て ヘン G 窒 公 宇 守 
交 留 わ 入 や KG" - 

団 時 人 ヨ 0G 血 三公 良 計り Reo 
^ 語 め 次 口語 軍 湊 "し 
や 股 政 叶 @ 豆 0 回 家 人 0 や NG 拘 症 半 
伝 世 烈 和信 う ” 品 求 hhe 近 つっ 皇 和 き 
9R ベ SN で し で ツン 葉 選 を 頒 宮 人 





うり 冶 購 信 症 澤 層 責め 下着 じ DNG* 
0 人 で を 会 宮 応 層 党 全 で / 弱 了 撃 表 


司 G 天 党 り 衣 S 所 談 史 細 誤 WWAe 衣 
に ニコ ベ EJIe 





10 月 11・13・21・-22-28-29 日 、 
全車 指定 席 
ね だ ん 僅 運 賃 960 円 十 SL 指 定席 券 740 円 


11 月 11・12-26 日 、12 月 3 日 
運転 区 間 介 秩父 鉄道 熊谷 一 三峰 口 間 。 


SL パレ オ エ クス プレ ス 

運転 日 @12 月 5 日 まで の 土 - 日 曜 : 祝 日 
(熊谷 一 三峰 口 間 ) 

発売 箇所 條 SL パレ オ エク スプ レス 停車 の 

各駅 (秩父 鉄道 SL 予約 シス テム で 要 予 約 ) 

問い 合わ せ 人 秩父 鉄道 人 048・580・6363 
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民 歳 正 


。 送 再 痢 示 
で きい SWd 六 


EBI 


悦 へ 先史 き N 


s 宅 与 牙 三 昔 オ 革 11 半 さえ 
Sh , 管 の 沈 り ヘン 国 諸兄 革 志 で 





2 


て ざ 税 愉 挟 酒 式 


鞭 い ご 








新 金 谷 駅 の ホー ム で は 機関 車 が 黒 
煙 を 上 げ な が ら 出 発 に 備え て いる 











M 川 人 1 
1 光 


W 新 金谷 駅 前 の プラ ザ ロ コ 。 ド 
イツ 製 の 機関 車 や 井川 線 を 走っ 
客車 な ど を 展示 。@ 地 元 の 山 


は 昭和 20 一 30 年 代 を イメ ー ジ 
し た レト ロ な 駅 舎 も 
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唐 的 の で 紙 宙 うろ" 交 で っ 
SSNen 直 凍 い @ 民 叶 御 を 団 曽 装 六 
S 較 路 * 性 衛 SN 心 中 ロロ 藻 付 で 














は 電王 抽 生 っ 司 二 AU7 淫 恒 詞 ビ 旧 じ 香 
| | トド 1 和尚 っ の G 色 っ うい 4SNe” 天 屋 鈴 人 SA6 で 
・ 汗 肖 $$ @ 弄 玉手 補 G 皇 等 思 器 人 お っ %0N 
1 MNTS 玩 に だ 人 る 放 Et:Pokinfe ま FOOPOP く * 
で 公 G き 玩 じ "団交 お で 玖 避 付 ? 
皇 誤 つじ し 己 お し コ 認 紅 く NeAJ* 
F QIRG 10" 本 隊 GOE 下 " 財 区 析 双 可 良 時 G 誠 G 写 周 時 装 林 三唱 塊 選 交 M い 6 選 旧 要 で じ 
ChoNsuiSAcstozst 人 全 V* 柚 細 人 0 で G 外 璧 縮 ロ 四 介 枝 や 





間 いひ 7 概 埋 介し 過 い お 叙 親 的 堂 で で じ 
っ 4J 補 共 G も っ 沢 竹 公 二 ロ 動 0 興 
IG" 六 届 忠 G 王 人 G で や 選 沸 記 
合 ぐ 遂 せ "が 6 人 科 ど 公租 堅め 


8 で NSP 梁 震 ぐ 寺 寺 思 しら り 半 齋 
つ 尋 Q 条 味 応 財 し 拓司 ロ 填 ら 測 


| 





ノスタルジック な 客車 
は 、 レ トロ な 洗面 





や 木製 の 扉 も 残る 


NR 














い (』 

四 つ " 言 融 RS お 因り Ne 記し 紳 宇 に 
を 引 時 つじ まい Nb り し らい G 公 人 尽 疲 
上 中 9 電 怪 we 還 9 じ 計 お っ" 
| 

四 N 

1 Sa 

人 る 

げ Nm 邊 中 中 ヨ マ や 
1 トー は ま 全 - 半 り 
3 3 は 4 往 お 掴 
MM 本 で る 呈 土 限 記 光 現 立 ご 
きま ゃ まれ 
人 和 飼 > 三橋 民 ん 4 旨 1 王 衝 ぎ 
四 辿 矢 叶 yi まま も す ネト 
gm まま 科 っ 舌 齋 破 き 8? @ 。 団 二 @ や レ 計 や 

5 2k 8 に 11 は 
因 傘 氷 W 2 EDIT SA 
生計 稚 当 ) 導 (8 昌 昌世 て 時 
民 下 講 ス 
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ミミ k ツ ムシ ル た 4 だ そう の 
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ラリ 


SL ライ ブ 


ェ 前 に は 、 記 念 乗 車 証 の 


右 - 蒸気 機 関 車 の 模型 が 
スタ ンプ が ある 


ー。 中 央 ロゴ デザ イン 
が 施さ れ た 暖 朋 が お し ゃ 
れ 。 左 "2 号車 ビュ ッ フ 


並ぶ 


る 
[1 
人 
表 
き 
守 
お 
回 
に 
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ポー 叶 (- ひ QQ) 選 膨 融和 0 で お 
滋 K 有 撃 店 司会 ヘー ロ 散 ぐ 地 連 所 揚 記 
Ne「 の コ ズ H」" 人 ト 邊 で へ 8 「 人 で で ひい 
園 昌 R 到 」 を 「 窒 M 宗 持 」 如 
所 G べ 収 尽 司 電 隷 ツ 幅 倒 下 お 口 戦 人 





内 Se っ 


中 ホー・ や 由 医 絆 
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に に で 


で 医 Q き に 踏 相 り 1606 還 擬 品 G 


光り 寺 っ 上 昧 笠 つ し う 


丸 会 


時 欄 層 足下 


揚 喜 記 財 りつ に 人 千 の 下 貞 貞 称 紅 堅 " 
誤 思 班 導 拓 @ 宜 終 一 大 且 語 り 戦 4 選 褒 
つ ^ NG 穫 志 衝 選 近 農 つ いっ い G* 


に Eco 


写 全 心太 





臣 東 "で 昌 セ ーー マ さ ロ 
ER tv や で で 


守 " WO て 京 所 肖 必 史 め ” 畠 品 
ご を 足 能 や SG ハーン” 編 約 つ お ねい ロ 
ーー へ や GS 六 で 2J" 禁 定 せ 6 も 密 湯 ・ 
ポ 由 普 り ふさ ーー か つね 会 G 
心 介 鈴 陣 収 "「 記 何で 穫 科 ー」「 畠 妥 
の 全 リス うー ココ 7 人 hJ の 会 心 マ 


し 崩 季 人 区 つ を 


証 め 代 ツ ” 屋 っ 志 


PD 
紅 間 醒 


心 つ レ の ココ 


HH せ 問 窒 皇 応 " 風 G 千 周 共 せ 








痢 SE 司 " 六 外 司 * く 晶 ※ 層 "持家 
8 団 コル 田 語 27 村人 和信 CI 


医 忠 近 其 け 全 し 





介 軸 中 全域 会 


NO 6 で を 選評 交 器 銘 いろ NG4J” 守 臣 


公記 畠 豆 合い 
いこ そい 1 だ 2 


年 巧 @ べ お ね や DJS の つ 6 昭 恒 財 本 


GS 斑 さ し っ Ne 


心 つ の BT 半 
洋 NGS お や し せ 守 ン 
SS 民 で じ * 
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子ども に 配布 され る 
うち わ 。 客室 乗務 員 
が 沿線 の 魅力 を 手 描 
き で 紹介 し て いる 








ーー 線路 沿い か ら 手 を 振る 人 た ち 。 
思わ ず こ ちら も 笑顔 で 手 を 振り 返 
し て し まう 。 胃 86 弁 当 1200 円 は 、 
九州 の 食材 を 使用 し た 車内 販売 限 
定 の 人 気 弁当 。 要 予 約 。 ⑨ レ トロ 
な 天井 の 意匠 や 、 昔 な が ら の ボッ 
クス シー ト が 旅情 を 誘う 


力強く 客車 を 牽引 する 、 
通称 「 ハ チロ ク 」 と 呼ば 
れる 8620 形 58654 号 機 
写真 JR 九州 





停車 駅 で は 、SL の 運 
転 席 や 機関 士 た ち が 作 
業 する 様子 が 見 られ る 





ビュ ッ フ ェ で は SL 
祖 】 人 吉 グ ッ ズ を 販売 。 
な か で も 、 車 内 で の 
み 販 売 さ れる オリ ジ 
ナル タオ ル 1200 円 
が 人 気 だ 


Te/ 








SL 人 吉 


運転 日 旬 11 月 23 日 まで の 土日 曜 : 祝 日 と 11 月 22 日 
運転 区 問 人 JR 鹿児島 本 線 熊本 一 鳥栖 間 。 全車 指定 席 
ね だ ん 介 運 賃 1680 円 十 指定 席 券 1680 円 (熊本 一 鳥栖 則 ) 


※86 弁 当 は 乗車 日 の 1 カ月 前 か ら 2 日 前 まで の 
平日 (9:00 一 17:00) に 電話 で 要 予 約 。 


JR 九州 サー ビス 部 合 092-474-2179 乗車 記念 パネ ル を 持 
発売 箇所 借 JR の 主 な 駅 、 主 な 旅行 会 社 つて 車内 を 回 る 客室 
問い 合わ せ 便 JR 九州 案内 セン ター 会 0570-04-1717 乗務 員 。 素敵 な 旅 の 





思い 出 に ぜひ 撮影 を 
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= うう 
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美しい 景色 や 土地 の グル メ 、 細 部 まで こだわ っ た 内 装 、 
事 内 ガイ ド に サプライ ズ と 、 お も て な し の 精神 に あふ れ た 列車 た ち 。 
移動 時 間 も め いっ ぱい 楽し ませ て くれ る “ステ キ 列 車 " を ご 紹介 。 


⑩10・11 月 の スイ ー ツ コー ス の 一 例 。 メ ニュ ー は 2 カ月 ご と に 変わ る 
⑥ メ ニュ ー 表 や 花 飾 りな ど 手作り な ら で は の アッ ト ホ ー ム な 空間 
信和 せ の 名 肌 い ハシ カナ が 須 に 細 れ る 大 三 東駅 て は 459 祭 





タイ ム 


し ま て っ ヵ レ た コ ト レイ ン 
借 島 原 鉄 道 

島原 半島 の の どか な 景色 と 地元 グル メ を 楽し 

め る "守る カフ ェ "。 ラン チコ ー ス と スイ ー ツ ま 
コー ス が あり 、 す べ て 沼 線 地域 の 飲食 店 が 手 
が けた も の 。 日 本 一 海 に 近い 駅 と いわ れる 天 
RIN で は 有明 名 の 上 を 間近 で 電 能 で きる 







10 月 10・23・ 4 日 、 1 月 3- -6・20-81・ 7 
日 、1 月 5・11・25 日 運転 区 間 人 島原 鉄 道 諫 
早 一 島原 間 。 全車 旅 行商 品 で 発売 ね だ ん 候 
ラン チコ ー ス 5000 円 、 ス イー ツ コ ー ス 5500 
円 兄 角 ホー ムペ ー ジ 、 電 話 問い 合 
わせ 島原 鉄道 島原 駅 な 0957・62・4705 











写真 JR 東日本 (3 点 と も ) 

現役 の SL 列車 で は 日 
本 最長 と な る 約 111km 
の 旅 が 楽し め る 


森 と 水 が 織 


SL ば ん えつ 物語 

筐 JR 東日本 

“ 貢 婦 人 " の 愛称 で 親しま れる C57/ 形 務 気 機関 
車 が 走る の は 、 阿 賀 野川 に 沿っ て 山間 を 進む 
瑞 越 西 線 。 客室 は 木目 調 の 床や 丸 型 の 照明 な 
ど レ トロ な 趣 だ 。 蒸気 や 汽笛 の 音 を 聞き な が 
ら 司 223 な 泊 所 だ 陸 わ いじ 2)s 










日 @ 11 月 29 日 の 土 日 曜 祝日 
JR 碧 越 西 線 新津 一 会 津 若松 問 。 全 車 指 
定席 ね だ ん 鍋 運 賃 1980 円 指定 席 券 530 円 
(新津 一 会 津 若松 間 ) 発売 箇所 代 JH の 主 な 
駅 、 主 な 旅行 会 社 問い 合わ せ 俺 JR 東日本 
お 問い 合わ せ セ ンタ ー 全 050-2016・1600 





上 大 正 ロマ ン を 科 牧 と させ る クラ シカ ル な 究 
囲 気 の 車内 。 下 天井 まで ある 大 き な 窓 が 開放 
的 な 4 号車 展 記 車 は 、 誰 で も 利用 で きる 





取材 文香 取 騎 衣子 56 















こたつ で 雪景 色 を 見 る 至福 体験 


こたつ 列車 @ 三 隊 交 道 

お 座敷 車両 の 掘り ご た つ に 入り な が ら 、 三 陸自 慢 の 海 の 幸 や 眼下 に 
広がる 大 海原 を 一 望 で きる 。 途 中 、 地 域 の 伝統 行事 で ある 鬼 の 面 を 
か ぶっ た 「 な も み 」 が 登場 し 、 順 中 D 上 KGSUG の OB し み だ 。 


通則 0 例年 12 朋 中 旬 一 3 月 下旬 の 土 日 曜 祝日 ※ 今 年 度 の 運行 
詳細 は 決ま り 次 第 ホー ムペ ー ジ に 掲載 運転 区 間 候 三陸 鉄道 リア ス 
線 久慈 一 宮古 間 。 全 車 指定 席 ね だ ん 介 運 賃 1890 円 + 指 定席 券 300 
円 ( ス 天 一 宮古 間 ) 発売 箇所 電話 問い 合わ せ 人 三陸 鉄道 0193・ 


62-7000 


北 三 際 の 自然 、 グ ル メ 、 
伝統 が 体感 で きる 冬 の 
名 物 列 車 だ 









貞 で 分 呈 な の ゆき へ 
へ て W 太 へ 潜 瓶 で 
技 間 蜂 | 戸 避 図 加 


写真 交通 新聞 クリ エイ ト (2 点 と も ) 





| 8 

本 を 

イ を 郁 ト 。 

まま 店 

サ 島 2 

イ の ッ に 

ク そ 

を の 

愛車 で 房総 サイ クリ ング 革 ま 
B.B. BASE 人 @JR 東 日 本 


TBOSO BICYCLE BASE」 の 略 。 自転 車 を その まま 車内 に 積み 込 
おこ と が で き 、 愛 車 と と も に 房総 半島 の 人 気 の ツ ー リ ング スポ ッ ト 
へ > に よっ て 行き 和室 わる の で 、 多彩 な 景色 に 出合 える 。 





運転 土 日 曜 : 祝 日 (10 月 10-23 日 、11 月 20-21 日 は 除く 。 コー ス 
に より 運転 日 は 異な る ) 運転 区 間 人 両国 一 鹿島 神宮 ほか 。 旅 行商 
品 の ほか 一 部 指定 席 ね だ ん 鍋 5600 円 (両国 一 鹿島 神宮 問 往 復 ) 発 
売 倍 所 ・ 問 い 合 わせ 代 ホ ー ム ペー ジ https://www.jreast co.jp/railW 
ay/joyful/bbbase.htmi 


57 削 9 手 恒 2021 年 11 月 号 


自由 席 車両 も 木目 調 で ぬく も り を 感じ られ る 。 1 号車 は 特別 車両 
に な っ て お り 、 ホ テル の ラウ ンジ の よう な 空間 。 朱色 の カラ ー リ ン 
グ と 流 線 形 の ボディ ー が イン パク ト 抜 群 ! 写真 は 月 江 寺 駅 付近 





富士 山 の 雄 次 を と こと ん 満喫 


富士 山 ビ ュー 特急 
筐 富士 急行 

その 名 の と お り 、 世 界 文化 遺産 ・ 富 士 山 の 本 
を 走る 列車 で 、 富士山 が 美しく 見 える ポイ ン 
ト に 差し か か る と 減速 する 。 木 を 生か し た 和 
テイ スト の 車内 は 落ち 着い た 雰囲気 で 車窓 か 
ら 名 画 を 眺め て いる か の よう な 気分 に 


転 日 人 毎日 運転 区 間 人 富士 行 
線 大 月 一 河口 湖 間 。 一 部 指定 席 
ね だ ん 介 運 賃 1170 円 特急 券 400 円 

AL 1 号車 の み 指定 席 券 900 円 (大 月 一 

sas 当 品 湖 問 ) 発売 細 所 @ 主 な 旅行 代 

| ma、 ホー ムペ ー ジ 、 電 話 問い 合 


わせ 富士 急 コー ル セ ンタ ー 合 055 
5・73-8181 






北 の 大 地 に 咲く 花々 を イメ ー ジ 
は まな す 編 成 ・ ラ ベン ダー 編成 @JR 北 海道 
北海 道 を 代表 する 花 を イメ ー ジ し た カラ ー リ ング の は まな す 編 成 ・ 


ラベ ンダ ー 編 成 が 一 部 の 特急 列車 で 登場 。 全席 に コン セン ト が 設置 
され て いる ほか ラウ ンジ カー も 連結 され 、 充 実 し た 設備 が 魅力 だ 。 





運転 日 @ ベン ダー 編成 は 一 10 月 29 日 、 は まな す 編 成 は 11 月 16-30 
日 運転 区 間 便 JR 宗谷 本 線 札幌 旭川 一 稚内 間 。 一 部 指定 席 ね だ 
ん @ 運 賃 7920 円 指定 席 特急 券 3170 円 (札幌 一 稚内 韻 ) 発売 箇所 人 @ 
JR の 主 な 駅 、 主 な 旅行 
会 社 問い 合わ せ 人 JR 北 
海道 電話 案内 セン ター な 
011・222・7111 


鮮やか な 紫色 が 映え る 
ラベ ンダ ー 編 成 は 5 月 
に デビ ピュ ー し た ば か り 
写真 JR 北海 道 


島 左 地元 の 人 気 店 が プロ デュ ー ス する スイ ー 


ヶ 起 ツ は 絶品 (10 月 の スイ ー ツ の 一 例 ) 。 下 区 


島 駅 付近 一 猪苗代 駅 間 で は 盤 和 山 の 雄姿 が ! 
列車 内 で 本 挫 ス イー ッ に 舌鼓 


フル ー テ ィ ア ふく し ま 
人 筐 JR 東 日 本 写真 JR 東日本 
フル ー ツ 王国 ・ 福 島 の 特性 を 生か し 、 旬 の 果物 を ふん だ ん に 使っ た 
オリ ジ ナ ルス イー ツ が 味わえ る 。 大 き な カ ウン ター や ソフ ァ 席 を 配 
し た 車内 は 本 物 の カフ ェ の よう 。 流れ ゆく 南東 北 の 折 色 に も 和 む 














運転 日 人 原則 士 ・ 日 曜 運転 区 間 @10.11 月 は JH 遥 越 西 線 郡山 一 喜 
多 方 間 、12 一 3 月 は JR 東北 本 線 郡山 一 仙台 間 。 全 車 旅行 商品 で 発 
売 ね だ ん @5700 円 (郡山 一 喜多 方 問 ) 発売 箇所 る びゅう ブ ラ ザ 、 
びゅ う 予 約 セ ンタ ー、 び ぴゅ う オ ン ラ イン 予約 問い 合わ せ @ び ゅ う 
予約 セン ター 東京 全 03-3843-2001 


⑩ 尾 市 出身 の 世界 的 バ パティシエ ・ 計 ロ 捕 稀 氏 が 監 人 す る スイ ー ツ 
ちり ば め た ギャ ラリ ー の よう な 車内 
@ 日 本 の 原 必 景 と も 呼べ る 田 還 地帯 や 海 沿 い を の ん びり と 走る 


@ 能 登 の 伝統 工芸 品 





師 力 満点 の 絶景 が 次 々 と ! 

が 2 な の 

奥 出雲 お ろ ち 号 JR 西 昌 本 

ヤマ タ ノ オ ロ チ 伝 説 が 残る 木 次 線 沿線 を 爽快 に 走る トロッコ 列車 。 


三 段 式 スイ ッ チ バッ ク で 急 勾 配 を 上 る と 巨大 な 二 重 ル ー プ 橋 や 三井 
野 大 橋 の 赤い 橋脚 が 現れ る 。 令 和 5 年 度 で 運行 終了 予定 。 








運転 日 @ 1 月 23 日 の 例 日曜 * 祝 日 (0 月 18 日 1 月 22 日 は 平日 
も 運転 ) 運転 区 間 便 JH 木 次 線 木 次 一 備後 落合 間 。 全 車 指定 席 

ね だ ん 介 運 賃 1170 円 指定 席 券 530 円 ( 木 次 一 備後 落合 間 ) 発売 箇 
所 候 JH の 主 な 駅 、 主 な 旅行 会 社 問い 合わ せ 介 JR 西日本 お 客 様 セ 
ンタ ー な 0570・00・2486 






客車 2 両 を ディ ー ゼ ル 
機関 車 が 引っ 張り 、 険 
し い 山 中 を 進ん を で いく 


Yー ざ 漂 洗 め 
員 さ 所 の 弾 浴 古 六 O 抽 


写真 JR 西日本 (2 点 と も ) 


美しい 色彩 を 車体 に まとう 


藍 よ し の が わ ト ロッ コ 重 JR 四国 

名 産 の 藍染 め 「 賠 波 散 」 を モチ ー フ に し た 列車 で 、 徳 島 の 文化 や 歴史 、 
食 を 体感 で きる 。 ト ロッ コ 車両 は 柱 を な る べく 減ら し た 設計 で 開放 
大 吉 野 中 区 き 抜け る 風 を 感じ な が ら 奴 大 な 景色 を 楽し め る 。 


運転 日 一 1 1 月 28 日 の 金 一 日 曜 - 祝 日 と 1 月 の 土日 曜 運転 区 間 例 
JH 徳島 線 徳島 一 阿波 池田 間 (トロ ッ コ 乗車 区 間 は 石井 一 阿波 池田 
間 ) 。 全 車 指定 席 ね だ ん 伸 運賃 1660 円 十 指 定席 券 530 円 (徳島 一 阿 
波 池 田 間 ) 発売 箇所 介 JR の 主 な 駅 、 主 な 旅行 会 社 問い 合わ せ 候 













JR 案内 セン ター 人 0570-00-4592 
デ へ 車 司 ョ 伴 計 限 定 駅 弁 を 販売 ( 要 
才 者: 予約 ) 。 下り 便 は 阿波 尾 
衣 人 鶏 ト ロッ コ 駅 弁 1300 円 
ン う 
を く 昌 

い が 
28 

ラ 械 





能登 の 魅 旋 が た っ ぷり ! 
の と 里山 里海 号 @ の と 凌 道 


七尾 潤 に 沿っ て 能登 半島 の 内 浦 を 走り 、 世 界 農業 遺産 に 認定 
| され た 里山 里海 の 美しい 風景 を 車窓 に 映す 。 食事 付き ブラ ン 
で は スイ ー ツ や 寿司 御膳 が 味わえ 、 食 の 豊か さも 実感 で きる 。 


運転 日 @ 士 - 日 曜 : 祝 日 運転 区 間 全 の と 鉄道 七尾 一 穴水 問 。 
全車 指定 席 ね だ ん 急 運 賃 850 円 (七尾 一 穴水 間 ) 十 乗車 整理 
券 500 円 飲食 付き を ブラ ン (スイ ー ツ セッ ト 1530 円 、 寿 司 御 
膳 セ ッ ト 2550 円 。 要 予 約 ) 発売 細 所 人 穴水 駅 、 電 話 ほ か 問 
い 合 わせ 人 の と 鉄道 観光 列車 予約 セン ター 人 0768・52・2300 





乗る だ け で ハッ ピー な 気分 に 

めで た いで ん し や 島 責 海 電鉄 

加太 線 の 名 物 で ある 鯛 を イメ ー ジ し た 電車 で 、 ピ ンク 、 水 色 、 赤 に 
続き 、9 月 に 黒色 の 「 め で た いで ん し ゃ か し ら 」 が デビ ュー。 遊び 
心 を 詰め 込ん だ 車内 イン テリ ア に 元気 が わら える こと 間違い な し ! 


運 則 @ 和 日 運転 区 間 人 の 
南海 電鉄 加太 線 和歌 山 市 
一 加太 間 。 全 車 自由 席 ね 
だ ん 人 運賃 340 円 (和歌 山 
市 一 加太 間 ) 問い 合わ せ 
人 @ 南 海 テレ ホン セン ター な 
06・6643・1005 





上 音楽 や 宝 、 冒 険 の モチ ー フ を あ 
し ら っ た 車内 に は 楽し い 仕掛 けが 満 
載 。 左 各 車両 の 運行 ダイ ヤ は ホー 
ムペ ー ジ を チェ ッ ク 





SL 全盛 期 の 却 囲 気 を 味わえ る 


SL 「 や まぐ ち 」 号 @JR 西 昌 本 
西の京 の 栄華 を 伝え る 山口 や 山陰 の 小 京都 ・ 津 和 野 な ど 、 歴 史 藤 る 
治 線 を 約 2 時 間 か け て 運行 = 昭和 初期 の 旧型 客車 を 復刻 し た 車内 は 

5 いい 、 タイ ム トリ プレ し た よう な 気分 に 。 







運転 10 月 23 日 12 月 19 日 の 土 日 曜 運転 区 問 旬 JR 山口 線 新 
山口 ー 津 和 野 間 。 全 車 指定 席 ね だ ん 仙 運 賃 1170 円 指 定席 券 530 
円 (新山 ロー 津和野 間 ) 
発売 個所 介 JR の 主 な 
駅 、 主 な 旅行 会 社 問 
い 合 わせ 介 JR 西 日 本 『 さ 
お 客 様 セ ンタ ー 全 057 | 

0-00・2486 


検査 ・ 修 繕 中 の C57 に 
代わ り 、 今 年 度 は D51 
が 列車 を 牽引 する 


写真 JR 西日本 
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ミニ 
秋 か ら 冬 の 金沢 を 体感 
旬 の 味覚 と 伝統 の 美 に ふれ る 旅 

ビン 


青い タグ は 加 能 ガ ニ の 証 。 身 は し っ と り と 甘く 、 味 喝 は 江 厚 ! 


取材 ・ 文 ・ 撮 影 = 鈴木 健太 60 


右 /「 牛 すじ や 大 根 に 生 壮 味 噌 を 塗る の も 


ke る の は | 
村人 だ / ウチ の 特徴 」 と 3 代目 の 青木 幹夫 さん 
約 2 左 / お で ん 鍋 で 10 分 ほど 茹で る 緩 面 は 時 
こ ペ ーー ご ノ 価 で 2000 円 和 度 





「 初 代 か ら 注ぎ 足し の つゆ は 利尻 昆布 と 削り 節 で 出汁 を と り 、 醤 油 で 
味つけ 。 関 東風 と 関西 風 の い いと こ ど り や ね | と 3 代目 。11 月 上 旬 か 
ら 登場 の 蟹 面 の ほか 、 バ イ 只 900 円 、 車 次 200 円 な ど 、 金 沢 ら し い お 
で ん 種 が 盛り だ くさ ん 。 坦 全 076・231・1018。16:00 一 21:00 (な く 
な り 次 第 終了 )、 日 曜 祝 日 休 。 石川 県 金沢 市 片町 1-3-29。 北陸 新 幹 
線 人 金沢 駅 か ら バ ス 10 分 の 香林坊 下車 、 徒 歩 3 分 








4 
は 抽 
映り イ 
は 2 
兼太 園 
延 宝 4 年 (1676) に 加賀 落 5 代 当主 ・ 前 田 綱紀 が 別荘 を 建て 、 周 





り を 庭園 化し た の が は じ ま り 。 広 い 敷地 に 第 山 、 池 、 茶 屋 な ど 
が 点 在 し 、 散 策 す れ ば 多様 な 美しい 景観 が 目 を 和 ま せる 。 四季 
レコ われ る ライ ト ア ッ プ の 時 間 帯 は 、 入 園 が # @ 
谷 076-234・3800。 7:00 一 18:00 (10 月 16 日 一 2 月 2 日 は 
00 一 17:00。 「 秋 の 段 ] は 11 月 6 一 28 日 の 17:30 一 20-45)、 無 
休 。 320 円 。 石 川 県 金沢 市 兼 六 町 1。 北陸 新幹線 金沢 駅 か ら パ 
ス 15 分 の 兼 六 園 下 

















時 布 験 食 コ ミ リ 
生き 身 SE 会 材 利 ん 地 を 
26208KieMtet 
憶 た M く る 
作 を を (を 存 出 統 風 
よ し の 引 利 引 で 汁 の 普 
し た る 面 2 メス 尻 き 穫 へ 食 が 
! 襲 内 も ス 立 胃 の 文 あ 
面 登 `11 礁 た 感 思 花 る 
は を 場 香 月 た JO 9) を し ん 
い 甲 2 箱 ぼ 上 花 る ある 大 で 
金 浴 プ ガ 句 が の る 深 接 す 
沢 に チ ニ ( ッ が 測 に に よ 
の 詰 プ を 12 ォ - 金 - サ 一 チー* 
地 め チ 使 月 で 羽 を る 
酒 。 の っ トド し 本 Pe 本 ] 谷 
・ 脚 外 : た 旬 っ 体 へ ロ 
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近江 町 市 場 

鮮魚 、 青 果 、 精 肉 店 か ら 飲食 店 まで 、 約 170 も の 店 が 軒 を 連ね る 。 対面 販売 の 
店 が 多く 、 お すす め レ シ ピ な ど 売 り 手 ・ 買 い 手 の 活気 ある や り 取り が 交 力 。 外 
合 076-231-1462。 9.00 一 17:O0、 無休 (店 舗 に より 異な る )。 和 石川 県 金沢 市 
- 拒 T 町 50。 北陸 新幹線 金沢 駅 か ら バ ス 3 分 の 武蔵 ヶ 辻 - 近 江 町 市 場 下車 すぐ 
反町 市 二 ツ アー& 語 理 価 革 代 地元 の 料理 研究 家 と 市 場 を 回 り 、 カ ニ や ブリ な 
どの 冬 の 味覚 を 一 緒 に 調理 し 味わえ る 。 佐 080-3396-8487( こ は く )。11 月 
20-21-27-28 日 、12 月 18・19 日 、1 月 15-29 日 、2 月 12・26 日 の 10:00 ==。。 
ー13.00( 前 日 の 1200 ま で に 要 予 約 )、9850 円 (1 一 2 月 の 特別 W 
料金 )。 近江 町 市 場 入り口 の ミス ター ドー ナツ 前 に 集合 


大 口 水産 ほか 鮮魚 店 は 約 20 軒 。 市 較 
場 全体 が アー ケー ド に な っ て いる 






体験 で は 青果 店 で 野菜 の 説明 も (写真 下 )。 冬 
は 加賀 れん こん な ど が 旬 を 迎え る 。 市場 見 学 
後 は 町 家 に 移動 。 指導 の も と 調理 し て 実 食 ! 








を 月 ぶ や 
送 後 絵 皿 
うに 付 な 
を 内 け ど 
体 か 
ュ れ ら 
ーー る 角 四 
に を 
吉田 屋 コ ー ヒ ー カ ッ プ へ \ 
9350 円 、 釜 袖 手 鉄 仁 ず / る あっ 
ワ ィ ング ラス 6600 円 克 の ぇ Sa | 
な ど の 幸 だ ル ア 
2 を い ) 
九谷 光 仙 人 葵 テン 


ーー 
創業 は 明治 3 年 (1870)。 ろ くろ で 一 か ら 形 成 し て 手 作 業 で 絵付 けし 、 新 宗 で 焼く 
と いう 昔ながら の 方 法 に こだわ る 。 ギャラリー ショッ プ を 併設 する ほか 、 職 人 の 
指導 に よる ろく うろ 体験 (2 日 前 まで に 要 予 約 ) や 絵付 け 体験 も 人 気 。 嘩 信 076.241・ 
0902。 9:00 一 17:00、 無休 。 絵付 け 体験 は 1320 円 一 ( 要 予 約 、 送料 は 別途 )。 石 









川 県 金沢 市 野 町 5-3-3。 北 陸 新 幹線 金沢 駅 か ら パ ス 17 分 の 野 町 下車 、 徒 歩 5 分 
ど ご < 人体 デ ン 9 さき 毎 る も fm 規 へ 市 
と 一 験 り リ 加 ド cm な # の 買 プ 模 移 場 今 
を 金 の で 能 化 以 か "1 は え ロ な 転 “年 
願 沢 案 お あ が し 上 で 各 月 大 # る の 小 し 昭 い 
い に 内 る ニ て の も 鮮 6 ロロ の 料 売 た 和 開 

は 人 "売る も オォ 魚 水 が 理 りこ 41 設 
娘娘 で 近 丸 り の ス 店 に 導 人 専 と 年 3 
の の あぁ 江 避 出 は の が の こ が 門 で に 0O 
春 旦 る 町 を エー ズ 埋 専 の 買 の ` 錦 %0O 
ぎ 那 谷 市 な C 加 * り 色 務 刺 う 征 会 」 年 
先 さ 口 場 よ 前 に - 場 食 場 国仲 を 
こん 直 ツ ま ガ で 上 楽 方 計 の 材 と で 包 迎 
出 が 子 ア の ユニ いま = ネ 魅 を な も の ぇ 
世 用 きま 1 味 て 時 人 漁 人 復 カ ー ジ 良 店 た 
魚 世 ん & 飼 と 雑 本 で し が 和 
の すい 媒 芸 プ 幅 % 語 の ぃ 場 江 
プ る わ ゎ 理 人 へ ラ が s 語 人 大 外 町 








上 明治 時 代 委 の 元 料 
亭 を 改装 し た 店 舗 ーー 


を 水引 作り 体験 で は / な 
基本 の あわ じ 結 び ( 写 37 
真 を 教わり 、 形 を 作っ デラ セル 

MX ム ム プ 


wu の 2 


平岡 結納 千 
45 年 前 に 創業 し 、 こ れ ま で 8000 件 以上 の 結納 に 関わ っ て きた 。 


「 現 在 は 
か わい らし い 水 引 を 使っ た 「 か わ ゆ い の う 』 と いう コン バク ト な 結納 も 提 
案 し て いま す 」 と 店 主 。 伝統 工芸 で ある 水引 を 使っ た イヤ リン グ や ブロ ー 
チ 作 り 体 験 も 好評 だ 。 代 信 076-231-6770。 10:00 一 16:00、 火 曜 休 。 
水引 作り 体験 は 2500 円 一 。 石川 県 金沢 市 尾山 町 10-11。 北 陸 新 幹線 金 


沢 駅 か ら バ ス 7 分 の 南町 ・ 尾 山神 社 下車 、 徒 歩 2 分 


em 


金沢 芸 城 の ほん も の の 芸 に ふれ る 旅 









































福光 屋 
直営 店 で は 金沢 市 限定 の 加 交 芝山 春 純 
米 吟 醸 1650 円 や 蔵元 限定 の 純 米 大 
吟 本 金澤 3630 円 ( 各 720m/) な どの 限定 
酒 も 扱い 、 土 産 探し に も っ て こい 。 酒 
蔵 見 学 の 員 き 酒 コ ー ス で は 酒造 り に 関 
する 映像 鑑賞 の ほか 、3 種 の 酒 を 試飲 で 
きる 。 媒 会 076-223-1117。 
17.00、 無休 。 き 酒 コ ー ズ 
は 550 円 (一 日 2 回 、 前 日 まで に 
古 則 金沢 市 2.8-3。 北陸 新幹線 全 
沢 駅 か ら バス 14 分 の 小立野 下車 すぐ 




















右 / 見 学 で は 一 年 を 通し て 約 17 度 に 保 た れる 仕込 み 水 も 飲め る 
友 純 米 大 吟醸 多 澤 や 長野 県 木島 平 村 の 幻 の 酒 米 で 仕込 む 講 と 稔 金紋 
錦 な ど を 試飲 で きる 、 呆 き 酒 コー スペ ー シ ッ ク 


ドー Surrrriaruri25C7G224 





















9 る 酒蔵 億 設 の 直営 店 。 
落 政 時 代 か ら 伝統 の お 座敷 芸 が 受け継が れる 、 金 沢 の 各 茶屋 街 。 本 米 の 発 酵 液 や 酵母 
来 は 一 見 さん お 断り だ が 、 こ ちら に 参加 すれ ば 、 芸 の 解説 と と も に を 使っ た 化粧 品 
踊り や 三味 株 、 唄 、 お 座敷 大 讐 な ど を 披露 し て も ら える (演目 は 茶屋 スイ ー ツ も 人 気 
に より 変わ る )。 介 076.232・5555 (金沢 市 観光 協 会)。 令 和 4 征 3 
月 26 日 まで の 指定 の 圭 
曜 の 1300 一 14:00 頃 、 っ ぇ 基 作 沢 伝 屋 る 伏 と 6 
| 5000 円 。 会 場 は ひ が と て 本 し ら 統 金 の た 流 腰 2 こ 
し 茶屋 街 、 に し 茶屋 街 、 いも の て し 工 沢 旨 め 水 を 5 の 
主計 町 茶屋 街 の 各 お 茶 うら 結 いい 芸 に い “と 据 一 黒 
屋 。 北陸 新 和 線 金沢 駅 に だ た る の まま 旧 ミ で を 利 放 
に だ っ 二 ト EE を 
か ら パ ス 7 分 の 橋場 町 で を 攻 6 を の ネ 之 で の の 本 
下車 (ひがし 茶屋 針 ) 儀 も 使 の ら “えん 汰 は 福 
袋 り うぅ う 技 と 平 ぜ て 豊 地 区 2 の 
の に 制 が 立 則 ひき 党 内 還 屋 * が 
次 紺 人 必 体 入 体 た な の 山 ※* い 
封 を 体 要 的 納 ? 感 の 中 井 の 創 寛 
形 首 験 な な 千 * し た 硬 戸 当 業 水 
だす で 水 水 を で た 水 に 解 地 2 
ゃ と は 引 絢 は い が 湧 け に 年 
いい だ を の 福 き 水 ず つ 
あ 教 が 制 金 が 光 出 が っ 1 
強 雪 で の 力 は 
か 国 絵 音 利 串 九 伝 
っ に 付か 剛 # い 谷 統 
た 暮 け ら 光 色 光 : 
の ら を 九 一 合 仙 直 
Ye だ す 施 谷 郎 い 窯 * 
、 ア クセ ス & と 人 人 し 五 = き に 
イン フォ メー ショ ン 思 々 て 末 和 んんっ つっ ギ 
ーー マニー ンー 生 久 本 業 ま き 。 
@ ア クセ ス す る ーー ラ 
語 北 陸 新 幹線 金沢 駅 下車 こ 馬 必 表 答 1 作 
公 北 陸 邊 動車 道人 沢 礎 本 IC・ へ ゃ 色 え と に り 
例 沢 西 IC じ から 各所 へ の 真 の (と い 並 続 
@ 所 光 の 問い 合わ せ 欲 つ 絵 人 5 ぶ け 
合 076-232-5555 求 白 の だ 代 器 る 
( 全 沢 市 観光 箇 会 ) が な 具 < 目 の の 
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庄 き ゴ 人 k9 K 
AN で ヘー ツジ” ご 選 n ロ ー 
と 縄 京 堂 っ K AN 宙 塵 宗 
Q つ 7 寺村 詳 ら 光 コソ 幼 ほ 
に IN 放 ーー ルー 
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に た - に と っ 

介 ら に ・mーci・caoー 一 


屋 *@ 玉 ふ < と マウ ー や 鈴 祥 


10 月 中 一 下旬 は 紅葉 が 見 頃 に 。 赤 城 自然 琴 が 貸し 出す e-bike( 電 動 ア 


シス ト 付 き 自転 車 。2 時 間 2000 円 一 ) で めぐ る の も お すす め 


宙 @ ら 下 (ボボ 狗 らら 30 


さと その ー お て ふき K ふ へ 
ユー ゼ 岩 宮 
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や 堪 掴 豆 密 民 


弓 束 中 ロ で キミ ミー ふ 
ーー に ベー に こ に 
生 ロ て で キミ スー へ キキ へ K 
年 ー も 4 に - も 3 
に 細 凍 まめ ルト に ドー ドコ 
案 穴 で マビ 層 正 wS 区 
ぐ 直 こつ 接 父 泥 2 叉 絵 還 宏 篤 
次 経 " 吉 王 容 要 "wl 
ォ ー ビ 守 洪 現 四宮 避 営 いく 
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6 つら ーー の いら eo・ 一 の の の 
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9 一 11 階 は 木造 フロ ア の 客室 。 木 に 囲ま れ 
た ペッ ドス ペー ス が 落ち 着く 


由 民 撤 罰 組 
ロロ ー ト ミ 


交 様 忠 く 四 民 


で は 玉 陣 引 濾 央 腔 で 守 守 で 
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部 人 いひ ロマ ル 所 公 症 N「 陣 
汗 渡 = トーー ト トー<」 へ 選 
罰 い や ズル ENG 王 4K う 
NE に Cc に だ ここ で コ 
医 洲 思 ⑳ 人 出 「 和 キト ドー 
キト ドー"」 8 く R 幸 K 具 
や ホー トビ つ や 定量 茹 (S7 や 
BA ヘー 部 選 づ つ " トーー 
りき づつ ツ キト ー ぐ 所 十 ぬ 思 
NE 
くそ さこ で いま ここ 
民 二 隊 夫 編 ら 得 還 選 " 

っ ー ト に eo・ 叶 ocoeo 民 
ご ー デ 蘭 略 ぶ 豚 了 の o 
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トド へ RSK 公 時 に 革 
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汗 介 己 ⑱ つ コレ て INK て 9 
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まで ASK K※ 澤 
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で 人 部 土 幼 ソ 「 手 恥 | や ー 電 
頻 プ つる 以 恒 戦局 環 生 記 49 欄 
ー」 の 弁 趣 " 

介 ら ー の に ・ 放 No 


( 避 層 明 事 御 款 ) 


も 大 ヒッ ト 漫 画 の 世界 が 広がっ て 


いる の で 、 乗 車 し て 確か め た い 


車内 





※ 掲 載 情 報 は 令 和 3 年 9 月 28 日 時 上 





1! いて 謗 員 和 岩 牙 様 


リャ 


田 叫 民 愉 時 
ED ココ 


財団 王 ぐ AH に や 回 編 
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ギル モ ぐ 次 選 ロ AS ベロ 
ロレ ぎ つる] ざる 岳 る 
仙 け NSR Sn9? 舞 居 ・ 洋 
澤 KYーK ツ 層 / 各 演 司 列 
吉祥 り 歯 拉 国 束 記憶 
SI ドー 対 BBYU 向 軸 は ・ 
翌 根 " RNIKYーK ツ 宮下 
欄 ぐ 歯 様 和 暗 で 県 直 中 へ 
ー ル シル K ャ ー 和 ト の 演 -RAGT 
AN マツ AN か ネー ミ 光 NOh 
PE ke: さく だ PO YOM 
らい o ら ・ さ ・ー の ーー 
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3 に た に WE コリ 
居 wete 症 中 


択 畠 忠 天宝 選 


に に つも に だ ぶ こ 1 
ニャ ュー ぶさ いよ 4 
世 S 属 雲 計 軌 培地 置 拍 ” 
尿 過 エー 年 中 で 時 ー 当 呈 は 
難 涯 S 世 き 記 ⑱ つ 叉 「 交 守 
明科 六 福家 ] 衝 要 庄や ye 世 


埋 則 RN RNA MSNG る 7 


呈 八 や 山下 * | 用 和 言い 
つぐ ざー ツ 詩 筐 ぐ 鞭 ・ 直 中 ぐ 
皇 B 員 軍 ン 区 和 S 氷 や で 系 半 
問 ツ "ベス 吊 つき ーー に に 症 晴 色 
届 KwSte? 宮 量 ′ 室 宗 
の ホ ー ト セブ や 症 時 の 
さり 
つ 妥 咲 め 和 稚 コ の 簡 kT 

6 っ oo・ 忌 ・ ら ら ーー 

園 の 散 紀 ホー に 僅 略 皿 宮 
さ c 外 

















第 一 部 公募 部 門 大 賞 * 田 中 陽子 「 影 華 」。 
陶器 と は 思え な い 花 弁 の 質感 が 見 事 





に トー で さい) 


コリ ささ ゃ っ 


拉 G ^ 十 上 、 
まま : 


間 由 写 で 写 相 和 の 時 | 弄 
装 下 詩 境 つ レ タ ro 更 谷 ント 
S 家 っ 「HKQ ら mー] 天 臣 
召 王 "トー テー 刺 皇 痢 ・ 邊 
叶 笛 ” 幸 逢 ・ 幸 ギー トー ュ 
KS 己 級 記 ぐ Np へ NN さる 
コ ” 密 定 世 和 きぐ 候 司 祥 畔 めで 
に に に だ ポー トー に 
補選 SQ” 筆 幸 " 筐 年 世 
寿 能 補 寺 の 2 京 財 TS で 
シヤ 3 ぐ 塞 弄 ・ 宝 寺 乱 演 ジ ッッ 
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っ oo の ・oeoo ト に ・Q に ざす 
1 に) 

男 ー に 較 札 < 器 ( ト 
ーー て 早 K き 束 ご 式 骸 ) 固 ト 
ーー ィ 直 幼く KK ホーー ゥ oo 針 
( 選 幸 料 販 せ 剛 謀 ) 


作 陶 の 際 の 削り 土 を 集め て 作る 土 人 形 の 
ワー クシ ョ ッ プ も 10 月 16・17 日 に 開催 


くみ SN 旭 枯 つね 
堅 玉出 過 虹 


由 弱 臣 間 般 選 


Pr 


特有 吉 軍 何 天 欄 未 選べ 持 
PS ぐ 下 臣 民 直 人 選 宗 選 
絞 半 寄 ・ 革 人 S で 日 世 全 の 
ー エ [補償 リッ ー テ で 
守 2 で 曲 了 | マコ ジュ 4 
ー ト ミネ ボート A" トト AA 
る さく 
に に よる 2 
S ぐ 堅 ツー テー ( 剖 額 ) 
日 補 ぐ 東 赴 < く ホ ッ ト ネル ッ ー 
て ぐ 往 超 ・ 租 SW 勾 送 賞 ツ 
0 球 填 ネト ー (会 藻 守 貞 ) 
宙 ] 記 ど 議 回 部 思 * < く ホ ント 
負う つ ン 近 つ So 慢 吉 " 
っ さ の の ・8・ー の eco 
男 の 地 紀 ホ ー に 代 ( 十 ・ ロ 唱 ・ 
団 可 な ー 表 ) 困 瞭 を 
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チ を 間近 で 観察 で きる 


H さ つい ふ ・ ド ー ミ 6 
所 四 里 投 思 


壌 層 暴 拓 田 介 凶 


11 信 HHENTK・S "トド 
AN や ヤ や AA ヘー 中 ピコ 世代 
折半 さ て の 代 負 あつ | S 赴 
志 H っ こさ ヘ ・ ド ーRG 虹 9S 
つの 人 ト 只 や へ の 慰 選 陣 写 講 慢 
吾 ・PLAYIPARK ERIC CI 
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夫 色 映ら て の" トー ヘ 
Sm FN の 攻 趣 中 人 
眉 https://Www.playec.jp/ 





館内 イメ ー ジ 。 遊び や 学び を 通じ て 子ども 
ち が 成 長 で きる よう 工夫 され て いる 
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に 生 に 3 志 NEEECSCES で も 
さ 「W 呈 で へ へ で ミ さ | SG 電 利 
更 人 っ 講 四 1 ぐ 対 疫 親 " 
の リ 選 装い 羽 守 思 王 入 で へ 
ペ ャ ミッ リー ハト SG 活 の 
思 詞 ⑱ つ / 四 財 蘭 「 弓 
詞 胃 つゆ 朱 そ で へ ヘマ ミッ リー 
ふ ト さ 」 涯 中 で 滞 ー ヨ モニ 
や の 誤 圭 王 " 規 束 %・ 活 標記 
皿 要 篤 問 誠志 臣 注 ぐー 
ふ 宮 超 芝 Gn ふ ヤ ト ー で ント 
RYR 富 ofV ぐ 窓 昭 %K 
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1ー パ SO 張 つり 紙 震 ら 江 or : 


介 ら ゅ に: 守 ・ の ー ら ー 


男 ゅ ー に 必 豚 ( 宗 mG 

















柱 誤 じ 尽 得 四 下 w 
で る JIN マ テト RTN 
環 臣 忠 窟 只 選 








民 揚 貯 ぐ 尋 瓶 時 ぐ 赤 国 基 
仁和 洲 中 ぐ 拒 泊 路 県 ツ 
昌 現 ぐ 以 緩 か マー トド トト セ 富 
/ 棚 給 志和 の ぐ 写 ぐ n 
必 常 えーA WANHA HANー 
リー いさ ro か 
宮 注 性 問 呈 " 訓 半 色 訓 
つ 祥 愉 入 応 加 天 尽 mS ボ N 
か 1 や 員 ユ 旭 販 衝 表せ 場 " 
中 天 宗 所 朗 捧 
代 で や 無 倍 G 和 SS 下記 「 ン 
つべ RBSSSAT へ AN 物 
で ペー ジコ ツレ アト キーK 半 ドー 








に だ だく びー こと A そこ のせ まこ 
タス 
っ ら ope・C・ の らら ー 


( 守 只 隊 求 正 K 六 GK 下 愉 ) 








吉 4m せ 賠 時 凸 ) 固 oーo 外 














上 ピ ー く 基 國民 HK 降 肉 宮 

















@Yuna Iwase 


ジア ム 








藤森 照信 さん と 、 後 ろ は 多治見 市 モイ 


クタ イル ミ 





ラ の 


※ 掲 載 情 報 は 令 和 3 年 9 月 28 晶 
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京都 芸術 大 学 の 学生 が 製作 し た クジ 








Foan 


連 細 聞 谷 妊 提 つ 上 
鮮 男 近 上 G 嘩 


装 骸 忠 陣 殖 人 E 


選 記 許 Se 提 連 室 宮 球 活 せ 
で 押 臣 「 電 上 " 村 G 応 ンー 臣 
団 G 販 ′ 時 温 指 四 人 各 一 ] 
衝 ロ 束 に 上 ロ 必 ジ 了 避 王 " 深 マ 
の の 時 振 / 還 SIRKE 昌 | 
ポコ 親 や 選 生 回 倫 8 思 
孔 RG 居 人民 福 ST 慈 國 ロ 必 
直 民 6 を 福 宮 否や 
の 6 徹 天 ・ 前 選 G 店 家中 
ーー ゆら IS 旦 明 狗 PS 反 
緩 民 宗 " 陸 " 邊 Q ぐ 祝 べ 名 
記章 で 7 測 ・ 商 活 ・ 羽 
ぐせ つぐ ポ 角 本 つぐ 届 限 所 
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質量 拉 伴 @ 四 裕人 当 牙 技 人 
本 明 天 宮中 深作) 





P 滑 三 泊 " 人 下 普 








揚 骨 陽 6 還 ・ 拡 ヨレ 
舞 皿 G ま 史 涯 つ * の い 


っ se 


協 昧 画 忠 目 開 世 


「 導 用 可 ぐ 弄 | マコ つ ツ 義 上 
本 に 33 が と コー ト =) い サー 
8 エー コト ロ |「 総 m 加 
三 〇 マ ロビ 医 回 四 加 」 
吾 座 ” 婁 培 半 裳 ル 江 圭 ど ぐ 
応 回 所 ぐ 党 評 ” 羽 三 S 詳 選ば 
日 四 ′ 選 引当 ぐ | 持つ 宮 





や 民 伯 定 「 赦 S 2 で 」 


問 削 補 の 信念 っ 系 媛 四 
で 1 に らく だ いた て: 
トッ に に に 


nxQ 台 届 り リコ レー ヘー ふ キ 


Mn 


で KAK ど ゼ ビ 央 到 つ コジ 
に ドー 
旬 ら の の ・Qeo・ の さら の 
( 撤 二 骨 IR 共 で 飲 E 各 忠 8) 
此 由 編 ・ 提 斬ら パ ご 貴人 Ne 


征 臣 謀 ひ tno? 


写真 は 昨年 度 開催 時 。10 月 30 日 に は JR 
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玉 刀 SIN マ と KNN 
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民 縮 世 据 縮 選 





や ヤ ぐ 健一 王 眉 宮戸 「 郵 
や ポロ 宣 で SQ 党 で 苦 守 」 や 
国対 や R 慰 その ” 
ソー 


6 ら に の -oー- に ウー の ( 拭 
軸 地 ) 痢 に 借 ー" に 堪 
中 ー" 加 穫 SQ ホ ー" 加 表 補 お 
ー (中 中 選 ) 略 ら ら 束 sm 
中 Sm 医 -IRwooo 外 (に 
地 G 回 由夏 や IN らら 
c 色 ) 


@ 鈴 木 文 人 


桂 春 院 に は 玉 漏 坊 が 手がけ た 4 つの 庭 が 
ある 。 写 真 は 侍 の 庭 





に つり 4) 
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董 coc 包 
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館内 ( 
徳島 の 伝 
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女 持 さん た ち が 作 る 


や さ し い 空間 





書 さて に の ひ 
き 2 ホホ も た と 
を 熊 ? と > ` め と 
眺 礁 と 夜 に き 
め 闘 で の も の 
し き 小 癒 
酒 続 る さま や 
が 
を さま 遇 見 素 
往 る 提 所 の め 
文 ~ " 供 と た る 
す 前 し し め 客 
心 き きろ 5 
待 ん こ 支 5 こ 
た の 化 * と 
に ち 元 で や の 
し に 気 あ は 吾 

久 て 会 で る り 返 
人 だ ち "富吉 
る に で 
部 る 行 ラ 場 ゃ 
評 サル は あぁ 
に る 人 等 る 
直 晶 女 ぁ ら の 
を 将 べ だ 


や 訪 ま 居 避 細 議 中 入 OK 玉 O 


女 盛ん と 況 よさ 
た り の 本 し の 35 
ち す と 書 て 父 に 
082 
酒 り 
還 い 旧 合 み 8 
曲 ば は 女 く さめ ら を え を 
折 か 将 る を て る 
の り さ 店 痛 そ と が 
人 12 ん は 感 の ` 
生 軒 が ヶ す 居 こ 
で も る 電 表 
* 彼 り 9 ト “所 状 
れ 由 AE 5 
ば で 感 寺 持た 
N YS WS 
そ 酒 り 以 ん と 
らい 場 ス えた だ なみ 思 
く 誠 衝 人 e め 
らち “は が ご の 以 
MR 厳 高 上 
人 だ し い 量 ぐに 
と We EN な 
人 要 い る 酒 こ 
の て 請 う 場 ん 
距 が 理 に 全 
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か yh 


る 中 Sow 添 記 
に かい 拓 YYe、 半 まい ] 


$ 作 


大 


操っ 吾 2 餅 各 品 記 


旅 に 出かけ る 前 に 、 出 か けた 後に 





ま 人 A 二 只 呈 和み の 宝生 滅 玖 」 














ご 計上 史 べべ ペー 


ド 


に 3 


山本 真由 美 著 
ちく ま 文 庫 
990 円 文庫 判 


六 運 ③ 





女将 さん 酒場 








妻 ソ ー ダ の 東京 絵日記 





1540 円 


四 六 判 


大 人 気 ド ラマ 「 孤 独 の グル メ ] 
の 原作 者 に よる 東京 の 町 と 食 と 
酒 を 綴っ た 大 人 の エッ セイ 。 お 
店 で 旨い 酒 と 着 を 楽し むと いう 
こと も まま な ら な く な っ て し ま 
っ た 昨今 、 本 書 を 読み な が ら 、 
著者 と 一 緒 に 飲ん で いる 気分 で 
晩 醒 を する と いう の も いい か も 
し れ な い 。「 う まく て まず い !」 
な ど 、 久 住 ワ ー ル ド 全 開 の 筆致 
も 健在 だ 。 





2 人 の 男 が 仏像 を 変え た 
運慶 と 快 鹿 。 


ペン 編集 部 王 編 
CCC メ ディ アハ ウス 1980 円 /A5 判 


修学 旅行 で 東大 寺 を 訪れ た と 
き 、 南 大 門 で 出迎え る 2 体 の 金 
剛力 士 像 の 迫力 に 思わ ず 育 筋 が 
ビン と 伸び た の を 鮮明 に 覚え て 
いる 。 こ の 金剛 力士 像 に 関し て 
は 、 昭 和 63 年 の 解体 修理 で 判 
明 し た こと な ども 詳説 され て お 
り 、80O 年 以上 も 前 の 匠 の 技 に 
感 喋 する 。 運慶 と 快 度 、2 人 の 
天才 仏 師 が 造っ た 仏像 に 会 い に 
出かけ て みた い 。 


る 











季節 を 楽し む 大 人 の 電車 旅 
「 旅 と 鉄道 編集 部 = 編 

夫 夢 人 

1650 円 - A5 判 


電車 旅 " 100% 楽 し みた い 、 
大 人 女子 の た め の 本 | が テー マ 。 
桜の トン ネル や 、 茶 の 花 の 黄色 
い 壮 箕 、 鏡 纏 に 染まる 山々 。 そ 
ん な 四季 の 絶景 の 中 を 列車 が 
け 抜 ける 。 鉄道 写真 家 ・ 中 井 縛 
也 氏 の フォ ト エッ セイ や " 花 鉄 
の た め の 全 国 の 鉄道 X 花 スポ ッ 
ト 、 鉄 道 パ ワー スポ ッ ト な ど 、 
大 人 の 鉄道 旅 に 役立つ 情報 も 盛 
り だ くさ ん 。 









御船 印 で めぐ る 全国 の 
魅力 的 な 船旅 


地球 の 歩き 方 編集 室 王 編著 
学研 プラ ス 1650 円 A5 変 型 判 


360 度 の 大 海原 、 心地 よい 揺れ 、 
雄大 な 景色 、 港 が 見 えた と き の 
高揚 感 。 そ ん な 船旅 の 魅力 に 新 
た な 楽し み が 加わ り そ うだ 。 各 
船 会 社 が 趣向 を 凝ら し た “御船 
印 " で ある 。 水彩 画風 ポッ プ 
な イラ スト 入り な ど 、 御 船 印 の 
世界 は な ん と も 奥深 い 。 も ちろ 
ん 船内 や 島 で の 楽し み 方 、 イ ベ 
ント 、 グ ル メ 案内 も あり 、 読 む 
だ け で も 船旅 気分 が 味わえ る 。 
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旅 の 手帖 M00K 


ぶ <@⑥ 舞 括 届 更 NS 公 ・ 
IN ユー ロロ 回 衝 必 NG 工 財 称 舞 ソン 





土 当 ユン きい 三 天 角 [ニュ ー ツ 直人 る コタ 富 肖 穴 つ 
コッ 了 具 や 提 だ コ 時 性 G 由 | NRINNP 宇和 下 ドー 
巡 直 さて で さ 電 辻 キー ペー : KU る 佑 憶 則夫 直ぐ や シタ 

K ネ ー ト ・N タ ネー" MS 組 | RG 民 江 近世 シ ロン で 台 
の 0 | 謀 紀 各 屋 Sa で Rb 
半 EwmRW 下 澤 旬 二 2" 納  | 下 恨 科 人 hp 后 や や らら る 5 
OW 叉 曲 硫 球 暗 田 党 [ 。 コ ュ ーー 感 要 GR (中 

時 内 呈 G 稼 つろ 可 吉 の 疾 穫 ) 半 沼 年 ド ーS K 才 叶 
ドー nn 和 。 誤 剛 弄 ツ AG 

寺井 栖 ら 投 攻 P 誠 | 更 補 人 S 屋 半 寺 か ロ マ 
中 力 当年 選 (松島 誠 7 5 拉 GS まさ 
て へ ) 3 人 ro 呈 。 末 人 選 避 寺 < ぐ 人 党 つ 台 年 レポ ュー ぐ 宇 H 久 明 
虹 つ KG 容 ( 議 導 ) 守 ro? な 人 
人 ( 還 生 wt 抽 ) 沼 ロ ン | Ns 一 計ら S に Ne ミー りき さい 
で の 長 QWSro SA 科 所 倍 ween・ と マミ ー に 介 \ 直 : 


テイ メン ト 、 ス ター キ 


ャ ッ ト 


川 麻衣 . 佐藤 隆太 、 田 
中 儀 介 。 小 林 き な 子 、 


有 福 正志 、 竹内 カ 、 西 


出演 森崎 ウィ ン 、 深 
村 ま さ 彦 ほか 


10 月 1 日 より 全国 公開 
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信 滋 司 か 9 ポ 恨 ず 押 鶴 案 
SnA 宙 其 や ぐ 染 7 邊 計 
岩 。 回 2 は G 玉 宮本 る 宙 
巡 や ピク べく 抱 紅 関 の 
JNN” 織 ローK セ 坪 所 
の 宮 究 や ト ュ ーG 導 器 め マ 
半 さ A へ 移民 K テ ー ネ ホー 
ツジ 湯 閣 交 SRNKyber や ST 
か ュー 和 半 の 要 の 玉 う 7 
人 いり 
地 慌 ど 謀 9 で 20 の ずり 
に 光導 に っ くだ を うい まう と) 
8 ュー 守 鶴 宇 ビー 
喜 送 る 拉 つ ツー の 控 軒 つ 
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information 


武士 を テー マ と し た 絵画 や 工芸 品 を 展示 
The SAMURAI 展 


神奈 川上 条 根 町 の 岡田 美術 館 は 令 和 
4 年 2 月 7 日 まで 、 特 別 展 「The SA 
MURAI 一 サム ライ と 美 の 世界 一 
を 開催 中 。17 世 紀 に 描か れ た 『 平 家 
物語 図 記 や 、19 世 紀 前 半 に 六 艇 
北 術 が 描い た 『 提 党 夜 討 図 』 ほ か 、 

武士 を 描い た 改 風 や 絵画 を は じ め 、 

没後 180 年 と な る 流 巡 宮山 、 歌 川 ( 安 
了 ) 広重 と いっ た 武 二 階級 の 画家 の 
作品 な ど 、 侍 に 関す る 約 30 件 が 展示 
され る 。 会 期中 は 学芸 員 の ギャ ラリ 
ー ト ー ク も 。9:00 一 17:00、 無 休 。28 
00 円 。 人 0460・87・3931 


「 人 戦 居 風 (分 分 ) 
横山 一 江戸 時 代 初 16 一 17 世 紀 
周 田 美術 館 吉 


information 


創業 100 周 年 の 老舗 の 看板 商品 
献上 銘菓 ・ 利 休 さ ん 


今年 11 月 に 創業 100 周 年 を 迎え る 、 
山口 県 宇 部 市 の 和菓子 店 ・ 喘 上堂 。 
茶 人 の 千 利 体 が 、 あ る 茶会 で 出さ れ 
た 名 も な い 素 朴 な まん じゅ う を 生涯 
要 用 し た 、 と いう エピ ソー ド か ら 発 想 


を 得 た 和菓子 「 利 休 さ ん 」 で 知ら れる 。 


熟練 の 職人 が 丁寧 に 練り 上 げた あん 
を 、 宇 部 市 内 で 生産 され た 米粉 を 使 
っ た 生地 で 包ん で 蒸し た も の で 、 上 
品 で 素朴 な 味わい 。 平 成 6 年 に は 天 
皇 皇 后 両 陸 下 に 献上 され た 一 品 だ 。 
記念 の 年 を 迎え る 老舗 の 味 を 堪能 し 
た い 。 会 0836・31・1012 


ひと ロサ イズ で ほど よい 甘 さ 。 白あん と 
小言 あ ん の 2 種 が ある 









/ 新 商品 や プレ ゼン ト 情 報 も ! 


information 


伝統 菓子 か ら 新 ス イー ツ ま で 


佐賀 と 長崎 の 甘味 を 堪能 ! 
シュ ガー ロー ド PASS 


江戸 時 代 、 西 洋 や 中 国 と の 食 易 で 日 
本 に 入っ て きた 砂 策 や 菓子 文化 を 広め 
た 長崎 街道 。「 シ ュ ガ ー ロ ー ド 」 と 呼ば 
れ て 、 新 た な 文化 が 花開い た こと か ら 
日 本 遺産 に 登録 され て いる 。 JR 九州 と 
佐賀 、 長崎 両 県 が 共同 で 開催 する 観光 
キャ ン ペ ー ン の 一 環 と し て 佐賀 、 小 城 、 
炉 野 、 大 村 、 来 時 、 長 給 の 6 市 の スイ ー 
ツ が 楽し め る シュ ガー ロー ド PASS を 10 


月 中 旬 か ら 販売 。 市 ご と に 使え る 専用 
MAP と クー ポン 3 枚 (長崎 市 の み 6 枚 ) 
の セッ ト で 1500 円 。MAP 掲 載 店 で クー 
ポン と カス テラ や 症 糞 な ど 、 各 店 自慢 
の スイ ー ツ を 引き 換え られ る ほか 、 店 
舗 に よっ て 割引 な どの 特典 が 受け られ 
る 。 ク ー ポ ン は 主 な 旅行 会 社 で 購入 で 
きる 。 令 和 4 年 3 月 31 日 まで 。https:// 
wwW.Saga-nagaSakidc.jp/ 


* WhoGoto の こだわ り プ リン 
セッ ト (時 市 


ド 





香ばし い 生地 に あん ず ジ 
ャ ム を サン ド し た 北島 の 
花 ば うろ ( 価 制 ) 


プレ ゼン ト の 応募 方 法 


ハガキ に 必要 事項 を 書い て お 送り くだ さい 。 応募 者 多数 の 場合 は 抽選 と な り ま す 。 

当選 者 の 発表 は 賞品 の 発送 を る っ て 代え させ て いた だ きま す 。 

【 必 要 事 項 】 ① プ レ ゼ ント 名 ② 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 性 別 ・ 電 話 番号 ③ 趣 味 ④ 好 き な ス ポー 
ツ 選 手 ⑤ よ く 見 る ウェ ブサ イト ⑥ 食 べ て みた い 卿 土 料 理 ⑦ 好 き な テ レビ 番組 
⑧ よ か っ た 特集 ⑨ 興 味 が な か っ た 特集 ⑩ よ か っ た 連載 ⑪ 興 味 が な か っ た 連載 

【 宛 先 】  〒101-0062 東京 都 千代田 区 神田 駿河 台 2-3-11 
交通 新聞 社 「 旅 の 手帖 11」 係 

【 応 募 締切 】 2021 年 11 月 8 日 月) 層 著 

キネ 雑誌 公正 競争 規約 の 定め に より 、 こ の 悪 賞 に 当選 され た 方 は 、 

この 号 の 他 の 悪 賞 に 当選 で き な い 場 合 が あり ます 。 

載 さ れ て いる プレ ゼン ト 情 報 は 各 提 供 会 社 が 実施 し て いる も の で す 。 当 社 に いた だ いた 

選者 分 の み 「 プ レ ゼ ント 発送 ] の た め に 提供 会 社 に 通知 させ で いた だ きま す 。 





魅 悪 の 物産 プレ ゼン ト (P98)、 図書 カー ド FNEXT が 当たる クロ スワ ー ド (P102 
魅 豆 の 物産 プレ ゼン ト の 応募 方 法 は P100 に 記載 し て いま す 


※ 掲 載 情報 は 令 和 3 年 9 月 28 日 時 点 の も の で す 。 施 設 の 臨時 休館 や 開催 を 検討 中 の イベ ント も ある た め 、 詳 細 は お 出かけ 前 に ご 確認 くだ さい 70 
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SD 


栄養 た っ ぷり ! 新 食 感 の わら び 名 
クル ミ ち ゃ ん を 新 発 売 


手作り わら び 餅 を 販売 する 広島 市 の 
雪 無 重 麻 は 、8 月 に 新 商品 の クル ミ 
ちゃ ん を 発売 。 黒 糖 、 加 油 、 ク ルミ 
を 練り 込ん だ わら び 州 に 、 栄 養 価 の 
高い 生 クル ミ を た っ ぷり か けた も の 
で 、 食 感 の コン トラ スト も 叔 力 。 や 
さ し い 甘 さ と コク の ある 味わい を 楽 
し め る 。 一 箱 115g468 円 に 、 わ ら び 
粉 と きび 糖 を 合わ せ て 丁寧 に 練り 上 
げた 看板 商品 ・ 笑 び も ち 8 切 入 864 円 
を セッ ト に し て 、5 名 に プレ ゼン ト 。 と 
も に 保存 料 な どの 添加 物 は 不 使用 。 
082.229・7200 






クル ミ の 歯 た えと 、 ぶ る ん と し た 
わら び 癌 が 絶妙 の クル ミ ち ゃ ん 


Information 


休暇 料 に 宿泊 し て 江 和牛 を もらお う 
美味 し い 和 色 めぐ り 2021 


全国 の 国立 ・ 国 定 公園 な ど に 35 訪 所 
の リゾ ー ト ホテ ル を 展開 する 休暇 村 
協会 は 、 令 和 4 年 3 月 31 日 まで ビン ゴ 
スタ ン ブ ラ リー を 実施 中 。 1 泊 2 食 付 
き で 宿泊 し 、 専 用 パン フレ ッ ト に スタ 
ンプ を 集め て 列 を そろ える と 、 そ の 
列 の 数 に 応じ て 必ず 近江 和牛 が も ら え 
る 。 期間 中 、 各 ホテ ル で は 趣向 を 淫 
らし た 食事 を 提供 し て お り 、 例 えば 、 
福島 県 の 裏 青 税 で は マツ タケ な どの 
秋 の キノ コ 料 理 を 、 兵 庫 県 の 南 淡路 
で は 海鮮 ビュ ッ フ ェ が 楽し め る 。 人 な 
03・3845・8651 





キノ コ や キマ グロ 料理 な ど が 並ぶ 、 休 号 村 
表 李 の プレ ミア ム デ ィ ナー ビュ ッ フ ェ 


jnformation 


ラク シュ アリ ー な 補 則 を 病 夫 で きる 
GLAMDAYVILLA OKINAWA 昌 
沖縄 上 中 多 村 に ある 、 編 曲 家 ・ 作 曲 
家 の 中 村 正 人 氏 の 私 邸 を 開放 し た 宿 
泊 施設 が 10 月 80 日 に オー ブン する 。 
宿泊 は 2 一 9 名 で 一 日 1 組 限定 。 海 が 
一 望 で きる リビン グ を は じ め 、 ダ イニ 
ング キッ チン や 3 つの ベッ ドル ー ム を 
備え 、 中 村 氏 が 世界 各地 か ら 集め た 
調度 品 が 飾ら れ た 空間 で 、 バ トラ ー 
の も て な し を 受け な が ら 贅 沢 な 時 間 
を 過ごせ る 。 開業 記 念 ス ペ シ ャ ル 宿 
泊 プ ラン 一 棟 1 泊 19 万 8000 円 一 。 タ 
食 は 1 名 1 万 1000 円 、 朝 食 は 3300 円 。 
会 098-989・8808 





広々 と し た 為 に は ブー ル も 。 晴 れ た 日 に は 
タ 日 や 星空 が 美しい 
Pholo: MINAMOTO Tadayuki 


information 


林 朱 悦 没後 60 年 記念 展 
民 鞭 の 100 年 


東京 都 千 代田 区 の 東京 国立 近代 美術 
館 は 10 月 2 日 一 令 和 4 年 2 月 13 日 に 、 
民事 の 試み を 箱 的 に 捉え 直す 展覧 
会 を 開催 。 民 募 と は 、 日 党 生 活 で 合 
われ て きた 追 具 の な か に 潜む 美 し さ 
を 見 出し て 、100 年 近く 前 に 柳 宗 悦 ら 
が 提唱 。 柳 ら が 収集 し た 移 嘆 器 や 木 
エ な ど 400 点 以上 の 作品 と 黄 料 を 展 
示し 、 民 加 の 軌跡 を 新た な 視点 か ら 
解き 明か す 。1000 一 1700 ( 金 土 曜 
は 20200) 月曜 (祝日 の 場合 は 翌 
日 ) 体 。1800 円 。 ハロ ー ダ イヤ ル な 
050・5541・8600 


(スリ ッ プ ウェ ア 舞 六 計 
イギリス 18 世 紀和 日 本 民 革 人 








この 秋 、 乗り た い 列車 が 続々 
行楽 に 便利 な 臨時 列車 を 運転 


JH 東日本 で は 令 和 3 年 11 月 30 日 まで 、 各地 で 「 の っ て た の し い 
列車 や 秋 の 紅葉 散策 、 週 末 の 旅行 に 便利 な 臨時 列車 を 運転 する 。 
引き 続き 車内 の 換気 消毒 な ど を 徹底 し た 安心 ・ 清 潔 な 輸送 サー 
ビス を 提供 。 JR 東日本 の 列車 で 、 秋 の 旅 を 楽し ん で みて は 。 

画 SL 銀 河 

釜石 線 沿線 を 台 に 描か れ た 宮沢 錦 治 
の 「 銀 河 鉄道 の 夜 』 を 代表 的 な テー マ と し 
て 列車 全体 を プロ デュ ー ス 。 東北 の 文化 、 
自然 、 風景 を 感じ られ る 、 蒸気 機関 車 C58 
形 239 号 機 が 率 引 する SL 列車 。 

人 連 転 日 ・ 運 転 時 刻 


10 月 9・16・23・30 晶 
11 月 6・13・20・27 晶 


釜石 | 957 | 花巻 | 15:19 | OB9C を 1 
全編 成 三 SL 上 キハ 141 系 4 両 (全車 普通 車 指定 席 ) 
リゾ ー ト し ら か み 

開放 感 ある 車内 か ら 雄 大 な 白神 山地 や タ 
日 が 沈む 日 本 海 な ど 、 五 能 線 沿線 の 美しい 
風景 が 楽し め る リゾ ー ト 列車 。 
運転 日 ・ 運 転 時 刻 王 


花巻 | 1036 | 佐 石 | 1510 















































1 号 | 秋田 | 820| 青森 | 13:29 10 月 8 一 31 晶 
4 号 | 青森 | 13:51 | 秋田 | 19.01 11 月 30 日 
10 月 8-31 日 
2 号 | 青森 809| 秋田 | 1326 580 有 
9 10 月 8-31 日 
ia ae ee 11 月 8・12 一 30 昌 
3 号 | 和田 弘前 | 15:49 10 月 8・11 一 31 日 
6 号 | 弘前 秋田 | 20:42 | 11 月 1 一 14・19 一 22・25 一 30 日 




















全編 成 三 HB-E300 系 4 両 編成 の 「 析 |「 青 池 ] また は キハ 48 形 4 両 
編成 の 「 く まげ ら ] の 3 タイ プ (全車 普通 車 指定 席 ) 
還 HIGH RAIL 1375 
空 に 近い 自然 環境 や 、 JR 線 で 最も 標高 
が 高い 地点 を 走る 線 区 の 特徴 か ら 「 天 空 に 
いち ば ん 近い 列車 ] が コン セプト 。 紅葉 と 
秋 の 空 が 満喫 で きる 。 
仙 運 転 日 ・ 運 転 時 刻 








1 号 | 小 油 沢 | 10:42 | 小諸 | 12:56| 1o 有 9g-10・16・17・23・ 

2 号 | 小諸 | 14:33 | 小 決 沢 | 16:56 | 24・30・31 日 、 11 月 6・7・ 

星空 | 小潮 沢 | 18:17 | 小諸 | 21:02 20・21・27・28 日 

仙 編 成 之 キ ハ 100・110 系 2 両 編成 の 「HIGH RAIL 1375] 車両 ( 全 
車 普通 車 指定 席 ) 

回 と れい ゆ つば さ 
列車 の 中 に 足湯 を は じ め 、 湯上り ラウ ン 

ジ や パー カウ ンタ ー、 お 座敷 指定 席 を 備え 、 

奥羽 本 線 の 風景 を 眺め な が らく つろ ぎの 時 

間 を 堪能 で きる 。 

人 運転 日 運転 時 刻 王 


















































人 @ 編 成 三 E3 系 6 両 編 成 の 「 と れい ゆ つば さ ] (全車 普通 車 指定 席 ) 


田 「 の っ て た の し い 列 車 ] に つい て 詳し く は つ 
の っ て た の し い 列 車 ] [検索 ]s 
https://wwwjreastco.jp/railway/joyful/ 























JR 北海 首 


東北 ・ 北 海道 新幹線 、 特 急 「 北 斗 」 の 
お トク な きっ ぷ ぶ の 設定 期間 を 延長 


えき ね っ と 会 員 限定 (会 員 登録 無料 ) で 、 お トク な きっ ぷ の 東 
北 ・ 北 海道 新幹線 「 は や ぶさ ]「 は や て ] が 50% 割 引 と な る 「 お 先 
に トク だ 値 ス ペ シ ャ ル ] (乗車 差 つき ) お よび 特急 「 北 斗 ]」 が 40% 
割引 と な る 「 お 先 に トク だ 値 ] (乗車 券 つ き ) が 、 設 定期 間 を 令 和 3 
年 12 月 15 日 乗車 分 まで 延長 する 。 

本 東北 ・ 北 海道 新幹線 「 お 完 に トク だ 値 ス ペ シ ャ ル 」 (乗車 基 つ き ) 
東北 ・ 北 海道 新幹線 「 はやぶさ] 「 は や て 」 

の 全 列 車 が 対象 で 、 普通 車 指定 席 、 グ リー ン 車 、 

グラ ンク ラス (飲料 ・ 食 事 な し ) が 50% 割 引 と 

な る (区 間 、 席 数 限定 )。 

介 設 定期 間 つ 令 和 3 年 12 月 15 日 (乗車 日 ) まで 

@ 発 売 期間 乗車 晶 1 カ月 前 の 1000 か ら 乗 車 日 20 日 前 の 1:50 ま で 

久利 用 条件 三 手 持ち の 交通 系 |C カ ー ド や モバ イル Suica で 新幹線 に 
乗車 で きる 「 新 幹線 eg チケ ッ ト サ ービス ] の 利用 が 必要 

人 @ 主 な 設定 区 間 ・ ね だ ん (お と な 1 名 ・ 片 道 ) 












































新人 北新 床 | 3750F】 | 7.720 
新 画 遂 北斗 や 盛岡 6.610 円 13.400 円 
特定 訂 | 新設 北 半 ら 人 台 | 8870 円 | 17950 
北東 京 | 11610 円 | 23430 

北斗 新 床 | 4890F | 9990R 

グリ ー ン 車 新 画 館 北斗 や 七 岡 8800 円 17810 円 
新 画 館 北斗 や 仙 台 12090 円 24.410 想 

ラン っ | 革新 閑 | 6460F | 1340 
の ) | 計る 七 岡 | 10900 | 2200 
新 画 館 北 斗 や 仙 台 14190 幅 28610 円 








玉 この ほか の 区 間 、 こ ども の 設定 が ある 
※※ 通 常 価格 は 「 新 幹線 @ チ ケッ ト 」 通常 期 の も の 
素 「 特 定 都 区 市 内 制度 ] は 適用 され な い 
※ 画 協 新 画 館 北斗 間 の 利用 は 運賃 (上 道 440 円 ) が 別に 必要 
画 在 来 線 の 特 劉 北斗 」「 お 先 に トク だ 値 ] (乗車 券 つ き ) 
特急 「 北 斗 ] の 全 列 車 が 対象 で 、 普 通 車 指定 語 
席 が 40% 割 引 と な る (区 間 、 席 数 限定 )。 
介 設 定期 間 王 
令 和 3 年 12 月 15 日 (乗車 日 ) まで 
人 @ 発 売 期間 乗車 日 1 カ月 前 の 10:00 か ら 乗 車 日 13 日 前 の 1.50 ま で 
介 設 定 区 間 ・ ね だ ん (お と な 1 名 ・ 片 道 ) 

















札幌 (市 内 ) ・ 新 札幌 (市 内 ) ぐ や 五 欄 郭 ・ 画 館 5660 円 9.440 想 
札幌 (市 内 ) 新 画 秀 北 斗 5660 円 9.440 円 

新札幌 (市 内 )<> 新 画 飲 北 革 5530 円 9220 円 

南 千 歳 ら や 五 本 郭 ・ 画 館 5130 円 8.560 円 

南 千 歳 ら 新 画 龍 北斗 4930 円 8230 円 

















※ 南 干 歳 一 新 千歳 空港 の 利用 は 運賃 (片道 220 円 ) が 別に 必要 





画 詳 し く は 三 [えき ね っ と | 検索] s 
https://www.ekirnetcom/top/tokudane/ 

吾 「 え き ね っ と ] JH 券 申込 サー ビス は 、J 東日本 が 提供 する 全国 の 新幹線 ・J R 
の 特急 列車 が イン ター ネッ ト で 予約 で きる 便利 で お トク な サー ビス で す (会 員 
登録 無料 ) 

















還 北 海道 新幹線 キャ ン ペ ー ン 
JR 北海 道 で は 、 北海 道 新幹線 に 関す る さま ざま な 企画 ・ キ ャ ン 
ペー ン を 実施 予定 ! ホー ムペ ー ジ や 公式 Twitter で 、 お トク な 商品 
の 紹介 を は じ め と し た 情報 を 発信 し て いく 。 
・ Twitter 企 画 
北海 道 新 幹 緑 5 周年 公式 Twitter (@jhokkaido_h5) で は 、 利 用 者 
が 楽し め る 、 東北 や 新幹線 な を ど を テー マ と し た 参加 型 企画 の フォ ロ 
ー& リ ツイ ー ト キャ ン ペ ー ン を 実施 予定 。 今 後 も さま ざま な 企画 を 
計画 中 だ 。 ぜ ひ フ ォ ロ ー し よう 。 
@ 詳 し く は 三 [日 北 海道 ][ 検 索 ]* 











※ 掲 載 情報 は 令 和 3 年 9 月 28 日 時 点 の も の で す 。 施設 の 臨時 休館 や 開催 を 検討 中 の イベ ント も ある た め 、 詳 細 は お 出かけ 前 に ご 確認 くだ さい 72 





「 せ と うち 広島 アフ ター デス ティ ネー ショ ン 
キャ ン ペ ー ン 」 開催 中 ! 


12 月 31 日 まで 「 せ と うち 広島 アフ ター デス テ 
ィ ネ ーション キャ ン ペ ー ン ] を 開催 中 。 未知 な る 
魅力 に あふ れる せとうち 広島 を 、 よ り い っ そう 楽 
し め る コン テン ツ を 用 意 し て いる 。 
人 @ 詳 し く は つ | JH お で か け ネ ッ ト ] | 検索 ]w 











ミツイ ケン ひろ し ま 

















男 SEA SPICA (シー スピ カ ) 
せとうち の 島 め ぐり 観光 に 最適 な 観 
光 型 高速 クル ー ザ ー。 広 島 港 と 三原 港 
を 結び 、 瀬戸内 海 の 周 遊 が 楽し め る 。 
人 @ 運 航 日 三 令 和 3 年 12 月 6 日 まで の 月 ・ 
金 一 日 曜 ・ 祝 日 (11 月 12 日 を 除く ) 





癌 新型 コロ ナウ イル ス の 影響 に より 運航 を 中 止 する 場合 が ある の で 、 最新 の 運航 
情報 は ホー ムペ ー ジ な ど で 要 確認 


人 @ 運 航 時 鹿 





河戸 田 港 | 三原 洪 





12:50 着 |13:15 落 





プリ ンス 
| ホ テル 前 | 


17:52 着 |18:00 落 





























@ ね だ ん 三 

SEA SPICA お 手軽 乗船 プラ ン は 6.500 円 (お と な ・ 小 学生 同額 ) 
例 問 い 合わ せ 三 瀬戸 内 海 汽船 トラ ペル サー ビス 会 082-253-5501 
回 La Malle de Bois ( ラ ・ マ ル ・ ド ・ ポ ボア) 

せとうち エリ ア の 広域 周遊 観光 が 堪能 
で きる アー ト な 観光 列車 。 岡山 一 尾道 間 を 
運行 する 「 ラ ・ マ ル し まな み ] は 、10・11 
月 限定 で 三原 駅 まで 延長 運転 する 。 上下 





て お り 、 観 光 列車 と クル ー ザ ー を 乗り 継い で 、 せ と うち エリ ア を 周 
遊 で きる 。 

信 「 ラ ・ マ ル し まな み ] 運転 日 令 和 3 年 10・11 月 の 日 曜 

人 運転 時 刻 写 | 下り | 岡山 10:11 発 | 尾道 11:42 着 | 三原 12:03 
上 上 り | 三原 15:20 発 | 尾道 15:48 発 | 岡山 17:09 沙 


























@ き っ ぷ つ 
全車 グリ ー ン 車 指定 席 。 乗 車券 十 普通 列車 用 グリ ー ン 券 が 必要 

回 SHIMANAMI LEMON BIKE 
尾道 駅 や 瀬戸 田 港 で 、J R 西 日 本 オリ ジ ナ 

ル の お し ゃ れ な 自転 車 [SHIMANAMI LEMON 

BIKE] ( 非 電動 ・ 電 動 の 2 タイ プ ) を 借り て サ 

イク リン グ し よう ! 「 向 島 一 周 コ ー ス ] (尾道 

駅 で レン タル ) と 、「 瀬 戸田 一 多々 怒 大 橋 往復 

コー ス 」 (瀬戸 田 港 で レン タル ) の 2 つの コー ス 

が お すす め 。 

貸出 料金 志 字 ヘ ル メッ ト 、 自転 車 の 保険 科 を 含む 

・ 非 電動 タイ プ SHIMANAMI LEMON BIKE 
3 時 間 1.000 円 台 、 1 日 2.000 円 人 台 

・ 電 動 タイ ブ SHIMANAMI LEMON e-BIKE 
3 時 間 3.000 円 " 台 、 1 日 4.000 円 "人 台 

信 貸 出 箇所 、 車種 な ど 詳 し く は つ [せとうち パレ ッ ト | 検索] * 

画 大 和 ミ ュー ジア ム ( 嘩 市 海事 歴史 科学 館 ) 

第 29 回 企画 民 と し て 、 令 和 4 年 5 月 30 日 まで 「 竣 工 80 年 戦艦 「 大 

和 ] と 呉 軍港 ] を 開催 し て いる 。 

@9.00 一 17:30 入 館 、 火曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) 休 (12 月 29 日 1 
月 3 日 、 4 月 29 日 一 5 月 5 日 は 無休 )。 一般 (大 学生 以上 ) 800 円 、 
高校 生 500 円 、 小 ・ 中 学生 300 円 ※ 常 設 展 と 人 画展 の セッ ト 科 全 

問い 合わ せ 三 大 和 ミ ュー ジア ム 会 0823-25-3017 
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JR 東海 


土 休日 の 「 こ だ ま 」 に 
「 お 子 さま 連れ 専用 車両 」 を 設定 


土 休 日 の 東海 道 新幹線 「 こだま] の 一 部 車両 の 
指定 席 に 「 お 子 さま 連れ 専用 車両 ] を 設定 。 還 内 
は 小さ な お 子 さ ま 連れ の 方 だ け な の で 、 周囲 に 気 
兼ね する 心配 な く 乗車 で きる 。 有料 人 員 1 名 に つ 
き 「1 ド リン ク 引 換 券 ] 付き 。 こ の 機会 に ぜひ 利 
用 し て みて は 。 

人 @ 設 定 日 三 令 和 3 年 12 月 19 日 まで の 土 休日 





























設定 列車 東京 一 新 大 阪 間 に 一 日 上 下 各 2 本 8 高 号 マ フ レッ ト 
こだま 711 号 東京 8:57 発 親 大 阪 12:51 着 
東京 14:57 発 新 大 阪 18:51 着 
新 大 阪 8:54 発 東京 12:48 落 
こだま 736 号 新 大 阪 14:54 発 東京 18:48 着 














介 設 定 車両 二 13 号 車 の 普通 車 指定 席 

@ 発 売 方 法 つ J 昌 東海 ツア ー ズ の 旅行 商品 と し て 発売 

発売 条件 三 
お と な 1 名 以上 と 小学 生 以下 (乳幼児 を 含む ) の こども 1 名 以上 か 
ら 申 し 込め る 

発売 切 三 出発 日 の 4 日 前 まで (支払 い 方 法 や きっ ぷ の 受け 取り 
方 法 で 異な る ) 

人 @ 主 な 区 間 の ね だ ん 三 


東京 ・ 品 川 駅 
東京 ・ 品 川 駅 一 新 大 孤 駅 
名 古屋 駅 一 断 大 孤 駅 

素 近 接する 一 部 区 間 に は 設定 が な い 

@ 発 売 笛 所 つ 
JR 東海 ツア ー ズ の WEB サ イト 、 JR 東海 ツア ー ズ 「 ぶ ぷらっと 旅 ・ コ 
ー ル セン ター] 合 03-6854-4310 (10 一 18 時 ・ 年 末年 始 を 除き 年 中 
無休 ) お よび 主 な 支店 (首都 園 ・ 中 部 地区 ・ 関 西 地区) ※ 駅 窟 ロ で は 
発売 し な い 

詳しく は 三 [JR 東海 ツア ー ズ お 子 さま 連れ 専用 車両 | 検索 ]w 
https://www.jrtours.co.jp/plar/fs/ 





























東海 道 新幹線 
LINE ス タン プ を 発売 中 


J H 東 海 で は 、 今年 8 月 に 開設 し た LINE の クリ エイ ター ズ ア カ 
ウン ト [JR 東海 公式 ] に お ける 第 2 弾 の スタ ンプ と し て 、 東海 道 新 
幹線 スタ ンプ を 販売 し て いる 。 懐 か し の 0 系 か ら N700 系 、 人 気 の 
ドク ター イエ ロー まで 40 種 あり 、 日常 の さま ざま な 場面 で 使え る 
イラ スト と セリ フ が 盛り だ くさ ん 。 


NR 





訂 台 ます 1 














スタ ンプ ーー 例 販売 ペー ジ は 
こち ら か ら 

クリ エイ ター ズ アカ ウン ト 

名 称 : JR 東海 公式 (英語 名 JRーCENTRAL Official) 
@ 販 売 URL 三 https://line me/S/sticker/16482508 
@ ス タン プ 三 東海 道 新幹線 (40 種 1 セッ ト ) 
ね だ ん つつ 

LINE ウ ェ ブ スト ア 120 円 、 アプ リ 内 スタ ンプ ショ ッ プ 50 コ イン 
⑯ ス タン プ 情 報 つ まず らし 旅 ツ ソイ ッ ター (@zurashi_tab)) を は じ 

め と し た 、JR 東 海 公 式 SNS で も 発信 

叶 画 像 は すべ て イメ ー ジ 





「 駅 長 お すす め の JR 九 州 ウ ォ ー キ ング 
202 1 年秋 編 」 開催 中 ! 


九州 各地 の 祭り や 自然 、 名 所 な ど を 楽し み 
な が ら 歩 く 人 気 の ウ ォ ー キ ング イベ ント [駅 長 
お すす め の J 日 九州 ウォ ー キ ング 2021 年 秋 
編 ] を 開催 中 。 今 回 は 特別 企画 コー ス と し て 
「J 九州 ウォ ー キ ング 参加 者 200 万 人 達成 記 
念 ウ ォ ー ク ] と 「 日 田 彦 山 線 つ な が る ウォ ー 
ク 」 を 設定 。 参 加 す る と ウォ ー キ ング ポイント 
が さら に 1 ボイン ト 加 算 さ れる 。 
全開 催 時 期 馬 令 和 3 年 11 月 28 日 まで 
@ 参 加 方 法 つ 参加 費 無 料 、 事 前 申し 込み 不要 (一 部 有料 、 事前 申し 
込み が 必要 な コー ス あ り )。①JH を 利用 し て スタ ー ト 駅 へ ② 
スタ ー ト 有 / 付 で 参加 受付 票 (*) を 提出 ③ ス ター ト 受 付 で 「 コ 
ー ス マッ プ ] を 受け 取る (コー スマ ッ プ の 提示 で さま ざま を な 特典 
を 怪 けら れる (一 部 特典 が な い コ ー ス も ある )) 率 各 コー ス 開 催 日 の 約 
3 日 前 か ら 、 JR 九州 ウォ ー キ ング の ホー ムペ ー ジ で 公開 ・ 自 宅 で 印刷 が で きる 
(④ ゴ ー ル 有 / 付 時 に 「 ス タン プ カ ー ド ] に ボイン ト を 加算 ※ 秋 編 の 
ウォ ー キ ング か ら 、 原 次 デジ タル スタ ンプ を 才 入 
新型 コロ ナウ イル ス 感染 症 対策 の た め 、 スタ ー ト 受付 時 に 「 双 加 受 付 ( 氏 
名 、 年齢 、 電 話 番 号 、 住所 、 自 宅 の 」H 最 寄 駅 を 記載 ) の 提出 が 必要 。 参加 
用 付 果 は パン フレ ッ ト の 表紙 また は ホー ムペ ー ジ か ら 印 刷 
人 @ 受 付 時 間 
【 ス ター ト 受 付 時 間 】 8:30 一 11:00、【 ゴ ー ル 受付 時 間 】 15:00 ま で 
(一 部 スタ ー ト お よび ゴー ル の 受付 時 間 が 異な る コー ス が ある ) 
@ ウ ォ ー キ ング ボ ポイント 
ウォ ー キ ング に 参加 する と 、 ゴー ル 受 付 時 に ウォ ー キ ング ポイ ン 
ト を 付与 。 ポ イン ト を た め る と 、 ゴー ル 受 付 時 に スタ ンプ カー 
ド ジタル スタ ンプ と 引き 換え に 賞品 を プレ ゼン ト 
⑱ デ ジタル スタ ンプ ラリ ーー 
秋 編 の ウォ ー キ ング か ら 「 ス タン プ カ ー ド 」 に 代わ り 、 順次 デジ タ 
ルス タン プ を 導入 する 。 JH 九州 アプ リ を ダウ ン ロ ー ド し て 参加 
⑯ ス タン プ カ ー ド 
デジ タル スタ ンプ ラリ ー へ の 移行 を 開始 する た め 、 新 し い カー ド 
の 発行 は 行わ な い (現在 1 枚 目 を 持っ て いて 、 30 一 40 ポ イン ト を 
目指 す 方 に は 2 枚 目 を 配布 )。 カ ー ド の 有効 期限 を 2022 年 春 編 
終了 時 まで 延長 
西 九州 新幹線 スペ シャ ルウ ォ ー ク 
令 和 4 年 秋 に 開業 を 予定 し て いる 、 武雄 温泉 駅 一 長崎 駅 間 の 西 
州 新幹線 。 車 両 基地 や 新 駅 の 工事 が 進む 区 間 で 新幹線 レー ルウ ォ 
ー ク や 駅 舎 見 学 を 実施 開業 前 の 今 し か 見 られ な い 景 色 を 楽し め る 。 





* ワ クワ ク 体 験 | 西 州 新幹線 レー ルウ ォ ー ク と 
諫早 の 悠久 の 歴史 に ふれ る 旅 時 間 

載 嬉 野 温 泉 駅 [駅 和 見 学 ] と 
則 泉 まち の ゆっ つら ウォ ー ク | 

二 開 業 まで 待て な い ! 一 足早 く 新幹線 駅 村 見 学 と 
武雄 の 物産 まつ り を 訪ね て 

西 刀 州 新幹線 開業 1 年 前 イベ ント と 

大 村 市 の 歴史 満 突 ウ ォ ー ク 


11 月 7 日 諫早 駅 





11 月 14 日 | 武雄 温泉 駅 





11 月 20 日 | 武雄 温泉 駅 





11 月 2 日 | 竹松 駅 

















事前 申し 込み が 必要 


BI 在 ・ 起 友 温 泉 駅 (11 月 20 日 世 
1 良 駅 コー ス ) 。 右 新 大村 駅 (1 月 


本 コー 本 






@ 詳 し く は つ 
各駅 で 配布 し て いる パン フレ ッ ト ま た は 








JR 九州 ウォ ー キ ング | [検索 ]s 
https://Www.jrwalking.com/ 
塗 各 コー ス の 開催 状況 に つい て は 、 上 記 ホ ー ム ペー ジ な ど で お 知ら せ 














「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り ]」 を 
直 くろ し お 道 「 こ めん ・ な は り 線 ] で 軍 


12 月 まで 開催 中 の 「 四 国 デス ティ イー 
ネー ショ ン キ ャ ン ペ ー ン ] に 合わ せ 、 
観光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の 
も の が た り ]」 を 土佐 くろ し お 鉄道 ご 
めん ・ な は り 線 で も 運行 する 。 

列車 名 は 高知 駅 発 便 が 「 理 海 の 
抄 )。 ご めん ・ な は り 線 の 車窓 に 広がる きら めく 太平 洋 を イメ ー ジ 。 
時 代 の 夜明け の も の が た り の クロ フネ と ソラ フネ で の ご めん ・ な 
は り 線 へ の 新た な 船出 、「 航 海 ] し て いく 様子 も イメ ー ジ し て いる 。 

奈半利 駅 発 便 は 雄飛 の 抄 ]。 岩崎 弥太 郎 生 家 の 庭 に ある 日 本 地 
図 の 石 の 並び は 、 弥太 郎 の 少年 期 に 「 天 下 雄 飛 (大 き な 志 を も っ て 
盛ん に 活動 する と いう 意味 )] の 夢 を 託し て 組ん だ と いわ れ て お り 、 
西 の 龍馬 、 脱落 の 道 に 対し て の 東 の 弥太 郎 、 志 を イメ ー ジ 。 さ ら に 、 
太平 洋 に 沈む 「 タ 日 」 を 車窓 に 眺め られ る こと か ら 名 づけ られ た 。 

人 運転 日 三 令 和 3 年 12 月 24 日 まで の 金曜 と 10 月 31 日 
人 @ 連 転 時 刻 つ 








| 電 海 の 抄 1200 発 | 12.34 着 12.54 発 | 1320 着 14:02 発 1428 多 | 





雄飛 の 抄 | 15:17 発 | 15:44 落 16:07 発 | 16:40 着 "17:00 発 | 17:57 閉 
人 @ 車 内 提供 料理 

「 煙 海 の 抄 ] /「 土 佐 の 食材 を 使っ た 創作 料理 
高知 県 全域 の 名 の 食材 を 土佐 の 伝統 料理 ・ 皿 鉢 

料理 風 に 盛り 付け アレ ンジ し た 創作 料理 。 土佐 
市 の 「 魚 茶 稲 月 ] が 提供 する 。 

計 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 「 立 志 の 抄 ] の 食事 と 同じ 内 容 








「 座 久 の 挫 ] 
食事 プラ ン 「 ゆ ず 香 る ひがし こう ち 旅 御 騰 」 
東部 地域 で は マグ ロ 漁 が 盛ん に 行わ れる こと 





か ら 、 マグ ロ や 地元 食材 を ふん だ ん に 使用 し 
た 創作 御膳 。「 ホ テル な は り 」 が 提供 する 。 提 
供 日 は 10 月 22・31 日 、11 月 12・26 日 、 12 月 
10・24 日 。 
スイー ツブ ラン 
[Dolci asSortiti 一 東海 岸 の ドル チェ 盛り 合わ せ ー] 
地元 食材 と 季節 の 味 を 大 事 に する イタ リア 料 
理 店 「 ト ン ノ ] に よる 、 3 つの スイ ー ツ と 2 つの 
セイ ボ ポリー メニ ュー と 奈半利 町 に 嬉 煎 所 を 構 
える 「sommariek Coffee rogster] の コー ヒー 
を セッ ト 。 提供 日 は 10 月 15・29 日 、11 月 5・19 日 、12 月 3・17 日 。 
※※「 雄 飛 の 抄 ] で は 、 日 ご と に 内 容 を 変え た 沿線 地域 を 代表 する お 土産 の 詰め 
合わ せ を プレ ゼン ト 
発売 方 法 つ 運転 日 ご と に 以下 の 旅行 会 社 で 販売 
@ ツ アー 主催 会 社 馬 JR 四国 主催 ツアー (10 月 15・22・29 日 、 
12 月 17・24・31 日 の 四国 発 )、 阪急 交通 社 (10 月 22・29 日 、 11 
月 12・26 日 、 12 月 10 日 の 関西 発 と 1 月 5 日 の 四国 発 )、 ク ラブ ツ 
ー リ ズム (11 月 12 日 の 九州 発 と 11 月 19・26 日 の 関西 発 、 12 月 
10 日 の 名 古屋 発 、 12 月 24 日 の 首都 園 発 )、 びゅ う ト ラベ ル サ ー ビ 
ス (10 月 15 日 の 首都 國 発 )、JTB ガ イア レッ ク (10 月 29 日 の 首都 
園 発 ・ 関 西 発 )、 読売 旅行 (11 月 5 日 の 首都 園 発 )、 穴吹 トラ ベル 
(11 月 19 日 ・12 月 3 日 の 四国 発 ) 
JH 四国 主催 ツア ー の 問い 合わ せ ・ 申 し 込み 
【 店 頭 】 ワー ブ 各 支 店 、 駅 ワー ププ ラ ザ 
【 電 話 】 旅 の 予約 セン ター 大 087・825-1662 (平日 10 一 18 時 、 圭 
・ 日 曜 - 祝 日 10 一 17 時 ) 
【WEB】 [JR 四国 ツア ー ] [検索 ] s 
https://wwwjrekicom/tour/brand/1-P67 
*10 月 31 日 催行 分 は ワー 高知 支店 合 088-822・8130 (平日 10 
ー18 時 、 土 日 曜 - 祝 日 10 一 17 時 ) で 店 頭 ・ 電 話 受付 
人 事 写真 は すべ て イメ ー ジ 
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お 人 得 な 列車 の 旅 、 
始め ませ ん か 。 


ルス ノル レ ョ ョ ー シ 3 










諾 計 :】 @ 全国 の JR の 運 貨 * 料 金 が 2 割引 ・ ・3 天 引 (年 20 回 ) ey イ 1 
し 】 ーー 2 楽し い 旅 を 発信 する 会員 





ご 夫婦 の どちら か が 満 65 歳 以上 な ら : 
ーー 
和 会 綱 ふ た り で 6.410 由 














- 夫 箇 会 員 





とこ アデ デコ ゴア エーーー ニー 
ーー 
ーー ーーー し に 


ーー テー さ 





B3 判 。 オー ルカ ラー 
13 枚 紀 り 


価格 
1.430m (@y 


B4 判 ( 二 つ 折 り ) 








A3 判 ( 二 つ 折り ) 
オー ルカ ラー 14 枚 緩 り オー ルカ ラー 14 枚 線 り 
倒 絡 1550n (Ws) 休 絡 1,550m (ws) 





JR 世 人 人 







JH 商品 化 放 拓 JR 日 財 品 化 生 基 JR 大 
JR 日 商品 人 導入 JRI 因 太 JHLM 


季 と 鉄道 み >>- 










Ra 日 キ 品 ( 












B4 判 ( ニ つ 折り) B4 判 ( ニ つ 白 り ) 
オー ルカ ラー 14 李 り オー ルカ ラー 14 格 り 

価格 1,540n (Wax) 価 絡 1,540n (Wo 

JFC2h 人 人 JR 時 JR を 2 JR JR 束 少 人 
1 Red JH FR 








実用 性 も ある 卓上 孤 
で ん し ゃ だ いす き ! 


こども レン ター 


JR カ ー ア 2 






国 呈 お た の し み 
シー ル オー ルカ ラー 
る 人 


|_gZ 隊 (8 。 








A4 判 (つ折 り ) 
1 りす 綻 190mX 横 165mm (組み 立て 時 ) 
14 枚 弧 り 士 付録 の 
価 1,540 床上 13 明り 
HH gas 990n gy 
上 Et ーー PB 、F 
JR 人 E、 で 注 息 くだ さい 。 人 JRN 

交通 新聞 社 カ レン ダー 事務 局 送料 800 円 (回 1 か 所 に つき 何 種 ・ 何 部 で も 同 料 金 ) 

[受付 期間 ] 2021 年 10 月 日 12 月 17 日 [商品 の お 届け ] 列車 カレ ンダ ー は 10 月 中 旬 よ り 受 付 順に 発送 し ます 。 

た だ し 「JR カ レン ダー」 と 「 列 車 カレ ンダ ー] を 一 緒 に ご 注文 の 場合 
電話 -501- 9:00-17:00) 
NG 52 けた 6 震 間 受 人 2 に は 、 両 商品 を 同 極 の うえ 、11 月 上 旬 よ り 受 付 順に 発送 し ます 。 
TAXgg CC CS り / 宅急便 に て 発送 (配送 会 社 ・ 本 送 日時 の 指定 は で きま せん ) 。 


① 商 品名 ② 部 数 ③ 郵 便 番号 ・ お 届け 先住 所 
(④ お 名 前 ⑤ 電 話 番号 
を 電話 また は FAX で お 知ら せく だ さい 。 


【[ お 支払 い 方 法 ] カレ ンダ ー と 一 緒 に 「 振 込 用 紙 付き ご 請求 書 ] を 同封 し ます の で 、 
商品 到着 後 14 日 以内 に お 振込 みく だ さい 。 





書店 ・Web サ イト (Amazon・ 楽 天 プ ックス ・JRE MALL) で も 、 好 評 発売 中 ! 
牽 お 支払 い 方 法 、 商品 の お 届け 等 は 、 ご 購入 の サイ ト に よっ て 異な り ま す 。 詳し く は 各 サ イト で ご 確認 くだ さい 。 








l0 





Net 区 な yl 


天 謎 中 決 

ド 多 心 戦国 
分 き の 
け 合 な 地 人 イ 
目 戦っ ・ 
の を た 関 
歴 よ 武 ケ 

更 り 将 原 
旅 リ ゅ ゆ 町 戦 
ベア か を ・ 
* ル 9 は 関 
い に の じ ヶ ケ 
ぎ ざ 地 め 原 
出 を 

P 


erewown 千 mr の C 枯 
ト d 
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堂本 妥 へ 攻守 球 9 汽 G 入 押 基 ロ 和 24 NRRTPBSRReTgh 


よ 四 G 穴 る * 製 Op 軒 の 下 還 ( つ o 


ス と ご ご 吐 束 呈 )^ 環 三 盟 融 史 
9 へ 人 TT つね 箇 結 V7 評 IR や 埋 人 補 め つ 
So 4 に Na 時 | 川 窟 会 笠 選 JJ の 丸 民 回 三 G 


周 財 いり 入 撤 妖 了 へ 難し 4H 窒 WST お" 

臣民 G 才 っ G 農 4m・ 載 古 認 必 必 選 せき シン G 陣 訟 到 稼 さ ン 志 っ SQ 叶 浸 。 ポ 下 ・ 午 田谷 GS 限 
人 性 丈 り せ [攻守 具 る 医 雪 "so | Bt" RS 了 K に べく mME つ SG 和 や 各 
昌三 作 補 し べく G 晶 避 志 下 銘 上 現に 財 角 61 く ー 込 己 4 財 は 時 
3 [ に 名 田 齋 期 ATfYG 由 東 GIR 四 
> 中 < 旧 容 笠 で 丸 " 1 管 せ 総 條 GS 畠 政 ・ 郵 田 
遇 招く ロ 結 つ 7 抜 村 6 

弄 M の きり 人 客 せ 46 刈 GH 只 


人 @ 調 可 大 社 


ロ 弱 層 G 中 っ 生じ 6 錠 因 補 補 8 
固守 り 宮 作製 航 せ 記し I 和 
和弥 緊 つ お ねり 明 で 装 編 いひ お 名 
還 " 切 よ 世 も 泊 尊 表 jntQG 穫 お " 
忌 財 守 ねら Eo 虹 因 明 肢 G 
半 忠 本 半周 財 G 剛 徹 愉 0 料 眼 
更 つ 話 宜 ” VG" 畠 財 く G 別 ら 入 
梁 恨 つじ るる 叶 三 内 半周 財 9 人 
似 り や 礼 革 江 SG10S 尋 較 きい 
下 渦 人 所 宇和 0 し 骨 せ 
民 に くく G 四 篤司 4 

雪 志 S 事 ふ 記 じい ろ し 臣民 記 球 
富 上 歌 騰 G 細田 吉 | 笑 め ぐせ 「 華 ト 


人 @ 垂 井 窒 





て いる 。 徳川 家康 の 息子 で ある 秀 中 は 、 中 山道 か 
政宗 と 上 杉 景 


財 


勝 、 九 州 の 黒田 孝高 (官兵 衛 ) と 大 友 義 統 な ど 東 軍 ・ 西 


安国 寺 恵 現 
軍 に 分 か れ 、 派 生 的 な 戦い が 繰り 広げ られ て いた 。 


池田 輝政 (4.soo) 
呈 
その ほか 東北 の 伊 


導 


浅野 幸長 (4.80o) 
L 
の と き 、 関 原 以外 で も 各地 で さま ざま な 戦い が 起 


中 山 』 











進軍 を 阻ま れ た 。 


こつ 









7 人 を 
拉 下 き 。 思 還 お 定信 つつ お 氏 編 を 
呈 まま 誤 人 名 で レス YSP 令 守 人 年 つ お 
き き ざ は 四 き 親 幅 G 欠 医 選 鍛 Se」 UN 
回 攻 量 二 四 刀 到 医 室 認 よ 世 G 容 っ せ で 会 ろ りり 篤 届 


ーー 一 了 山 (丸山 ) 妖 火 坦 
笹尾 山 や 松尾 山 な ど 
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L 同 脇 往 記 SR 、 5 
は の 星川 忠興 信 EHDO 


きこ ん 石田 三 う びっ 5e3 
(5.400) 前 中 重 門 8o で まう ちか と 


上 左近: 靖 生 穫 中 


山内 一 豊 
号 
島津 ) 筒井 定 次 SN、 oo) あり ま と よう じ 
中 衣 の 0 4 シー 敵 な 
(600) 
0) 田中 吉政 装 早 マツ ュ ーー 箱 川 家康 


天満 山 【 (3.000) [| LO (30.000) 
宇喜多 凍 | 
(17,000) トド 和 


。 和 肌 
戸田 重政 Oo 
ab 后 、、 更 > 
継 Y 要 - oO OO 
。 ch 福島 正則 軒 藤堂 高 虎 ら 4oo) IN 


大 谷 吉 勝 ・ (⑰.200) N 井伊 直政 (eo0) 
木下 頼 細 ls 半 
(1.700) (2.100) 選 
勝 坂 安治 旧 
と 本 2 た 
黒 血 川 W 


朽木 元 綱 ョ 









4 
桃 配 山 






松平 忠吉 (3.000) 


(600) 







秦 記 軌 
豆 還 S 吉 継 草 ・ 
小早川 秀秋 画 画 時 叶 計 
ーー 0 咽 畔 が 濃厚 に な る と 大 
E 谷 吉 継 は 自刃 。 吉 継 の 『 あ M4E ) 弟 
1 い 松尾 山 に 伊勢 価 首 
や よっ て 埋め られ 、 戦 い 
p mm im 後に 慕 を 建て られ た 





関ヶ原 の 戦い 布陣 図 度 5*Fg』tsBe 穫 古 
| 國 還 眉 折 回 人 兵 数 ※ 括 銘 内 に 記載 。 兵 数 に つい て は 諸説 あり ます 。 


応 軍 語 1.000 以 下 環 較 5.000 未 滴 5.000 以 上 
西 軍 。 東 軍 反応 軍 傍観 宮 ッ 参 寺 : 関ヶ原 合戦 広域 ガイ ドブ ッ ク 











な を 自 拓 は て 表 気 い 原 の た と 家 か 松 軍 た と に が 芸 い 
ば 楽 分 解 と し 最 路 に 街 を さ 戦 戦い が 疑 尾 だ と し 小 真 員 と 
と し な を ん ま 後 を 攻 道 決 ら いい わ 毛 5 句 山 っ つい て 早実 の い 
DA に 肖 M PU UUNLRY 

い い の し 残 た 疾 保 らい の 富戸 得 ま 軍 あ な と の 戦 秀 は 飼 %* 

| ま 歴 = て っ た 飼 し れ の 場 田 惑 意 す を り ぜ い が し 秋 な 裕 e 財 

EE す 史 関 い て め さ て ま 布 に さっ つと が 参 ま 布 う 通 ` は い 紀 ぁ 旧 
UN 証 /0N じん た じ ` 戦 す 説 説 途 謎 可 ぶ 関 

放尿 状 な 戦は を ん な た は と て 圭 さ "し ゃ で 中 が 能 ん ケ 

や シ の 重い い っ ちこ の か こも い 利 せ ほ た ぁ す か 多 性 に 礎 
人 た る 仁 時 に 久 い 証 ぜ わた は い に な 2 い 県 の ある 池 

感 い 3 医 が L た は い に 東 の 

技 較 ヶ 原 二 和 場 選 く 企 こ 府 ハ え 間 も を 多 * 家 れ め 山 よ も ど ま 始 電 で り る 場 
念 館 学芸 員 の 鵜飼 裕 れ て の に 取る で ち 勢 東 語 まい に う くい と め に すま と 
紀 さん ( 右 ) と 、 関 ケ s も 謎 歩 た 資 終 を え で 軍 は す 平 潜 に 如 い ょ 。 か 加 "すっ 今 
原町 地域 振興 妥 の 富 ら 解 いち 料 わ キ れ も は 関野 伏し 川 くま ら 勢 西 * 通 館 
田 真 一 郎 さん きも は 252 還 ば コ ニ : 絹 2 ク で し た 広 つ 会 東 し 軍 特 説 学 
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半 拉 た 衣 よ 医 記 泌 唱 店 世 G 客 ろう 
出品 < 弄 heW 連 を 代 G 拉 人 細 
所 は で 無人 中 で 振ら りら ビン 
e っ に 

| きき きま te 認 よ 堅守 祥 書 4《 公 各 証 つ お 『 外 よ 





思 む 守 民 祭る 々 シン ご 」 ロ 04” 示 反 演 
的 信 NG 誤記 号 ′ 到 ツ 加 の 世 * 
| 勤 G 肖 答 史 准 7 当 窟 記 吐 還 代 G 
し 詞 @ 下 臣民 混 副 玉 選 己 応 を 党 
EEGSTSESNTENCFEy 人 た の や て うさ 
さき 定 正和 hM@G 室 科 屋 S 人 7 

6 管 8 堂 環 了 ふ 孔 世 宗 弄 雇 ⑱ 入 し 
紀 ろ つり いう じ し 交 ぐし 公 @K ふ ーー つや お 
っ ? 札 密 只 ぐ 市 R ゼ 時 を ハト ふ ー 





N ヽ 天下 分 け 目 の 関ケ原 / 

















の 鍛 わ 4QSNe" 6 の o の 牛 思 巡 
所 島 NOS し 紅 年 名 NHR や に じ 吾 人 S 打 
s 更 由 So 吉宗 天橋 ら "半角 画 ロ ハロ 
隊 本 まま っ 介さ HHM で MG" 
| り 和 まで s 表層 二 中 ヨ ・ に 人 年 叶 SN 
e 拓 RS _ 寺 宮 K 直結 お 租 つ ろ 壁 編物 公 玉 じ う NG 
人 リ 演 上 YR S し 本 で 和 本 や 全 や し 根 じ つ #6* 
まお 8 、 43 洋 き 表 人 ローKS 叫 KG 識 記 る RIQS 篤 務 二 
四 じ R 1 記 B 胃 て 品 円 の ご 互 っ 躍 紅 本 ヨ ・ そ 串 三 総和 
まま 介 時 前 角 選 | 生 演 ” 福 人 三世 し S 直 応 ロ ー 旋 四 
K | 貫 T ト 全 まき の 公 全 ⑯' つつ 折 窟 | 名 し 
ト k し 。/ 1 全品 抽 | 09 再 具 せ 所 球 G じ 所 る 季 玲 る 
に 上 ) SN を き さ き 由 で Nr に (に 1 の らい 
に 所 人 Pe に 導 と JE が:2R0E く 4 く <3 NAROE2SD2 
@ ら 9⑨@⑨ 室 皿 医 叶 り 吉 G やじ 加 N9S め 眉 詩 党 穫 ? 
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戦場 めぐ り の 小 価 正 


罰 右 関 ヶ 原 に 参戦 
し た 武 持 の 家紋 が 
描か れ た 家 ラ テ 一 











ン 
| 400 円 
左 / 戦 国 グ クッ ズ や 
名 産品 を ど 、 お 圭 
産 の 販売 も 好評 
甲 替え て 武将 気分 で 散策 を 
関原 笹尾 山 交流 館 


三成 が 陣 取 っ た 笹尾 山 を 西 に 、 正面 に は 決戦 地 を 望む 。 甲 表 体 
験 1100 円 て で は 、 足 軽 や 参戦 武将 の 甲 表 を 着 て 史跡 散策 も で 
きる 。 土 ・ 日 曜 に は 、 関 ケ 原 CoffeeStand が 開店 し 、 こ だ わ 
り の オリ ジ ナ ル ブ レ ンド を 使用 し た 家紋 ラテ が 飲め る 。 

会 0584・43・1600/10:00 一 16:00、 火 曜 休 無料 / 岐 破 郡 
関ケ原 町 関ケ原 1167-1JR 東 海道 本 線 関ケ原 駅 か ら 徒 









上 も と は 魚屋 と し て 創 
業 し た と いう 名 店 

左 - ひ つま ぶし 3960 円 。 
うな ぎ は 注文 が 入っ て か 
ら 香 ば し く 焼 き 上 げ る 

ボリ ュー ム も た っ ぷり 








お 食事 処 魚 し げ 
昭和 9 年 創業 。 う な ぎ 料 理 が 好評 で 、 備 長 炭 で 焼く た め 、 皮 が 
バ パリッ と し て いて 、 身 は ふっ くら 。 80 年 以上 注ぎ 足し の 秘伝 の 
タレ は 、 コ ク の ある スッ キリ と し た 味わい 。 ひつ まぶし の 締め 
は し っ か り と し た 味わい の 出汁 で いた だ こう 。 
谷 0584・43・0019〆11:00 一 14:00・17:00 一 80:00、 水 曜 と 第 
曜 休 岐 不破 郡 関ケ原 町 関 ケ JR 東 
ケ 原 駅 か ら 徒歩 5 分 





















関ケ原 烏山 交流 

関ケ原 CoffeeStand  』 
徳川 康 最後 陣地 / 
床 場 


幸 放 ss )| 


関ヶ原 本 







和 ぶ 
・ 松 尾山 小早川 秋 障 
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松尾 山 ・ 小 早川 秀秋 陣 跡 


古戦場 を 見 下ろ す 絶好 の ポイ ント 。 も と も と あっ た 山 
の 遺構 を 改修 し た 場 や 曲 輸 な ど が 今 も 残る 





笹尾 山 ・ 石 田 三成 陣 跡 


古戦場 を 見 渡す 笹尾 山 か ら は 三成 が 見 た で あろ う 風 景 が 広がる 。 麓 に 
は 防御 の た め に 使わ れ た 馬 防 柚 が 復元 され て いる 


東 首 塚 


関ケ原 の 戦い 後に 家康 が 首 実 検 を し 、 
東西 2 カ所 に 埋葬 し た た めこ う 呼 ば れ 
る 。 碑 の 脇 に は スタ ジイ の 大 木 が ある 





開戦 地 


松平 忠吉 ・ 井 伊 直政 軍 は 、 先 鐘 の 福 
島 正則 軍 を 抜け 駆け し 、 宇喜多 秀 家 軍 
に 発砲 。 こ れ が 開戦 の きっ か け に 









よし っ て 
大 谷 吉 継 陣 跡 
秀秋 の 究 返 り を 予想 し 、 松 
尾山 の 正面 に 陣 を 定め た と 
いう 。 空堀 を めぐ ら せ 、 山 
中 城 と も 呼ば れ た 


江 





周辺 の 電柱 に は 、 戦 い に 
参戦 し た 武 持 の 情報 や 豆 
知識 な ど が 書か れ た 看板 





原 が どん どん 身近 に 


治 時 代 初 期 の 写真 を 元 に 妥 和 34 年 に 再現 
れ た 天守 の 内 部 は 歴史 博 和 | 





の 全 錠 地 昭和 57 年 、 二 の 丸 跡 に 三河 武士 の や 


か た 家康 館 が 開館 し た 


岡崎 城 


室町 時 代 に 三河 国人 領主 の 西郷 氏 が 築城 。 そ の 後 、 
松平 清康 (家康 の 祖父 ) が 本 城 と し て 整備 し た 。 
家康 の へ その 緒 を 埋め た と 伝わる えな 塚 や 、 産 湯 


有 崎 公園 に は 、 家 康 が 三 

方 ヶ 原 の 戦い に 敗れ た と 
き の 姿 と 伝わる 肖像 画 ・ 
し か み 像 が 石像 に 




















ろ 処 は り 熟 に 杉 味 近 本 く て と の き 

盾 休 工 「 成 し 噂 い 八 味 いい 一 
を 右 場 そ を さて に “八丁 噌 食 る ゎ っ 虹 4 に 
矢 衛 見 の せ \ 仕 原 丁 味 を 事 * れ は 天 雄 ーー 

い 】 門 学 二 る 二 込 料 村 叶 好 は そ た 長 下 害 2 る c 区 炎 / 
意 で つ " 冬 み は は ん 暴れ 時 寿人 抗 り 

所 味 要 現 二 い 大 現 作 だ 飲 代 と に の V 科 牙 / 
消 叫 カ 在 夏 蓋 豆 ・ 康 と 暴 え に いな 戦 

沈 料 約 ク は 二 の と 八 の い 食 に 70 え っ 国 

し 理 二 キ 2 約 上 塩 帖 生 う を 健 余 そ た 時 in 

00 104 5 クリ 上 9A の AE Pe 

家 誕 は | 年 ま みて AS だ 川 を 天文 11 年 543) 一元 和 2 年 (616) 。 
財 作 が 八重 如 で 発 各 田 僚 全 生 関ケ原 の 埋 い 後 、 和 大 持 軍 に な り 
て お 味 元 上 山大 祥 崎 飯 心 を 生 “ 江戸 幕府 を 開く 。 大坂 夏 の 陣 で 嘩 臣 
先 い 食 噌 が 長 積 き の 城 と は 送 50 隊 才 家 に 勝利 。 晩 年 駿府 城 へ 移り 、 大 
邊 る 事 で あ 期 みな 豆 に 八 高 っ 年 ミ 御所 と し て 幕府 の 実権 を 握っ た 。 


文 " 内 田 晃 (P82-85) 82 








体 の 世 

ゃ キッ 。 ぇ 4 

の 

ぢ 食事 処 休 石 衛門 
八丁 味噌 の 醸造 元 ・ カ クキ ュー 八丁 味噌 
の フー ドコ ー ト に ある 。 人 気 の MISO 煮 
込み うど ん は 醸造 元 の 強み を 生か し 、 最 
高級 の 八丁 味噌 を 使っ た スー プ で コシ の 
強い うど ん と 具 材 を 煮込む お 。 ト ッ ピ ング 
は ゆば 天 、 エ ビ 天 な ど 。 
合 0564・21.1355 (カク キュ ー 八 丁 味噌 ) 
11:00 一 15:00、 不 定休 愛知 県 岡崎 市 八 
帖 町 往 記 通 69. 名 鉄 名 古屋 本 線 岡崎 公園 
前 駅 か ら 徒歩 5 分 








ーOOOー- よ ざ N 加 有 。 
つの の ー (GA り wtO 隊 下 省 





上 岡崎 城 か ら 西 
へ 八丁 ( 約 870m) 
の 距離 に ある カク 
キュ ー 八 丁 味 噌 

下 。 江戸 時 代 か ら 
続く 製法 を 守り 、 
重石 は 職人 が 一 個 
ずつ 手 作業 で 積む 








< 井田 公園 
葵 中 | 
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大 樹 寺 
文明 7 年 (1475) に 創建 。 松平 家 ・ 徳 川 
将軍 家 の 菩提 寺 で も ある 。 境内 の 松平 
八代 の 墓 、 室 町 時 代 後 期 の 多 宝 培 は 家 
康 が 建立 。 ま た 徳川 3 代 持 軍 ・ 家 光 が 
建立 し た 山門 、 家 康 の 木 像 と 歴代 将軍 
の 位牌 を 安置 する 位牌 堂 も ある 。 
1・3917/9:00 一 16:00、 無休 . 
・ 大 方 丈 は 400 円 愛知 県 岡崎 市 
嶋田 町 広 元 5-!/ 名 鉄 名 古屋 本 線 東 岡崎 
駅 か ら バ ス 15 分 の 大 樹 寺下 車 、 徒 歩 5 分 









右上 家康 お 手植え の シイ ノ キ 。 東西 
17m、 南北 13m に 枝 を 伸ばし て いる 
上 後 奈良 天皇 の 勅 額 が 掲げ られ て 
いる 定 永 18 年 (1641) 築 の 山門 


/ 


東 岡崎 駅 の 徳川 家康 公 像 。 家康 の 騎 
馬 像 と し て は 日 本 一 の 大 き さ だ 








F フラ 
ぢ 休 有 み 処 いち か わ 
岡崎 城 本 丸 了 居 曲輪 に ある 食事 処 で 、 味 噌 田楽 や 
味噌 カツ な どの 八丁 味噌 料理 を 提供 する 。 徳川 家 
康 、 本 多 忠勝 な どの 甲 責 を イメ ー ジ し た 武将 バフ 
エ も ユニ ー ク 。 徳川 家康 公 バ フェ は 抹茶 味 で 、 本 
多 忠 勝 バ フェ は 八丁 昧 噌 味 に な っ て いる 

人 0584-22-247911.00 一 夕方 水曜 休 / 愛 知 県 
崎 市 康生 町 515 名 鉄 名 古屋 本 線 東 岡 央 駅 か ら バ 
ス 5 分 の 康生 町 下車 、 徒歩 5 分 


和風 の 店 内 か ら は 江 
戸 時 代 に 築造 され た 堀 や 
石垣 が 望め る 。 左 "徳川 
家康 公 パ フェ 910 円 。 宮 
の 前 立て は 自家 製 ク ッ キ 
ー で 表現 し で いる 







れ を 康 元 崎 康 ま 住 の 
た 任 そ 公 年 で に た 職 眠 
まま すす ます 
信 浜 希 岡 生 し 歳 状 * 樹 
すす まま 
3 

対 へ は 燃 前 た 生き に 自 
時 *" 長 え に と 誕 に 論 害 
す 戦 男 る 新 い と 名 さき し 
る 国 の 25 設 え 再 前 れ よ 
* 最 信 歳 さそ 起 を 縛 う 
強 康 の れ う * 元 起 と 

と に 姿 た だ 家康 を す 
有 岡 で 徳 * 康 か 閉 る 
れ 委 あ 川 人 る は ら う 4 
ら 城 る 家 和 岡 家 る 人 





右端 の 丘陵 が 尊 城 跡 。 揚 島 正 則 の 領主 時 代 に 
3 層 の 天守 が 設け られ た 


こも 描か れ た 景勝 地 
5 い p 

阿 伏 兎 観音 ( 磐 台 寺 観音 堂 ) 
元 介 年 間 (15701573) に 毛利 放 元 が 借 寺 し た と 伝わる 。 
安産 ・ 子 育て の ご 利益 が ある と 信仰 され 、 堂 内 に 女性 
の 乳房 を な か た どっ た 絵馬 が 謗 納 さ れ て いる 。 内陣 格 天 
井 に は 、 幕 末 の 画家 ・ 藤 井 松林 な ど が 描い た 極 彩色 の 
百花 図 が 見 られ る 。 

守 084・987・3862/8:00 一 17:00、 無休 100 円 広島 県 
福山 市 沼 限 困 能登 原 賠 伏 売 1427-1 山陽 新幹線 福山 駅 
か ら バ ス 50 分 の 阿 伏 各 観 音 入口 下車 徒歩 15 分 

















岩 に 積ん だ 石垣 の 上 に 、 朱 塗り の 観音 堂 が 立つ 











た w 
計 。 
ー 県 
輌 の 浦 に は 格子 戸 の 町 家 や 土蔵 な ど 福 や 西 
が 並び 、 レ トロ な 町 歩き も 楽し め る 山 2 
市 加 」 車 


呈 、 ど 


W 愛 、| 
ツア 海 大 


天文 92 年 (1553) 覧 元 年 (1624)。 ( 還 クノ 





関ケ原 の 戦い 後 は 周防 ・ 長 門 (山口 
県 ) に 減 寺 自身 は 列 医 、 家 督 は 生 
男 の 秀 就 に 謀る が 二 頭 体制 で 蒲 政 を 


ーー 了 臨 の 









浦 丸 正 れ 利 

歴 ` 則 た 義輝 

昌一 委 可 先 

民 の 輌 関 の は 

俗 丸 城 ケ 居 副 

りら し の 

上 二の丸 表 御 門 に 続く 御 館 部 て 戦 港 に 

門 橋 。 平 村 、 多 門 槽 な ど は も と 拡 い を 任 

復元 され た も の あ 石 充 後 量 じ 

左 昭 和 33 年 に 再 填 さ れ る 垣 す "むら 

た 大 天守 。 館内 は 歴史 博物 が る 新 基 れ 

区 に なっ て いる 際 現 手 災 人 

毛利 輝元 が 新 時 代 に 向け 築城 在 の に い 

町 は 福 置 う 

広島 城 の 本 鳥 か “ 
天正 16 年 (1588) に 上 洛 し た 煙 元 は 山城 か ら 近世 城郭 へ 移る 
時 代 の 変化 を 感じ 、 太 田川 の 三角州 に 広島 城 の 築城 を 決意 

し た と 伝わる 。 翌年 筑 城 を 開始 し 、 天 正 19 年 (1591) に 入城 。 ん で 鯛 月 戸 日 

関ケ原 の 戦い で 敗北 し 、 城 主 の 座 が 福島 正則 に 替わっ た 。 な は し に 時 本 

人 082.221.7512/9.00-17.30 受 付 (12 一 2 月 は 一 16.30 受 付 ) 、 上 は は 代 に 

無休 370 円 広島 県 広島 市 中 区 革 町 21-1 "山陽 新幹線 広 味 を 網 江 港 の 

島 駅 か ら バ ス 7 分 の 合同 庁舎 前 下車 徒歩 8 分 わ 通 漁 戸 滴 構 

え じ も ゃ る 記 施 成 

る て 行 設 文 

“いわ 初 も 化 

9 

左 。 釈 堂 の 奥 に は 作 放 家 重要 し 町 ら 還 な 

主 玲 が 復元 し た 村山 水府 園 が 見 ら や 内 続 ろ っ 

れる 鯛 の く * て 

下 - 開 花期 は 釈 務 堂 の 刻 と 門 が 開 3 人 4 毅 

うし 人 ピ う を 
か れ 、 サ クラ 越し に 仏像 を 拝め る め 居 お 5 守 





用 


閑 の 浦 の 貴重 な 文化 財 を 守る 


安国 寺 


開花 期 に は ライ ト ア ッ プ も 。 





上 タイ の 頭 を ほぐし 、 麺 
と 一 緒 に 麺 つゆ で 味わう 
鯛 そう めん 1430 円 

右 店 舗 は 海 近く に あり 、 議 議 
大 き な 窓 か ら 仙 酔 島 や 弁 
天 島 が 望め る 
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可 . 避 電 (Y「 末 斗 」 交信 き 貞 S 味 翌 る 


> 届 S 沈 混 豆 いさ 


-(K 員 選 沙 S 甘 沙 守 








11 地 氏 後 戦 幻 
前 
肖 仁 全 視 代 誰 え 集 
し 太 還 是 京 あ 新 
っ N に 』 
た 多め 利 を っ の か 
* 軍 浦 義 追 た 浦 ら 
こ で に 昭 放 の 壮 
の あはは さ を 福 待 
全 い 名園 た 存 時 の 
族 そ 者 還 当 じ 貞 胃 
権 の ゝ 方 町 だ 古 と 
蘭 間 令 汗 姜 と 
地 を 僚 毛 府 う に て 
元 約 代 利 最 か に 栄 
の は 利 興 寺 伏 * 
着 こ 前 介し 仁和 
の の 軍 の た 音 岬 利 
シ ほ の 外 所 党 の 音 
ン か 総 交 国 ご 突 元 
ボ 大 僧 寺 と 端 ゆ 
ル タ 将 で が に か 
・ 暮 を ` い あ 安 立 り 
れ 引 彼 る 国 つ の 
に き の " 寺 同 ス 
明 受 説 安 恵 伏 ポ 
能 り る に き と 宜 ト 
を % よ 退 と 時 る 
人 
は 病 元 毛 再 谷 阿 * 


鎌倉 時 代 に 開か れ た 金 宝 寺 が 起源 で 、 室 町 時 代 な 084・982・3207/8.00 一 17: 
に 足利 聞 氏 が 現在 の 寺 号 に 改名 し た 。 国 の 重要 00、 不 定休 150 円 / 広 島 県 
文化 時 で ある 釈 遡 営 に は 、 阿 弥 陀 三 末 立 像 と 法 福山 市 町 町 後 地 990-1 山 
燈 国 師 学 像 が 礼 ら れ て いる 。 桜 の 名 所 で も あり 、 陽 新 幹線 福山 駅 か ら バス 30 


分 の 安国 寺下 下車 、 徒 歩 2 分 


名 物 の タイ 料理 は お 任せ ! 


活魚 料理 干せ 


地 魚 料理 の 人 気 店 。 鯛 づく し 会 席 は 
お 造り 、 天 ぷら 、 煮 付け 、 鯛 めし な 
ど 、 ひ と と お り の 料理 が 味わえ る 。 
白飯 に 咽 油 ダレ を 結 め た 刺し 身 を の 
せ 、 出 汁 を か ける 鯛 茶漬 け 御膳 ( 鯛 
天ぷら 付き )、 鯛 そ うめ ん な ども 。 
容 084-982-3165〆]1:30 一 14:30LO・18: 
00 一 20:30LO (月 曜 は 昼 の み )、 火曜 
休 広 島 県 福山 市 癌 町 半 552-7〆 山 
陽 新幹線 福山 駅 か ら バス 30 分 の 困 
の 浦 下車 、 徒 歩 5 分 





NT 光 お 宮下 し 
常 援 経 碑 時 時 衣 で 閣 公 匠 串 
G 尼 末 、 本 ので お 林 基 舞 " 了 ト 
詞 ぐ 祝っ け 交 つ し せ 置 財 G 二 選 ベ SG 
普 S ロ 詞 0 汐 日 年 選 っ 棚 肝 記 
S 








た 才覚 を も ち 、 
諸 将 の 多く を 味 


装 で 多く の 戦功 を 上 げ 


84 

で で 個 党 7 
1 

濾 医 水 宗 選 補 凶 応 選 己 ) じす 揚 * 
で 三 水 全 心得 提 罰 で 6 全う 
ペペ 腔 刊 9 つ レポ 忌 と トル ロカ の 舞 名 

B 形 Q で し 入居 し 刷 三 
執り で トヨ 境 G 剖 培 H で 
3 SH 組 KG 癌 層 り 
G 租 時 串 守 選 和光 生 忠 対 宮 





喘 
し 
曲 宮 
ぐ 





起 
交渉 力 に 優れ 
寺 き 入 れる な ど 、 活 躍 し た 。 


関ケ原 の 戦い で は 西 軍 | 


方 ( 


玉 


永 禄 4 年 (1561) 一 慶長 7 年 (1602)。 赤 備 
に 引 


えと 呼ば れ た 
る 。 特 [ 
虎 


た 小 


在 





媒 う で じろう KO" 

SU 公 田屋 司 内 公社 衣 G 鍋 由 叶 
悪 NWnG 林 叶 も 型 り 7 夫 呈 上 遇 
ジ G 絢 民 公 SN 注 誕 北 を 臣 浴 笛 で お 条 
きも 鶴 氏 U” 末光 人 人 い G 民 給 公 芝 
玉 nt@” 丸富 腔 人 生 で 幸 の つじ お Wi 
て ソ 上 潤 り 胃 朴 つ 層 窟 賞 の 光 要 " 疫 
ど 境 笠 SNV 人 SS 名 生 S 畠 襲 ら 誠 
臣 人 0 で 計り 会 ぐ 「 皇 填 鶴 」 り の 臣 沈 

っ he 鶴 付 " 鶴 簡 JJNS で レス 
代 っ 人 垣 党 会 PS 閣 二 SN 
る 8 





家 御 屋 へ 続く 商 下 
ん 


昌 
旭 
加 
EE 
3 
首 
基 
写 
団 
館 
馬 取 
玉 本 
選 


・ 半 記 が 葬 
ら 前 湯 寺 と 改 








日 休 
車 


岡 県 浜松 市 北 区 引佐 町 井伊 


竜 浜名 湖 鉄 道 気賀 駅 か 


竜 


ら 
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その 法 名 か 
井伊 家 の 菩 提 寺 と し て 歴代 


際 に 、 


た | 
め ら れ た 。 


天平 5 年 (733) に 地蔵 寺 と し て 僧 ・ 行 基 
5 日 と 18 月 82 一 


当主 を 祀る 。 直政 を 育て た 井伊 直 虎 が 
出家 し た 寺 で も ある 。 
人 き 053・542・0480.Z9:0 


が 開き 、 の ち に 直政 の 祖父 
月 1 


られ 
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文 五 十 定 英之 (P86 一 89) 





の どか な 里山 を 見 渡す 史跡 公園 
いい の ゃ 
クス 
井伊 谷 城跡 
井伊 谷 を 見 下ろ す 標 高 115m の 小高 い 山 に 築 か 
れ た 井伊 家 の 居 城跡 。 平安 時 代 未 期 に 井伊 家 初 
代 の 共 保 が 居館 を 置い た の が 始ま り と いわ れ て 


いる 。 現在 は 城山 公園 と し て 整備 され 、 堅 固 な 
土 婁 や 曲輪 跡 な ど が 歴史 を 伝え て いる 。 





上 キャ ベツ と 豚肉 の 旨 
味 が 凝縮 され た 餃子 は 10 
個 640 円 、20 個 1280 円 
右 - 浜 松 餃子 に 添え られ 
る モヤ シ は この 店 が 発祥 
だ と いう 





に 
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山頂 の 展望 台 か ら は 直 
政 が 過ごし た 井伊 谷 が 
一 望 で きる 


合 053-522-4920 ( 奥 浜 名 
湖 観光 協会 ) 静岡 県 泊 
松 市 北 区 引佐 町 井伊 谷 
天竜 浜名 湖 鉄 道 気賀 駅 か 
ら 車 5 分 


浜松 餃子 な ら 
石松 本 店 

昭和 28 年 に 屋台 か ら 始 まっ た と 
いう 浜松 餃子 の 元祖 。 た っ ぷり の 
キャ ベツ と 地元 産 の 豚 モ モ 肉 を も 
ち も ち 食 感 の 皮 で 包ん だ 餃子 は 、 
あっ さり ジュ ー シ ー な 味わい が 特 
徴 。 少し 甘 め の 特製 タレ が より 旨 
味 を 引き 出し て いる 。 

会 053.586・8522.〆11:00 一 14:00LO・ 
17:00 一 20:00LO ( 填 - 日 曜 - 祝 日 は 
11:00 一 21:00LO)、 無 休 静 岡 県 
浜松 市 北 区 平 口 252-1 遠州 鉄道 
浜北 駅 か ら 車 7 分 





現在 は 浜松 城 公 園 と し て 
公開 。 昭 和 34 年 に 再建 
され た 天守 閣 が そびえ る 





秀 吉 と 直政 が 幼少 期 を 過ごし た 

本 6 
頭 陀 寺 
大 宝 3 年 (703) 建 立 。 か つて 門前 に は 今川 家 に 仕え た 松下 
家 の 屋 敷 が あり 、 直 政 の 母 が 再婚 し 、 直 政 も 松下 姓 を 名 
乗っ た 。 幼 い 豊 臣 秀 吉 が 初め て 仕官 し た と も いう 。 客 殿 
の 歴史 資料 館 で は 、 秀 吉 や 家康 の 資料 や 寺宝 を 展示 。 


合 053-463-8170 境 内 自由 ( 客 殿 ・ 歴 史 資 料 館 は 9:00 一 
16:00、 無休 。300 円 ) 静岡 県 浜松 市 南 区 豆 陀 寺町 214 


東海 道 新幹線 浜松 駅 か ら バス 8 分 の 頭 陀 寺下 車 、 徒 歩 5 
分 





本 尊 は 薬師 瑠璃 光 名 来 像 。 
毎月 8 日 の 御 縁日 に は 八日市 を 開催 


直政 の 先祖 に よっ て 開 旦 が 
進ん だ と いう 久留 女 木 の 棚田 





若き 家康 が 過ごし た 名 城 
浜松 城 
武田 信玄 に 対抗 する た め 、 徳 川 家康 が 元 電 元 
年 (1570) に 築城 。 29 歳 か ら 45 歳 まで の 17 年 間 
を 過ごし た 。 直政 が ここ で 家康 の 小姓 と し て 
仕え 始め た の は 天正 3 年 (1575)、 15 歳 の と き の 
こと 。 天守 痢 で は 家康 関連 の 歴史 資料 を 展示 。 
谷 053・453・38728:30 
ー16:30、 無休 200 円 
静岡 県 浜松 市 中 区 元 
城 町 100-2/ 東 海道 新 
幹線 浜松 駅 か ら バ ス 5 
分 の 市 役所 南下 車 、 徒 
歩 6 分 


新 失 見 橋 か ら 後 楽園 越し に 岡山 城 方 面 を 望む 。 
秀 家 は 旭川 の 流れ を 改修 し て 天然 の 外堀 に し た 。 
dt や aukeikitCaM7: じ 12 エモ ュ オ 】 


ヒ krki 








岡山 市 の 総 鎮守 
岡山 神社 


清和 天皇 (850 一 881) の 時 代 に 、 の ち に 賠 人 】 
山城 が 築 か れる 丘 の 上 に 創建 。 天正 元 年 
と (1573)、 秀 家 が 城 を 築く に あたっ て 現在 


上 ノ 江 戸 時 代 に 池田 織 設 に コ 5 地 に 居 座 し 、 岡 山城 の 守護 神 と し て 崇め PA 






よっ て 閉 て られ た 間 門 の た 。 本 暴 は 秀 家 が 、 拝 農 は 関ケ原 の 戦い 
隊 和 門 後に 城主 に な っ た 小早川 表 秋 が 建立 。 
右 旧 本 殿 は 空襲 で 焼け 、 着信 086.222.7198/ 境 内 自由 岡山 県 岡山 
その 跡 地 に 昭和 33 年 に 本 市 北 区 石 関 町 8.33 山陽 新 幹線 岡 山 駅 か 
屋 、 昭 和 50 年 に 拝 典 を 再建 ら 路 面 電車 11 分 の 城下 下車 、 徒 歩 5 分 










が 。 じ 当 敗 が 伊 1 の し どの た の 四 中 知 を ーー 

区 た 坦 定 東 較 万 画 て 関 い 字 武 国貞 ら 通 証 \ 二 

秀臣 と で し 軍 長 7 大使 ケ ヶ 豊 を 衣 功 や 松 れ じ ⑱ 

衣 虹 いら 明 た に 遇 0 経 川原 記す のり 年 攻 城 て を 圧 四 \ 辻 

の 権 う 歳 * 味 0 党 家 の 政 え の 上 州 攻 い 豊 生 城 う 

指 下 " ま の 方 を 0O と 康 戦 権 い 購 げ な め る 臣 ま 主 6 

導 で 下 ち し 牙 人 し 前 い の 放 も て と ど に い 家 れ だ 

を 栄 生 に た 略 の て 罪 で 重大 も 秀 の 加わ に た っ 

受 華 き 八 こし 兵 挙 の は 鎮 老 厚 電 征 ちず 尽 宇 た 

け を 長 丈 と た を 兵 潤 石 て の へ の 僚 っ か く 在 宇 

近 ら 鳥 に が 9 田 と 2 省 ら に 0 し 名 較 天正 元 年 (1573) 一 明 暦 元 年 (1655)。 
う え )g こ た の 死 % 信長 か ら 
いで 左 本 っ う 合 誠二 徐 成語 た か 統 念 を で 電 穴 島 。。 ancmuemc eumm 
の た 半生 用 見 果 と し じ の を で じ 吉 と の の 征伐 朝鮮 出兵 で も 活躍 する も 、 
が 3 2 だ 秀 ト また る の し 生 次 関ケ原 の 戦い で 敗走 。 八 丈 島 に 流 
前 介 前 れ 没 衝 や の 時 証 * を た えん 々 め 倫 て 涯 男 され 、 在 島 49 年 で 死去 。 
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秀吉 に よる 水 攻 め の 舞 台 
備中 高松 城 直 公 園 


天正 10 年 (1582)、 毛利 氏家 臣 の 清水 宗治 が 88.287.5554 (高松 才 公 





料 


守る 備中 高松 城 を 秀吉 が 水 攻め で 攻略 し た 館 )/7:00 一 18:00、 無休 (資料 館 は 10: 
古 電場 中 。 10 歳 の 秀 家 が 初陣 を 飾っ た 戦 で 00-1500. 月 休 。 無料 )" 癌 山県 剛 
も あっ た 。 園内 に は 水 攻め の 様子 を ジオ ラ 目 市 北 区 高松 51-1ZJR 古 代 線 備中 
マ で 解説 する 資料 錠 も ある 。 再 槍 か ら 徒歩 10 分 





城下 町 の 繁栄 を 図っ た 秀 家 が 、 山 陽 道 を 引き 入れ る た 
め に 架橋 し た 京橋 。 現在 の 橋 は 大 正 6 年 (1917) 部 築 


左 白木 の カ ウン ター で 
清潔 感 あふ れる 店 内 。 テ 
ー ブ ル 席 も ある 

下 - マ マカ リ や サワ ラ な 
ど 、 ひ と 手間 加え た 材料 
が 入る 岡山 ば ら ず し 





⑯ 自身 の 命 と 引き 換え に 家臣 を 守っ た 清水 宗治 の 首 塚 
人 園内 の 出土 品 や 水 攻め の 様子 を 紹介 する 高松 城 公 園 資料 館 
⑬ 約 7000m の 広大 な 堀 を 中 心 に 広がる 園内 は 四季 の 花 も 美しい 








江戸 時 代 の 味 を 再現 し た 名 物 あ らし ず し 


難 寿 司 さん す て 岡 山 店 


明治 45 年 (12) 創業 、 岡 山 を 代表 する 寿司 の 老舗 。 
名 物 は 、 城 下 に 位 約 令 が 敷 か れ た 江戸 時 代 の 料理 を 
再現 し た 岡山 ば ら ず し 1980 円 。 生 も の は 一 切 使わ 
ず 、 酢 締め や 煮 焼 し た 海 の 幸 ・ 山 の 幸 が 美しく 盛 
られ て いる 。 

合 086-227・7337 プ 11:00 一 21:30LO、 無休 "岡山 県 岡 
山 市 北 区 駅 元町 1-1 さ ん す て 岡 山 2F.” 山 陽 新幹線 岡 
山 駅 下車 すぐ 




















悲 が 外 代 町 往 建 4 山 
運 あ に 本 割 秀 時 だ 年 城 
の る は 殿 り 家 の が 11 だ 
武 " 初 を を が 姿 `' 月 * 
持 ゅ 陣 寄 行 近 を 野 ッ ま 3 
の か と 進 っ 世 よ 面 # で 層 
| 生 り な し た 的 く 積 改 6 
< 涯 の っ た 市 な 伝 み 修 階 
條 に 地 た 岡 街 城 え の 工 の 
回 思 を 備 山 地 郭 て 石 事 水 
本 い め 神 に い 垣 市 楼 
- 昌 -W を ぐ 高 社 は 想 る や ご 形 
晶 り 稚 を に 本 人 は 天 
せ な ど 秀 基 昭 守 
よぶ 寺 が 家 づ 掘 和 二 
う が を な い が い 割 の 偽 
"ちら ど 郊 初 て が 再 和 
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藤堂 高虎 


Es ゆか り の 地 


災 / 
/ 





ー の 弘治 2 年 (1556) 一 寛永 7 年 (630) 。 関 
ケ 原 の 戦い で は 徳川 方 に 付き 、 戦 功 
津 城跡 に 隣接 する 高山 神社 は 、 高虎 を 祀る 。 市 民 を 上 げ る 。 外 様 大 名 で あり な が ら 初 


の 氏神 と し て 信仰 を 集め 、「 高 山 さ ん 」 と 呼ば れ 親 し 代 津 藩主 に な る な ど 、 徳川 家康 が 高 


まれ て いる く 評価 し 、 重 用 し た 。 町 の ) 


築城 の 名 手 の 遺 構 が 残る 
yh 計 
津 城跡 (な 城 公園 ) 
天下 8 年 (1580)、 織 田 信長 の 弟 ・ 信 
包 が 築城 。 高虎 が 伊予 の 今治 か ら 移 
詩 し 、 鹿 長 16 年 (611) に 大 規模 な 改 
修 を 行う 。 明治 4 年 (1871) に 廃 城 と 
な る 。 園内 に は 日 本 許 還 と 西国 上. よ カ 、 西 の ヵ 、 内 考 の 一 部 を 残 
が あり 、11 月 下旬 は 紅葉 の 名 所 に 。 の みた が 、 復興 さ れ た 角 拉 が 往時 
富 059・246・8020( 津 市 観光 協会 ) 三 を し の ば せる 。 右 噴水 付近 に 立つ 
重 県 津 市 丸之内 287 近鉄 名 古屋 線 津 武者 変 の 藤堂 高虎 像 。 近く に は 遺訓 
新町 駅 か ら 徒歩 10 分 を 記す 石碑 も ある 7 

























導 な 伊 行 初 に 吾 : の 勝 っ の と ゃ ふ 
時 人 美 ど 勢 う 津 代 も 継 寝 敗 高 た 宿 歌 
名 し ` 参 と に 津 功 を 返 に 虎 の 場 わ 2 
の さき 伊 宮 と 移 藩 を 討 り 大 は が 町 れ 勢 戸 
業 る 勢 の も 封 主 拳 つ を き 関 藤 と る は 時 
は 知 衝 災 に し と げ / 画 な ケ 堂 し ょ 旭 代 
ひら 5 道 音 た な 定 影 原 高 て う で の 
を る を 道 城 高 っ 度 の し 玖 の 虎 栄 に も 民 
わが 撃 を 下 虎 た 長後 ' を 戦 だ えい つ 詩 
# 備 城 町 は "13 い 秀 与 い “た 津 津 合 
人 時 
米 引 借 の 1 最 と 小川 の 範 多 当 
人 0 ま EME まき 
高虎 が 中 興し た 秀作 飼 き 全 大 男 人 有 ラ 痕 ち 
室 徳 太 チ ゆか り の 古寺 交 る し を に ど 谷 秋 き く 拝 ご 伊 
四天王 寺 
聖 徴 太 子 が 建立 し た 4 つの 四天王 寺 の 
ー つ 。 幾度 も 戦火 に 四 い 盛衰 を 繰り 返 へ 導 ま る 技 昌 当 、 肖 下 基 人 人 供 
と は 前 - 画 5 津 術 に 
ーー う 歴 ん 寺 出 城 を 積 の 城 " 城 は ず 行 行 
SB ー ド 本 堤 は 平安 時 代 の 作 久 昌信 寺 と 池 台 は 穫 し がき 約 
虎 に よっ て 再建 され た 。 聖 徳子 像 や しぶ 。 る 楽師 如来 像 散 ど 徒 社 の る 上 垣 明 城 二 め ら 交 が 
薄 師 如来 像 、 衣 堂 高虎 ・ 夫 人 像 は 国 指 。 還 の 秋 要 文 人 時 歩 の 歩 が 南 こ げ が 治 の 条 ` が う 通 
定 重要 文化 財 。 を 者 還る 伺 と る 虐 准 名 城 最 宿 
059.228.6797/6001800 (11 月 18 和 グ 内 り る あ 交 品 才 人 由 面 人 
3 日 の 秋 の 間 特別 拝観 期 間 は 21: み ル あ 高 いき 特 て ば 弥 の 城 な と 
30) 、 無休 無料 三重 県 津 市栄 町 |-8 た メ る 虎 高 る 角 い 解 え 改 っ し 導 
98 JR 紀勢 本 線 当 駅 か ら 徒歩 11 分 E い を "が 虎 貴 で る 体 ら 修 大 た て 質 
伊勢 道 の 旅 人 を 見 時 ろう 人 を 昌 し こさ きれ 和 を 定 7 第 合 
導 っ 沈 守 わな 和 建 祭 な 高 高 紀 た 築 米 評 
は の な も や た と 指 の 直 な を 倍 や る や 
2 半 ymW 全 催す だ 条 が 竹 暫 澤 * 直 


はちまん] と 呼ば れる 名 物 華子 
蜂蜜 まん 本 舗 星 まん 一 個 60 円 は 、 


津 市 民 の ソウ ルフ ー ド に な っ て いる 
昭和 28 年 創業 。 看板 菓子 の 蜂蜜 まん は 、 養 明 場 を 営む 親 
戚 を も つ 初代 が 「 ハ チミ ツ を も っ と 身近 に 」 と いう 思い 











る き 

か ら 作 り 出し た 銀 豆 店 内 で 焼い て お り 、 皮 は も ち も ち ro 

で 番 ば し く 、 な か の こし あん は あつ あっ 。 の 

容 059・228・3012/9:30 一 17:00、 水 曜 ・ 第 4 木曜 休 。/ 三重 フ に し た シン 

県 市 大 門 8-5JR 紀 勢 本 線 津 駅 か ら バス 6 分 の 三重 人 ボル マー ク も 
館 前 下車 すぐ か わい い 

友 は パリ ッ 、 身 は ふっ くら ウナ ギ を 燕 さ 

0 上 ず に 直 火 で 焼 

大 観 亭 支店 栄町 本 店 く の で 、 焼き 

食 業 約 0 年 の 老舗 。 注ぎ 足し て 使う タレ と 淡 っ 王 de 


火 焼 き に よっ て 、 関 西風 蒲焼 き 特 有 の バリ ッ 
と し た 香ばし い 皮 と 、 肉 厚 で ぶっ くら と し た 
身 に 仕上 が る 。 う な ぎ 飯 や お 茶漬 け な ど 味 の 
秋 化 が 楽し め る ひつ まぶし (中 )2750 円 も 人 気 。 
谷 059-225-3445〆11:00 一 14:00・17:00 一 売り 
切れ 次 第 終了 土曜 休 - 月 曜 不定 休 三 重 県 津 
市 栄町 2-478/JR 紀 勢 本 線 津 駅 か ら 徒歩 3 分 
















うな 重 (中 ) 吸い 物 ・ 漬 物 付 き 2090 円 
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園 じ 避 朋 

ピー 豆 久 る BB 了 

4 ー 品 刀 入 尽 革 

る 8 

ーー ド 孝和 

/9) 容 上 呈 時 時 

N で < 示 合 軸 る 記 凍 つ 

ーー ら G 福 准 妃 昭 

5 芝 星 双 GG つ 堅 

時 昼 己 財 日 じ 

い N 葉 区 衝 

0 ジン ーー ss 
ジジ デー 


デ 





も な っ て いる 


取 報 記 匠 握 NSQ 画 名 織 政敵 ” 所 上 MMd や 如 暇 G 灯 到 二 午 史 軒 英 や や NO 


本 、 仙 Wo 窒 征 選 蹴 吾 装 
ーー 江 G 湖 器 訂 公 剛 い " 穴 田 表 四 
中 G 個 くり ろ で で お 濯 融 せ 4A 人 つろ 
抽 和 0 

商 記 せ 問 や GS 宜 周 人 ROSA 委 7 
要 ト 或 G 窒 っ S 舞 陣 会 や マ 時 ので" 
吾 回 届 お お 究 う せ 親 忌 周 財 二 写 
背 さ し っ や 篤 ^ 較 党 り つじ 愛 つじ 
っ お る 中 三 帳 芝 人 大 時 的 つ お りり 
EYEKtEN PS 

展 財 G 葵 記 矢 68 求 つね 科 全 し 7 軸 
結 り つじ 的 宮 つ ね 忠 競 持 せ 究 替り 司 
jst" 豆 本 史 戸 つね 激 計 せ 7 泥 R ロ 
十 了 も ne 雪 財 選 王 下 演じ 季 表 お 
うに YNSEct EN) 
和 宜 し 9 選 ^ )J6 窒 溢 せ 「 臣 和 弄 
0 口 」 の つじ 秋 Q で NO JJ 唱 NG 

叶 豆 課 也 県 抽 剛 計 記 し 会 思 
導 獣 りう ろ 心 民 記 に 才 公 人 夫 N67 で せく 
己 誤 涯 避 王 否 党 つじ 鹿 ① じ 0 折 識 





左 廃 仏 明 釈 の 際 、 義 弘 の 位牌 は 信者 が 運び 出し た と いう 








ら の 菩提 寺 と 定め 1 
境内 自由 鹿児島 県 日 置 市 伊集院 右 九 州 四 十 九 院 薬師 直 場 第 26 番 札所 


こと で 栄え た が 、 明 治 2 年 (1869) の 廃 仏 暖 釈 に よ 
町 徳重 521 JR 鹿児島 本 線 伊集院 駅 か ら 徒歩 6 分 


っ て 廃寺 と な り 、 7 年 後に 現在 の 場所 で 再興 する 。 島 
津 4 兄弟 と 関ケ原 の 戦い で 義弘 の 身代わり と な っ て 


戦死 し た 鞭 の 豊 久 の 位 腫 も 納め られ て いる 。 


約 630 年 前 の 創建 。 義弘 が みず か 





炒 円 寺 
会 099・272・2441 


た 


92 


島津 義弘 の 武勇 を 伸 示 





贅 円 寺 語り 

健夫 の 信 業 を 称え 、 自 由 参 

加 の 市 民 た ち が 鹿 児島 市 の 照 鳥居 を くぐる と 木立 に 包ま れ た 社殿 が 立つ 。 
國 神 社 か ら 日 置 市 の 徳重 神社 勝負 ご と の ご 利益 が よく 知ら れる 

まで の 約 20km を 歩い て 参拝 す 、。 5 の 

る 。 直行 列 は 日 市 内 中 本 者 の 天 持 に が Z 陸 を 願 け 
部 の 約 1km。 鹿 児島 県 三 大 行 徳重 神社 


事 の 一 つ で 、 毎 年 10 月 第 4 日 
曜 と 前 日 に 開催 され る 。 





義弘 の 昔 提 寺 で あっ た 妙 円 寺 が 廃人 駅 で 廃寺 
に な っ た た め 、 そ の 了 蹴 地 に 義弘 を 奈 神 と する 神 
社 と し て 、 明 治 4 年 (1872) に 創 如 さ れ た 。 外 
寺 に 安置 され て いた 義弘 の 林 像 は 徳重 神社 の ご 
- 神体 と な り 、 妃 円 寺 語り の 舞台 も 移っ た 。 
099.272・3975 境内 自由 鹿児島 県 時 市 伊 
見 学 や 買物 の 合 集 院 町 徳重 1786 JR 鹿児島 本 線 伊 入院 択 か ら 
間 に 利用 し た い 徒歩 5 分 


地 鶏 の ガラ で と っ た スー プ に 生薬 を 煎じ た 
わか め ス ー プ や 季節 の 薬 膳 茶 も 付く 
















鹿 長 3 年 (1598)、 豊 臣 秀 吉 の 2 度目 の 朝鮮 出征 
の 際 に 朝鮮 か ら 連 れ て こら れ た 陶工 を 祖 と し 、 
現在 は 15 代 目 と な る 薩摩 焼 の 名 跡 。 初代 か ら 現 
代 ま で の 歴代 の 作品 や 、 古 文書 や 図案 な ど を 展 
示す る 沈 家 伝 世 品 収蔵 庫 を 併設 する 。 

会 099-274・9358〆9:00 一 17:00、 第 1・3 月 曜 休 








2 無料 ( 沈 家伝 世 加 居 庫 は 500 円 鹿児島 県 日 
沈 叶 官 茶 察 美山 軸 東 市 来 町 美山 1715/JR 鹿 上 島本 線 伊 集 院 


か ら 車 8 分 





沈 副官 窯 敷 地内 に ある 茶寮 。 ラ ンチ は 沈 
刺 官 味 の 器 で 供 され る 薬 膳 料理 。 黒 に ん 
に く を 使っ た 肉 味噌 と 季節 の 野菜 の ナム 
ル 、 十 六 穀 米 な ど が 付く 薬 膳 ビ ビン バ 
8200 円 が 人 気 だ 。 11 時 一 と 13 時 一 の 2 部 












制 で 14 時 30 分 か ら は 喫茶 タイ ム 。 族 訂 焼 に は 白 座 と 黒 護 の 

人 099-201・320611:00 一 16:30LO、 月曜 麻 が ある 。 写真 は 、 お 湯 右 15 代 の 沈 考 官 氏 。 海 外 で も 数 多く の 作品 展 を 開催 し 、 
休 鹿 児島 県 日 革 市 東 市 来 町 美山 1715 割り の 焼酎 の 味 を まろ や 高い 評価 を 得 て い る 。 左 / 黒 薩摩 は 登り 穴 で 焼く 。 登り 窯 
JH 鹿児島 本 線 伊集院 駅 か ら 車 8 分 か に する 黒 茶 家 8800 円 を 使っ て いる 窯元 は 県 内 で も 希少 だ 



























と わ 工作 た 鮮 義 区 を 
し り 関 芸 り * 人 弘 は 伊 健 
て を ケ 品 出 美 技 は ` 集 び 
愛知 原 と し 山 術 ` | 沼 計 
さる の し い 地 者 朝 く 駅 偉 
日 れ と 戦 て や 区 鮮 か 業 
時 る いい ぃ 珍 が で 士 出 寺 ら を 
8 殖 島 の 重 て は 分 征 元 北 称 
集 由 津 功 さ ` 陶 を の が 西 え 
ss 美山 地区 は 薩摩 焼 の 里 。 寮 元 が 義 績 れ 鹿 工 与 際 集 4 る 
境 外 園 。 や = 僅 。) や クラ フト 工房 ショ ッ ズ 飲 わ 弘 や て 児 た え に ま km も 
生 量 、 罰 。 食 店 な ど が 立ち 並び 、 そ ぞ ろ 歩 か が 薩 い 鳥 ち ` 連 る ほ / の 
代表 る 郷 座っ を が 産 れ 薩 ど " 
MI デバ 気 土 焼 た 代 薩 業 て 摩 の 
谷 一 | が の と “ 表 摩 を き 焼 美 > 
由 す 偉 の す 焼 促 た の M 山 f 
る 人 関 る を し 朝里 地 
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愛海 に 浮か ぶ 天 空 の 城 
越前 大 野 城 穫 Ba 鍋 


織田 信長 より 領地 を 与え られ た 金森 長 
近 が 、 天正 4 年 (1576) か ら 4 年 を か け て 
築城 。 現在 の 城 は 昭和 43 年 の 再建 。 晩 
秋 か ら 春 に は 天守 が 雲海 に 包ま れる 。 

容 0779・66・1111( 大 野市 観光 交流 課 ) 

9:00 一 17:00 (1011 月 は 一 16:00、 早 朝 に 
開館 する 場合 あり )、12 一 3 月 休 プ 300 
円 御 城 印 名 300 円 )" 福 井 県 大 野市 城 
町 3-109JR 越 美 北 線 越 前 大 野 駅 か ら 
バス 15 分 の 大 野 六 間 下車 、 徒 歩 20 分 





城 & 御 城 


城 は 町 の 歴史 の 証人 で あり 、 城 主 は 郷土 の 誇り た 。 
城 を 知る こと は 、 そ の 町 の 文化 を 知る こと で も ある 。 
登城 記念 に 、 





天正 6 年 (1588)、 黒田 官兵 衛 ・ 長 政 親子 が 築城 に 
着手 し 、 細 川下 興 が 完成 させ た 城 。 長 政 は 関 ケ 原 
の 戦い の 功労 者 と し て 、 徳 川 家康 か ら 子 々 孫 々 ま 
で 罪 を 免除 する と いう 御 感状 (感謝 状 ) を 授かる 。 
人 0979-82-3651 9:00 一 17:00、 無休.400 円 ( 御 城 
印 300 円 、 月 30 枚 の 限定 版 800 円 ) 大 分 県 中 津 市 
ニノ 丁 本 丸 JR 日 豊 本 線 中 津 駅 か ら 徒歩 15 分 











武将 や 城 の 名 を 記し た 御 城 印 を 集め て みよ う 。 





天下 分 け 目 の 合戦 と いわ れ た 関ケ原 の 戦い 。 
兵 を 率い た 武将 は 、 勝 敗 に よっ て 運命 が 大 きく 変わ っ た 。 
関ケ原 の 戦い に 参戦 し た 武 持 ゆ か り の 地 を 訪ね れ ば 、 
城 の 歴史 や 往時 の 勢力 、 武 持 の 生き ざさ まさ えも 見 えて くる 。 





江戸 時 代 の 本 丸 が 現存 する 


東 / @ 





宣 / 高知 城 押 内 和 陸 2 
/ 馬 66OU) に 条 務 に 着手 し 、 慶長 年 (603) 家 * 


に 初代 藩主 ・ 山 内 一 豊 が 入城 。 慶長 16 年 (1611) 

に 城郭 が 完成 。 天 守 は 寛延 2 年 (1749) の 再建 。 

本 丸 の 建造 物 が 完全 に 残る 唯一 の 城 だ 。 

合 088・824・5701 9:00 一 16:30 受 付 、 無 休 . ぞ 480 円 ( 御 城 印 200 円 ) 
高知 県 高知 市 丸ノ内 1-2-1/JR 土 計 線 高知 駅 か ら 路面 電車 5 分 

の は り ま や 橋 で 乗り 換え 4 分 の 高知 城 前 下車 、 徒 歩 5 分 


ーー 


江戸 時 代 最 後に 鞍 造 され た 天守 重 
松山 城 [加藤 細 明 ] 


伊予 国 10 万 石 の 大 名 で あっ た 加 共 間 明 が 、 関 ケ 原 の 戦い の 戦 
功 に より 20 万 石 に 加増 され 、 慶長 7 年 (1602) に 策 城 開始 。 安政 
元 年 (1854) に 再建 落成 し た 天守 は 、 江戸 時 代 最後 の 城郭 建築 。 
全 089-921 -4873/8:00 一 16:30 受 付 (時 
期 に より 異な る ) 520 円 (登城 記念 待 
300 円 ) 愛媛 県 松山 市 丸之内 伊予 
鉄人 松山 市 内 電車 大 街道 電 停 か ら 徒歩 還 
5 分 の 東雲 口 か ら ロ ー ブ ウ ェ イ 3 分 の 長 力 
者 ヶ 平 下車 徒歩 10 分 (天守 ) cg 













約 500 年 前 の 築城 。 天正 12 年 (1584) に 城主 と な っ た 
脇坂 安治 は 、 関ケ原 の 戦い で は 当初 西 軍 と し て 参戦 
し て いた が 、 東 軍 に 寝返る 。 三 上 熊 山 の 山頂 に は 、 昭 
和 3 年 に 復元 され た 模擬 天守 が 立つ 。 

合 0799・22・3321( 洲 本 市 商工 観光 課 )、 無 休 。 無 料 ( 御 
城 印 800 円 )/ 兵 本 市 小路 谷 1272-2JR 山 陽 本 
線 舞子 駅 か ら バ ス 1 時 間 の 洲本 バス セン ター 下車 、 
車 15 分 














訪 / 


鶴丸 城 と も 呼ば れる 美しい 
家 久 ] ュ / 





鹿児島 城 [ 記 隙 昼 G 
島津 義弘 の 実子 ・ 忠 恒 ( 家 久 ) に よっ て 、 慶長 
6 年 (601) 頃 に 築城 され 、 明治 4 年 (1878) の 廃 
藩 置 県 まで 島津 氏 の 居城 だ っ た 。 薩 英 戦争 や 
西南 戦争 な どの 舞台 に も な っ た 。 

谷 099・222・5100〆9:00 一 17:30 受 付 、 月 曜 ( 祝 
日 の 場合 は 翌日 ) ・ 毎 月 25 日 (土日 曜 の 場合 
は 開館 ) 休 ./400 円 (城郭 符 300 円 、 宙 の 駅 な 
099・286・8464 で 販売 )" 鹿 児島 県 鹿児島 市 城 
山 町 7-2JF 鹿 児島 本 線 鹿 児島 駅 か 市電 3 
分 の 市 役所 前 下車 、 徒歩 7 分 





自警 城 と 早 ば れる 
界 文化 遺産 


能 路 城 (池田 交 政 ] 


元弘 3 年 (1333)、 赤 松 氏 が 築い 
た 砦 が 始ま り と いう 。 関ケ原 の 
戦い の あと 、 姫路 52 万 石 に 加増 
され 池田 輝政 が 姫路 城主 に な る 。 
元 和 4 年 (1618)、 本 多 忠政 の 丁 
の 丸 造 営 で 、 現 在 の 姿 が 整う 。 

会 079-285・1146/9.00 一 16:00 受 付 、 無 休 プ 1000 
円 ( 御 城 印 300 円 ) 兵庫 県 姫路 市 本 町 68 山陽 新 
幹線 姫路 駅 か ら バス 5 分 の 大 手 門下 車 、 徒 歩 5 分 
















ー:』 
攻め に 年 えた 難攻不落 の 城 7 
筐 城 股 


室町 時 代 中 期 の 築城 (現在 の 城 は 復元 )。 
天正 18 年 (1590)、 豊 臣 秀吉 の 命 を 受 
けた 石田 三成 の 軍勢 に 攻め られ た が 面 上 
え 抜 いた 。 家 康 の 関東 入 府 後 は 、 家康 
の 四 男 ・ 松 平 下 吉 が 忍 藩 の 城主 と な る 。 
谷 048・554-59]1 1( 行 田 市 郷土 博物 館 )/9:00 一 16:30、 月 曜 
(祝日 の 場合 は 開館 )* 祝 日 の 翌日 ( 土 ・ 日 曜 の 場合 は 開館 ) と 
第 4 金曜 (テーマ 展 ・ 企 画展 開催 中 は 開館 ) 休 200 円 ( 御  * 
城 印 800 円 ) 埼玉 県 行田 市 本 丸 17-23<JR 高 崎 線 行田 駅 。 
か ら バ ス 23 分 の 忍 城 寺 ・ 和 郷土 博物 館 前 下車 すぐ 








戦国 時 代 未 期 に 毛利 氏 が 築い た 城 が 始 
まり 。 毛利 勝信 は 関ケ原 の 戦い に 西 軍 
と し て 参戦 し た が 敗北 。 の ち に 細川 忠 
興 が 入城 し 、 慶長 7 年 (1602) か ら 7 年 の 
歳 月 を か け て 築城 を 行う 。 

谷 093-561-1510 プ 900 一 18.00 (11 一 3 月 
は 一 17.00)、 無 休 ,/350 円 ( 御 城 印 300 円 ) 
福岡 県 北九州 市 小倉 北 区 城内 2-1 
JR 鹿児島 本 線 西 小倉 駅 か ら 徒歩 10 分 


4 
徐 / ォ 
/ 国宝 犬 山城 [fi 用 南洋 
室町 時 代 の 天文 5 年 (1537) の 前 。 芝 広 
填 。 関ケ原 の 戦い で は 、 秀 吉 の (1 
家臣 で あっ た 城主 ・ 石 川上 清 が 
h 


西 軍 と し て 従軍 。 元 和 3 年 (617) 


に 成瀬 正成 が 拝領 し 、 天 守 な ど 赤 / 
の 改良 が 加え られ た 。 ) 
-171Z900 一 16:30 受 付 、 無休 .〆550 円 ( 御 城 印 300 
円 、 大 観光 案内 所 人 558-61-6000 で 販売) 愛知 県 犬 


山 市 犬山 北 古 券 65-2/ 名 鉄 犬山 線 犬山 遊園 駅 か ら 徒歩 15 分 





川沿 い に 立つ 
















朋 
系 井伊 直政 @ 徳川 家康 @ き 
軍 い 西 軍 だ っ た 鍋島 勝茂 が 、 家康 の 名 の 右側 に は 、 
直政 を 賞 殖 し た 言葉 が 数 多く の 遺訓 の な か で 過 
書か れ て いる 。 戦 将 の も 最も よく 知ら れる 文 ぎ 
符 プ レミ アム 600 円 、 戦 言 が 記さ れ て いる 。 戦 た 
将 の 符 300 円 将 の 符 300 円 p 
ーーー+ 必 
束 
? 
RG 電 ! 
る の ま 
3 
6 
人 
3 
束 / 
重 
細川 恵 興 o / 
関ケ原 の 戦い 後 の 論 功 行 賞 で 中 
前 国 に 入っ た 。 中 津 城 か ら 小倉 
城 に 移り 、 小 倉 初 代 藩主 と な 
る 。 武将 印 500 円 
箇 / 
近 時 藤堂 高虎 @9 / 
石田 三成 @ 武 交 名 が 控 其 され た 武 印 。 戦国 時 代 に 洲 井 長政 や 男 臣 秀吉 な ど 、 
家紋 や 花押 な ども 記さ れ て いて 、 何 度 も 主君 を 変え た 高虎 を 表し た 言 
西 軍 の 実質 的 な 大 和 。 島 。__+ 隊 尊 に が 
た お た に 和 和 に 本 武将 の 活躍 に 思い を 馳せ よう 本 が 印象 的 。 戦 持 の 符 300 円 
問 し た が 敗北 。 大 谷 吉 
継 ・ 真 田 信 繁 の 武 換 印 と ーー 玉 
セッ ト 1000 円 細 2 
吉川 広 家 @ 


天正 19 年 (1591) か ら 炉 子 城 
を 築城 。 関ケ原 の 戦い 後 の 改 
易 で 完成 を 見 られ な か っ た 。 4 





ペア 

? 武将 印 330 円 ロ 

プ あ 8 本 

人 ーー っ 徐 を 。。。。 上 着 
ョ 鳥 左近 e / Pacm ら 、kO= 


三成 の 軍師 。 関ケ原 の 戦い で は 、 獅 子 
一 迅 の 働き を し た が 討ち 死に 。 筒 井 順 
慶 ・ 松 永久 秀 の 武将 印 ヒ と セッ ト 1000 円 


成 に 説得 され て 参 陣 。 石 
田 三成 ・ 真 田 信繁 の 武将 
印 と セッ ト 1000 円 


[し 間 旧 NIS 洛 E 当 きき 8 一 一 


目 w 


で 


6 道 の 駅 せ せ ら き の 里 こう ら 


EE な お GET! 
0 彦根 城 鐘 の 丸 売店 | 





と ゃ =s な だ 


O 9 ① 州 九度山 真田 系 ⑬ 米子 まち な か 名 案内 所 小倉 城 


合 090・2108・7133// 金 一 日 曜 ・ 
祝日 の 10:00 一 16:00 営 業 / 和 
歌 山県 伊都 郡 九度山 町 下 古沢 
244-14/ 南 海 高野 線 下 古沢 駅 
か ら 徒 歩 10 分 


会 0853-21-3007/9:00 一 17: 
00、 不 定休 鳥取 県 米子 市 
灘 町 1-19JR 山 陰 本 線 米子 
駅 か ら バス 4 分 の 天神 橋下 
車 すぐ 


P95 参 照 


合 0749・38-9048/9:00 一 18:00 
(1 月 は 一 17.00)、 第 2 月 曜 ( 祝 
日 の 場合 は 翌日 ) 休 滋 賀 県 
犬 上 郡 甲 良 町 金屋 1549-4 JR 
東海 道 本 線 河瀬 駅 か ら 車 15 分 


富 074922-0688./9:00 一 16:30 | 
(土日 曜 、 祝日 は 8:30 一 17:00) 、 | 
無休 滋賀 県 彦根 市 金 重 町 1- | 
1/JR 東 海道 本 線 彦根 駅 か ら | 
徒歩 15 分 


96 


上 品 な り 守 も ち 米 で 作っ た 小倉 城 を か た どっ た 皮 
館 は し っ : の | も 香ばし い 。 抹茶 最 中 5 個 入り 810 円 、 


小倉 城 最 中 小豆 粒 あ ん 最 中 5 個 入り 702 円 


ー つ 一 つ 丁 寧 に 焼き 上 げた 城 の 形 
を し た も ち 米 の 皮 ( 最 中 種 ) に あん 
を 挟ん だ 最 中 。 北海 道産 の 小豆 使 
用 の つぶ あん と 、 福岡 八女 茶 を 加 
えた 抹茶 あん の 2 種類 が ある 。 上 
品 な 甘 さ と 香り 豊か な あん と 皮 の 
ハー モニ ー が 美味 。 

藤屋 生 で 093-521-4279/9:00 一 17: 
00、 土 日曜 休 福岡 県 北九州 市 
小倉 北 区 古 船場 町 5-32/ 北 九州 モ 
ノレ ー ル 上 旦 過 駅 か ら 徒歩 5 分 





ーー-+ 


口 の 中 で さわ や か な 甘 さ が 広 が る 。 一 個 108 円 
ーー 


且 
ヽ チ ミツ の 甘 さ 大 


関原 に 
あっ さり と し た つぶ あん を ふん わり 、 し っ と り 
し た 生地 で 包ん だ どら 焼き 。 卵 や ハチ ミツ は 、 
姫路 蒲 初代 藩主 ・ 池 田 輝政 が 関ケ原 の 戦い で 辿 
つた 岐阜 市 、 岐 阜 県 垂井 町 、 兵 庫 県 姫路 市 の ル 
ー ト 上 に ある 生産 地 の も の を 使用 し て いる 。 
甘 音 屋 姫路 駅 北 店 待合 079・884-0130./9:00 一 
17:00、 無休 兵庫 県 姫路 市 白銀 町 37 山 陽 新 
幹線 姫路 駅 か ら 徒歩 3 分 





関ケ原 の 戦い ゆか り の 地 の 生産 者 と 


コラ ボレー ショ ン 。 一 個 238 円 


ン の 1 は 
ea 避 |/ 


| 


鳥 城 の 異名 を も つ 岡 山城 の 歴代 城主 で ある 宇 宮 
多 秀 家 、 小 早川 秀秋 、 池 田 忠 経 の 旗印 や 家紋 を 
あし ら っ た 3 種類 の 焼き まんじゅう の 詰 め 合わ 
せ 。 令 和 2 年 に 開催 され た 「 せ と うち お みや げ 
グラ ンプ ブリ 」 で も 入賞 し て いる 。 

浦 志 満 本 舗 若 沼 庵 筐 086-244-5330."9:00 一 
1900、 無休 岡山 県 岡山 市 北 区 長瀬 表 町 3-11- 
18/JR 山 陽 本 線 北 長 聞 駅 か ら 徒歩 5 分 






いい 
KN 
岡山 で 長年 親しま れ て いる 銘菓 。 
3 個 入り 540 円 
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お 土産 に は 歴史 や 偉人 に ちな む も の も 多い 。 
関ケ原 の 戦い ゆか り の 武 持 に あや か っ た 菓子 は 、 
郷土 の 偉人 を 誇り に 思う 地元 愛 に あふ れ て いる 。 





一 豊 の 妻 
山内 一 豊 は 妻 ・ 千 代 の 内 助 の 功 も あっ て 、 
短期 間 で 土佐 24 万 石 の 大 名 に 出世 し た 。 
高知 城 築城 400 年 を 記念 し て 作ら れ た 菓子 
は 、 土 佐 特産 の 小夏 を 入れ た 白あん を ミル 
ク た っ ぷり の 皮 で 包ん で 焼い て いる 。 
西川 屋 知 寄 町 本 店 等 全 088.882・17349:00 
ー19:00、 無 休 高 知 県 高知 市 知 寄 町 1-7-2 

JR 土 讃 線 高知 駅 か ら 路面 電車 16 分 の 知 
寄 町 一 丁目 下車 すぐ 


ーー ニニ T 

青 ! 
> ん ゎ り ゃ も ら か 了 
チー ズ が 香ばし い 
大 一 大 万 大 きち ー ず け 一 き 
デン マー ク 産 クリ ー ム チー ズ に 、 地元 産 を 
使用 し た 、 ス フレ タイ ブ の チー ズ ケ ー キ 。 "大 
大 万 大 吉 」 は 石田 三成 の 謝 印 で 、「 一 人 が 
皆 の た め に 、 皆 が 一 人 の た め に 尽く せ ば 、 天 
下 は 幸せ に な る 」 と いう 意味 が ある 。 
洋菓子 工房 バニ ラビ ー ン ズ 島 会 0749・27・4095 

11:001800、 月 一 水曜 休 (祝日 の 場合 は 

営業 ) 賀 彦根 市 本 人 町 1276-6 JR 東海 
道 本 栓 南彦根 駅 か ら 徒 歩 20 分 





一 人 で も 食べ 切れ る 直径 12cm サ イズ 。 一 個 850 円 


お 取り 寄せ デー タ 付 き 


魅惑 の 物産 プレ ゼン ト 思 


濃厚 果実 りん ご セッ ト 


低 農 薬 栽 哲 に に だ わる 、 し も せり ん ど ご 村 。 袋 掛 け を し な いこ と で 
色 ム ラ や 傷 は で きる も の の 、 太 陽 の 光 を た っ ぷり 浴び る こと で 
糖度 が 14 一 17 度 と 高く な り 、 リ ン ゴ 本 来 の 味 を 引き 出し て いる 。 
こだわ り の 果実 を 使っ た あっ ぷる ジュ ー ス 1000m2 と 、 旬 の 品種 
の リン ゴ 9 個 を セッ ト 3780 円 に し て 3 名 に プレ ゼン ト 。 





し も せり ん ご 村 
圏 083・952・0943 園 083.952・1888 
較 http://www.shimose-ringomura.Co.jp/ 


電話 で 注文 可 FAX で 注文 可 ネッ ト で 注文 可 


黒 所 和牛 100%% ハ ンバーグ 


会 で 、 旨 味 成分 ・ オ レイ ン 酸 の 含有 量 で 日 本 





全国 和牛 能力 


ーー と な っ た 向 知 療 牛 の み を 使用 し た ハン バー グ 。 通常 の 挽 肉 と 、 


粗く 挽い た 肉 を バラ ンス よく 混ぜ る こと で 濃厚 な 風味 と 旨味 を 
閉じ 込め 、 一 個 150g と 食べ ご た え が あ る 。 生 の まま 個 包装 で 
冷凍 。 保 存 料 不 使用 5 個 4860 円 を 3 名 に 。 





あじ す 牧 坦 
0836・65・3920 
國 https://www ajisu-farm.com/ 


ネッ ト で 注文 可 





山口 県 の ほぼ 中 央 に 位置 する 山口 市 。 中 国 山地 か ら 瀬戸 内 
海 に 至る 多様 な 自然 環境 か ら 生ま れる 山海 の 幸 や 、 美 肌 の 
湯 と いわ れる 湯田 温泉 、 歴 史 ロ マン を 乗せ て 走る SL や ま 
ぐち 号 な ど 、 観 光 資 源 に も 恵まれ て いる 。 室 町 時 代 、 大 内 
氏 に よっ て 築 か れ た 大 内 文化 固有 の 歴史 が 今 も 市 内 に 息 づ 
く 。 山 口 観 光 コ ン ペ ンション 協会 な お 083・933・0088 


見 に 3 rr と うた | 1) 


日 本 の クリ スマ ス 発 祥 の 地 

室町 時 代 に 守護 大 名 と し て 山口 を 中 心 に 治め 、 さ ま ざ ま な 文化 
や 学問 、 宗教 取り 入れ た 大 内 氏 。 フ ラン シス コ ・ ザ ビエ ル の 
布教 活動 も 受け 入れ 、 天 文 21 年 (1552) 12 月 4 日 (旧暦 の 12 月 
9 日 ) に 、 日 本 で 初め て クリ スマ ス を 祝っ た と 記録 され て いる 。 





師走 の 市 内 は クリ スマ スー 色 に ! 

12 月 に な る と 山口 市 内 で は 、 国 宝 瑠璃 寺 五 重 塔 の ライ ト ア 
ッ プ や 市 内 中 心 商店 街なか ど 、 さ ま ざ ま な 場所 で イル ミネ ー シ ョ 
ン が 訂 き 、 町 全体 が 幻 想 的 な 雰囲気 に 包ま れる 。 ク リス マス 関 
連 イ ベン ト も 各所 で 多数 開催 され る 。 


還 必 三箇 


\ー ツ で さ S 座 外語 ミロ 


代 后 せ さき 中 障 廊 





や まぐ ち X ロ ヴァ ニ エ ミ デザ イン ウィ ー ク 2021 

サン タク ロー ス の 故 卿 ・ フ ィ ン ラ ンド の ロ ヴ ァ ニ エミ 市 と の 鈴 
光 交 流 バー トナ ー シ ッ プ 了 協定 5 周年 を 記念 し 、 暮らし と デザ イ 
ン が テー マ の 展覧 会 が 12 月 10 一 12 日 に 新山 口 駅 直結 の KDD| 維 
新 ホー ル で 開催 され る 。 フ ィ ン ラ ンド を は じ め 、 世 界 で 活躍 す 
る デザ イナ ー の 展示 や 講演 会 も 行わ れる 。 


部 午 S 


auopIN OoeN・ せ ふま JIS 





訂 財 VMIV ヽ NS 語 政 交 吾 


ーー 


Naoto Niidome 





ネプ ブレ ゼ ント の 応募 詳細 は P100 を ご 参照 の うえ 、 

ハガキ か イン ター ネッ ト (https://wwwkotsu.cojp/) か ら 。 
* 電 話 、FAX、 イ ンタ ーネット で 注文 で きる 商品 に は 、 マ ー ク 表示 が あり ます 。 
* 商 品 の 料金 は 店 頭 価格 で す 。 ネ ッ ト 価格 と 異な る 場合 が あり ます 。 送料 別 。 


内 
鮎 の うる か 焼き セッ ト 

うる か の 旨味 が クセ に な る ! 

枝 川 業 協同 組合 が 開発 し た アコ の 珍味 。 山口 市 を 流れ る 提 
野川 で 育っ た 天然 アユ の 腹 に 、 子 うる か と 呼ば れる アユ の 卵 の 
塩辛 を 詰め 込み 、 焼 き 上 げた 天然 鮎 の 子 うる か 焼き 1 尾 40gX2 
バッ ク と 、 苦 うる か と いう 内 用 の 塩辛 を 塗っ て 焼い た 小 鮎 の 苦 
うる か 焼き 3 一 4 尾 15gX3 バ ッ ク を セッ ト 3000 円 に し て 3 名 に 。 





模 野 川 漁業 協同 組合 
圏 083・922・3537 083・932・0121 
https://www.fushinogawaJjp 


山口 地ビール 6 本 セッ ト 


地元 の 原料 に こだわ っ た ご 当地 ビー ル 
イギリス で 開催 され た ワー ルド ・ ビ ア ・ ア ワー ド 2018 で 世界 
金賞 を 受賞 し 、 日 本 酒 酵母 を 使っ た 山田 錦 ラ ガー を は じ め 、 さ 
わ や か な ホッ プ の 香り が 感じ られ る ベー ル エ ー ル 、 山 口 県 産 麦 
芽 10096 で 仕込 ん だ 山口 の 麦 の ほ ま か 、 ス タウ ト 、 ヴ ァ イ ツ ェ ン 、 
萩 ゆず エー ル の 各 330m2、 計 6 本 3570 円 を 3 名 に プレ ゼン ト 。 





山口 地ビール 
083-941・0100 較 083-941-0222 
http://Www.yamaguchijibeer.com/ 
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山口 県 
山口 市 喝 一 -、 


ょ いい ぁゃ 
秋穂 産 活き 車 海老 

甘み と プリ プリ の 食 感 が た ま ら な い ! 

クル マエ ビ の 養殖 発祥 の 地 と し て 知ら れる 秋穂 。 旭 水産 の あい 
お えび は 、 抗生 物質 な ど を 一 切 使用 せ ず 、 自 然 に 近い 環境 で の 
び の び 育 て られ た も の だ 。 その た め 身 は 張り が よく 、 ぷ ぶり ぶり 
の 歯ごたえ で 、 噛 め ば 噛 お ほど エビ の 甘 さ が 口 の 中 に 広がっ て 
くる 。 250g3000 円 を 3 名 に 。 





旭 水 産 
陣 083.984・2710 圏 083・984・2407 
https://asahisuisan.com 


っ いっ う 
5 種類 の 生 外郎 20 個 セッ ト 

透 き と お っ た 見 た 目 と ぶる ん と し た 食 感 が 魅力 

な め ら か な 舌ざわり で コシ が ある の が 特徴 の 山口 の うい ろう 。 
昭和 17 生 創業 の 松田 概 栄 堂 で は 、 で きた て の 口 あたり と 素材 の 
持ち 味 を 感じ られ る よう 、 店 内 で 丁寧 に 手作り し て いる 。 定番 
の こし あん を は じ め 、 を ぐら 、 抹茶 、 夏 みか か ん 、 ラ ムレ ー ズ ン 
の 5 種 を 各 4 個 、 計 20 個 3120 円 を 3 名 に プレ ゼン ト 。 





松田 松栄 堂 
陣 083-922-1164 083・922・1164 


魅惑 の 物産 プレ ゼン ト の ご 応募 と アン ケー ト 


「 区 惑 の 物産 プレ ゼン ト ( 山 口 県 山口 市 /P98-99] に 応募 され る 方 は 必要 事項 に ご 回 答 の うえ 、 
ト の いずれ か か ら 、 ア ン ケ ー ト に ご 協力 を お 願い し ます 。 抽 選 で 18 名 





Q 本 誌 の 購入 頻度 は ? 
① 定 期 購読 ② 毎 号 書店 で 購入 ③ 年 に 6 二 は 購入 
④ 年 に 2 一 3 冊 ⑤ 今 回 が 初め て 
⑨ 気 に な る 特集 が あっ た と き ( 最 近 で は 年 月 号 ) 


c② (定期 購読 方) 定期 量 読 の 理由 は ? 
(⑰④ 書 店 が 近く に な い (② 書 店 で 見 つか ら な い ③ プ レ ゼ ント され た 
④ 特 典 が ある ⑤ 会 社 や お 店 で 必要 ⑥ そ の 他 


Q 63 (定期 購読 以外 の 方 ) 本 号 の 発売 、 
記事 内 容 を 何で お 知り こ に な り ま し た か ? 
書店 ② 駅 売店 ③ 新 聞 広告 ④ 他 雑誌 広告 ⑤ コ ン ピ ビニ 
⑯「 旅 チャ ン ネル ] 広告 ⑦ ウ ェ ブ ・ メ ル マ ガ ⑧ 次 号 予告 
⑨ 図 書館 ⑯ 銀 行 、 理 ・ 美 容 室 な ど ⑪ 電 子 書店 ⑫SNS 
その他 


Q の (定期 購読 以外 の 方 ) 本 号 を ご 購入 いた だ く 
きっ か け に な っ た 記事 を お 書き くだ さい 。 


今 号 の 表紙 の 印象 は ? 
① 全 体 的 に 好き ② 写 真 が 好き ③ 普 通 
(④ あ まり 好き で は な い ⑤ 嫌 い 


(Q6 一 9 は 、 目 次 ペー ジ の 記号 を ご 回 答 くだ さい ) 
kl 6 「 よ か っ た 特集 」(P5、 以 下 同 ) の 記号 を 
あて ば から 2 つ お 選び くだ さい 。 


Q 紛 「 穫 味 が な か っ た 特集 ] の 記号 を 
あて ほか ら 2 つ お 選び くだ さい 。 


cl 8 「 よ か っ た 連載 」(P7、 以 下 同 ) の 記号 を 
⑧ て か ら 1 つ お 選び くだ さい 。 


Q (9 ) 「 興 味 が な か っ た 連載 」 の 記号 を 
⑧~《 か ら 1 つ お 選び くだ さき い 。 


Q 本 誌 以外 で 、 旅 に 関す る 情報 は 
主 に 何 か ら 得 て い ます か ? (2 つま で ) 
① 旅 専門 誌 ( 誌 名 ) ② 一 般 雑誌 ( 誌 名 ) 
③ フ リー ペー パー( 紙 誌 名 ) ① イ ンタ ーネット (サイ ト 名 ) 
⑤ テ レビ ⑥ 口 コミ ⑦SNS ⑧ そ の 他 ( 具 体 的 に ) 


① 寒 さき を こら えて 絶景 鑑賞 ② 雪 まつ りな どの イベ ント に 参加 
③ ウ イン ター スポ ボ ポーツ (④ 温 泉 で ぬく ぬく ⑤ そ の 他 


Q 好き な 旅 の 小説 や エッ セイ と 、 
その 理由 を 教え て くだ さい 。 


Q 本 誌 へ の 「 ご 意見 ・ ご 感想 ] 「 み ん な の 手帖 コー ナー へ 
の 投稿 (P104) 」 な ど 、 自 由 に ご 記入 くだ さい 。 


どん な を し て みた いで すか ?. 
Q ⑪ 冬 の 旅 い 


※※ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 「 当 選者 へ の プレ ゼン ト 発 送 」 以外 の 目的 で は 使 
用 いた し ませ ん 。 ま た アン ケー ト の 内 容 は 「 旅 の 手帖 』 の 誌面 作り の 参考 、 記 事 
作成 (掲載 不可 の 方 は 除く ) の み に 利 用 させ て いた だ きま す 。 

雑誌 公正 競争 規約 の 定め に より 、 こ の 悪 賞 に 当選 され た 方 は この 号 の 他 の 悪党 
に 当選 で き な い 場合 が あり ます 。 











\ ニ ーー ニー ニーー 








希望 の 名 産品 を プレ ゼン ト し ます 。 





必要 事 斑 
借 氏 名 
筐 年 齢 


に ジス リル 4 に 3 た: ) 


当選 者 の 発表 は 、2021 年 11 月 下旬 の 賞品 の 発送 (予定 ) 
を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 


介 性 別 筐 住所 筐 電話 番号 
休職 業 借 ご 希望 の ブレ ゼン ト 品 











硬 ハ カキ 
郵便 ハガキ の 裏面 に [アン ケー ト 回 答 欄 ] を 貼っ て (コピ ー 可 。 
1 通 の み 有 効 ) ご 応募 くだ さい 。 

宛先 〒101-0062 東 京都 千 代田 区 神田 騰 河 台 2-3-11 
交通 新聞 社 「 旅 の 手帖 物産 プレ ゼン ト ①」 係 


回 イ ンタ ーネット 

交通 新聞 社 ホー ムペ ー ジ https://www.kotsu.co.jp/ 
か ら 「 旅 の 手帖 | を クリ ッ ク し て 、「 プ レ ゼン ト ・ ア ン ケ ー ト ] 
か ら ご 応募 くだ さい 。 


(! 点線 で 切り 取っ て 貼っ て くだ さい 。 コ ピー で も OK!) 





旅 の 手帖 アン ケー ト 回 答 欄 


該当 する 番号 を 〇 で 囲ん で くだ さい 。 

G1. 1 2 3 4 5 6( 西 暦 年 月 号 ) 

o2. 1 2 s 4 5 6( ) 
Q3. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13(  ) 
Go4. - 
es tss4s 

Q6. あー ば か ら 2 つ ( )( ) 

Q7. ⑧ー は か ら 52 つ ( )( ) W 
Q8. ⑧ー⑯ か 51 つ ( )」Q9. @ー⑯ か 51 つ ( 9 
Q10.(2 つ まで ) 1 2 3 4 5 6 7 8 


2021 年 11 月 号 


名 称 ( )( ) 
q11.1 2 3 4 5( 9 
912. 

13. ご 意見 、 ご 想 を 下記 、 ま た は ハガキ 表面 全 白 に ご 記入 くだ さい 

* 誌 上 掲載 [ 可 口 不可 日 誌上 匿名 希望 














識 0 手 卓 


タテ と ヨコ の パズル を 
解き 、 二 重 マ ス の 

文字 を 並べ て 、 答 え を 
組み 立て て くだ さい 。 






ーー の ーーー 







バズ ル 制 作 〆 ウ ルト ラ セ イ ヤ 






















































































下る さと 翌 寺 さ 由 





ハガキ に 

① 答 え ②③ 郵 便 番 号 ・ 住 所 

③ 氏 名 年 齢 性 別 

@ 職 業 ⑦ 電 話 番 号 

@ 趣 味 ⑨ 今 月 号 の 感想 

⑯ 行 っ て みた い 紅葉 スポ ッ ト を 教 
えて くだ さい 

⑪ そ の 理由 は ? 

を 明記 し て 下記 の 宛先 まで ご 応募 くだ さい 。 
宛先 悪 〒101-0062 千 代田 区 神田 璧 河 台 2-3-11 交通 新聞 社 旅 の 手帖 「 ク ロス ⑪] 係 
〆 切 便 2021 年 11 月 8 日 (月 ) 必 着 










= 当選 者 の 発表 は 、 綿 品 の 発送 を も っ て 代え させ て いた だ きま す 。 半 計 公 正雪 規約 の 定め に より 、 こ の 
研 賞 に 当選 され た 方 は この 号 の 他 の 駐 賞 に 当選 で き な い 場合 が あり ます 。 ア ン ケ ー ト 回 答 は 個人 を 特定 
し な い マ ー ケ ティ ング デー タ と し て 大 計 、 計 画 作り の た め に 利用 させ て いた だ きま す 。 
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使 用 ワー ド 





タテ の キー 
1 難読 駅 名 、JR 羽 越 本 線 の 「 水 原 ] 

2. 興味 が な く な る 、 〇 〇 が 冷め る 

3. 文 禄 ・ 慶 長 の OO 

4. 右 の 毛 の 先 が 分 岐 

5. 野球 の 一 、 二 、 三 、 本 っ て 何 の こ と ? 

6 温か い 鍋 料 理 、 鍋 奉行 が すく っ て くれ る か ら 安心 

7 紙 に 城 名 や 城主 の 家紋 な ど を 押し た も の 

9 雪隠 と 書く 、 ト イレ の 古風 な 表現 で すね 
徳島 県 を 走る 観光 列車 『 藍 よし の が わ 〇 〇 OOC]」 

12. 空き スペ ー ス 

14. 次 か ら 次 に 、 〇 〇 〇 〇 〇 立ち 替わり 客 が 訪れ る 

15. 将棋 で 歩 は ひつ 〇 〇 〇 に 入る と 金 に な る 

18. 秋 の 味覚 ・ 甘 諸 

19. 近鉄 80000 系 電車 、 そ の 愛称 は ? 

20. 徳川 家康 の 本 拠 ・ 駿 府 城 が あっ た 静岡 県 中 部 の 旧 国名 は ? 
22. 城 の 周囲 の 水 坦 

23. 何 代 も あと の 子孫 の こと 

26. 東 京 名 物 ・ 雷 OOO、 大 阪 名 物 ・ 栗 OO 〇 

28. 欧 州 の こと わざ 、 一 日 1 個 の リン ゴ は 〇 〇 〇 を 遠ざけ る 
29. 旅 の つ 〇 〇 は き 捨て 

30. 興 行 な ど で 満員 の た め 入 場 券 の 販売 を や め る こと 、 〇 C 止 め 











さぁ 
通 革 
いい) 
NT 
に a 
ロ r 
ミ 
に ) 


ー 過 清 (% 古 時 Na ペーhHetN 
や 沙 ご c マ の 汐 別 ふき ー ミ や, と と 汗 























pm 

















… 洗 叫 ・ 務 叫 ・ 激 屯 ・ 肖 咽 早 
満 習 ・ 下 上川 ・ 胡 音 




















秒 S 記 回 中 ロー 
半 防 ・ 部 韻 ・ 回 専 ・ 藻 本 ・ 

















ヨコ の キー 
1 親 の O 〇 を か じ る 
3. 蒸気 機関 車 、 略 し て ? 
6. いい 出汁 が 取れ る トビ ウオ 、 そ の 別名 は ? 
8. 四 字 熟 語 、 〇 OOO 二 鳥 
10. 茶の湯 の 世界 と 縁 が 深い 京都 市 北 区 の 臨済宗 の 大 本 山 
12. 幕府 に 仕え る 人 た ち は 武 家 、 朝 廷 に 仕え る ろ 人 た ち は ? 
13. キジ 目 の 国 の 特別 天然 記念 物 の 鳥 、 特 急 列車 の 名 前 に も あり まし た ね 
15. 10 月 14 日 と いえ ば 「O 〇 OOC の 日 ] 
16. 名 バイ プレ ー ヤ ー と し て 知ら れ た 大 杉 O 〇 
17. 蛇行 河川 か ら 生じ る 三日月 形 の 湖 
18. 私 も そろ そろ 五 十 の つつ 〇 に さ し か か り ます 
19. 人 に 備わる 風格 
20. 1 単位 約 3.03cm 
21 松尾 若 の 名 句 、 夏 草 や つ 〇 〇 〇 ども が 夢 の 跡 
322. 城 の 中 心 部 
24. つい て あそぶ 球 
定価 990 円 (税込 ) 4 変型 25. 英語 で スト リー ト 
SEC お 記 い 合わ で 27- どう せ 飼 うな ら オ ス と メス の ペア が いい か な 
29. 強 そう に 見 える が 実は 弱い 、 〇 〇 〇 の 虎 だ な 


書店 また ょ 交通 新聞 社 30. 審判 が 吹く ホイ ッ ス ル も この 一 種 


JP わ 5 3+ 広島 県 の 宮島 の お 士 産 と いえ ば 、OOO 酸 豆 


〒101-0062 東京 都 千代 田 区 神田 藤 河 32. ベ ッ ド の ある 鉄道 車両 
https://www.kotsu.Co.jp/ | 交通 新聞 社 
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下記 究 
た し ます 。 


た 


うえ ぇ 、 


感想 な ど を お 寄せ く 


職業 、 年 齢 明記 の 
し ませ ん 。※ 掲 載 時 に は 少々 修正 ・ 加 筆 させ 


ご 意見 ・ 


た 


吉 
中 
) 
+ 
で 
や 


了承 くだ さい 。※ 掲 載 の 場合 は 、 薄 謝 進 呈 い : 
〒101-0062 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 2-3-11 


交通 新聞 守 「 旅 の 手帖 ! 編 集 部 みん な の 手帖 係 メー ル の 場合 tabi@kotsu.co.jp 


写真 、 絵 手紙 や 、 編 集 部 へ の 


温泉 旅行 記 、 旅 先 で 撮っ た 


と も あり ます の で 
宛先 


だ さい 。 お 名 前 (ペン ネー ム 可 )、 住 所 、 電 話 番号 、 


一 お 便り 募集 中 ! 
先 ま で お 送り くだ さい 。※ 原 積 は 返却 い 


郵送 の 場合 


て いた だ く 





の 


EBI は SS いい: 
超 く GiJ で さ 


思 き ′ 弄 症 涯 べ 思 細密 垢 や 
USC で こむ Eve ドコ 
し 垢 と つっ で で いっ 6" 思 全 き 
ゴ 財 いり っ Q 紅 G 窒 括 補 本 人 Ss 
ャ WS 弄 放 G 足 舞 避 括 軸 計 浅 つ さ 
コロ つ ロン 介 王 を 介 立 座 の つじ 所 
べく S 柚 困り 毅 く つい つね" リ 
SS り 過 所 りゃ 倒 ” 記 富 べ ロ 
ロホ や で S KNK 呈 志 や ne 宮 蝶 会 
SQ の っ 必 旨 沢 要 こ り " nH 相 表 愛 
つつ mp NmwnJS 葛 補 史 圭 ぐっ 
おら っ MA つ ら ae 

傘 妥 衝 間 時 の ン 53 人 る rp 
半 本 人 人 SSwep" KGK 下 拉 
やせ 一 光代 っ ー 宮 紹 wo り ap 
wwnb ヤ " 記 叶 名 KG 三 護 式 呈 
OU ささ TKY こり 
っ 生生 "麗人 る っ り 局 ロホ や の 詩 へ 
信 SR へ 操 GS や 前 完 め ふつ 
いじ 超 く noSw や りり 愛 G っ つめ きく ロ 
ヤヤ 人 る つも ン Kno 型 ヤセ * 

( 民 計 時 ・ ご 導 ・ で 三 補 ) 
た そく の か を こい rf 


に = に 1 





々 密 列 exewn や や 4" 


貞 さ JIN ド 合 全 さら G 蛋 し 
6 ぐも ご 遇 條 暴 公 e 


1 合 LSRR 針 吐 府 G 組 氷 り 4 


Q 二 涙 め 選ぶ つや だ? 測 恩 ホ さ や る 
窒 選 m つ ト へ] 曲 境 ヤ 年 補 所 
早め で 公 つ お 守 三 油 Nh" WS 中 寺 さ 
PS で ね つら で Se 難 党 濁 おら 
ねら 程 守 つ らら お コン GS 全 療 涯 ら 


FE 





揚 で RG3coRr iexT 舞 を 
SET SS や と 3642 人 本 
で 全部 っ "っ 
式 呈 涙 じ る 同 8 
-p 人 So 


守 つ 忘 人 っ cHp 評 つ "人 S① の の 
つつ 拓本 や 吾 り つれ つね 546 
で h で AE ねら の 本 いら っ 四 T 光 
邊 浜 o に ビン リ の 全 Pw psp 手 思 
つり 2wm" HH 相 祭 丘 必 柏 っ だ ne 
守り に や ゃ り 
( 実 内 計 ・ に 導 ・ 之 GWS) 

W さ だ 合計 盛り SQ 和 E 三 中 3 己 束 
ゴ 下 人 晴 公 補 we や や ロート 
さこ 1\ く ー で ズバ | 


誠 全 で 店 登り ーJep 人 Py4 生 5 
っ aw 


ふ KG 国 ・ 四 宗 じ 
想起 G 夏 舞 将 鐵 和 握 貴 


皿 沙 写 S 呈 多 司 の 生 ちる で 
ここ や KK 宮 下っ 4 つ "< 介 回 
SG や ( 下 注 送料 SG 容 器 ぐ に ャ 
リーwNK 宮 編 や 烈 ポ ロン SQ へ KK 穫 
Re nvSive 坦 人 友人 で じ 下 


つ 窪 ぐ wKY 全 っ さっ SG 生 つ し cp に 54 








拉 り や" 必中 下り 杏 つ 4 さり っ いり 
G ゃ KG 居 陵 3 りり 全 意 坦 末 " 
り G 翌 必 時 G 弄 じゃ K 和 キ だ 人 細 を 9 
で S 合 で 寺 ロ で 捉 お や G 居 
GS や ン 避 人 局 じ 夷 究 つ w つ お ? 
昌 朱 容 3 王 所 人 る 所 ン 理 攻 YS 相 ww 
守り "所 訂 G 1 で 95 
っ が m 模写 千 定 る ふせ 補 G 魂 の -Jxp 


老 妥 つつ し yp 菜 つ か で neetn ロ AS 





し っ 2" 條 感 SGwKTS 提 りら 3 「 ふ 
KK 基 半 弄 水 ン | つ りつ 会 〇 所 
皇 宗 編 り rhH で や PO で の ら 6 つ 9 
HH ト 和 和 中 縮 っ ね で 8 骨折 半 
も 選 w 災 や ンー つめ おら やや" 

(上 寺 記 ・ な 醤 ・ ヤ ホッ 





介 羽 婁 時 の つっ 心 培 民 りら せ 選 mw 団 敵 
も 症 いび SoG 和 7 財 拍 どり 更 ふ で だ 
エ 層 で 王座 @ 急 選 潤 り 過 富 つ ロン で 
svn いや" 
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旅先 で 見 つけ た も の か ら 
8 知ら れ ざ る 地元 の 品 まで 





旅先 で 、 ま た は 地元 で 「 あ れ は 何 ?]「 こ こ だ 








け だ と 思う 」「 自 慢 し た い 」 と いっ た 風景 や 
食べ 物 、 品 物 な どの 写真 を 募集 し ます 。 そ の 
写真 の 場所 と コメ ント (20 一 50 文 字 程度 ) 
を 添え て お 送り くだ さい 。 応 募 方 法 と 応募 





太古 の 風 を 感じ る 
日 本 最大 級 の 木 の 化石 


crHoiot 茜 きい と rrSdtS 層 持つ 〇 ヽ ー 選 








ト 
上 き な 戦国 武 持 と 、 そ の 理由 を 教え て くだ さい 


大 河 ド ラマ の 主人 公 に な っ た 戦国 武 持 

「 明 箇 光 秀 」 や 「 黒 田 官兵 衛 ] な ど 、 最 近 の 大 河 ド ラマ で 主 
人 公 に な っ た 戦国 武将 が 人 気 で し た 。 大河 ドラ マ を 見 て 彼ら 
の 活躍 を 知る と 、 好 き に な る 気持 ち も 納 得 で す 。 令 和 4 年 の 
大 河 ド ラマ は 「 鐘 倉 典 の 13 人 ]。 主人 公 の 北条 義 時 も これ か 
ら さ ら に 人 気 が 出 て きそう で すね 。 


川中 島 の 戦い で 争っ た 2 人 の 戦国 武将 


「 緊 田 信玄 ] と 「 上 杉 謙信 ] と いう 声 も 多く あり まし た 。 名 
言 や 逸話 が 多く 、 ラ イ バ ル 関係 と し て も 知ら れ て いる 2 人 
で す 。 川 中 島 の 戦い が 行わ れ た 長野 市 の 川中 島 古 昔 場 史 跡 
公園 に は 2 人 の 一 騎 打 像 が 立っ て いま す 。 


地元 の 戦国 武 持 が 好き 
ほか に 多かっ た の が 、「 地 元 出身 | の 戦国 武将 で す 。 宮城 
県 の 「 伊 達 政宗 ] や 広島 県 の 「 毛 利 元 就 ] な ど は 、 そ れ ぞ 


れ 出身 地 に ゆか り の 場所 も 多く 残っ て いま す 。 地元 の 英雄 
が 人 気 な の は 納得 で すね 。 


先 は P104 参 照 。※ 写 真 は 返却 いた し ませ ん 。 











トー ム の 後ろ は すぐ 海面 
日 本 一 海 に 近い 絶景 駅 








島原 鉄道 の 大 三 東駅 に 行っ て きま し た 。 この 駅 が 
CM で 有名 に な っ て いる と は 、 知り ませ ん で し た 。 
(兵庫 県 ・61 歳 ・ の り 鉄 


、 旅 の 手 読 者 に 聞き まし た ※8 月 号 (7/10 発 売 ) で 質問 


で 乗っ て みた い の は ? 


一 番 栗 を 集め た の は 「 景 デザ イン が 素敵 な 
色 が 美しい 列車 ]」。 こ れ 列車 6% 

か ら の 時 期 は 紅葉 が 楽し 
み で すね 。 衝 馬 県 の 苦 要 
渓谷 に 沿っ て 走る 吾妻 線 
や 、 黒 部 販 谷 を 走る 黒部 
鉄人 鉄道 な ど は 、 車 窓 か 
ら 圧巻 の 紅葉 風景 が 望 
ます 。 次 に 票 を 集め た の 
は 「 グ ル メ が 楽し め る 列 
車 」。 本 誌 で も 食事 が 楽 
し め る 列車 を 紹介 し て い 
ます が 、 ほ か に も 秋田 内 
陸中 鉄道 の 「 ど っ つ お 
玉手 箱 列車 」 や 、 西 日 本 鉄道 の ビザ 焼き 察 を 備え た 「THE 
RAIL KITCHEN CHIKUGO] な ど 、 グ ル メ が 魅力 の 列車 が 各 
地 で 走っ て いま す 。「 そ の 他 」 と し て 「 各 駅 停車 の ロー カル 
線 | と いう 声 も あり まし た 。 よ り 地 元 感 を 味わえ た り 、 途 中 下 
車 し な が ら 自分 だ け の お 気に入り の 場所 を 見 つけ られ る の も 各 
駅 條 車 な ら で は 。 思 い 思 い の 列車 旅 に 出 て み ま せ ん か 。 


④SL 5% 
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0 胃 Nbealls 





バッ ク ナ ン バー の ご 案内 


ご 購入 方 法 

画 害 店 に て お 申し 込み くだ さい (送料 は か か り ま せん )。 

玉 小 社 に 直接 お 申し 込み の 場合 は 、 販 売 部 まで ( 全 036831-6622) お 問い 合わ せく だ さい 
(所 定 の 送料 が か か り ます ) 。 


2 和子 | 2 ムー 計上 2021 年 10 月 号 
省 0 巴 草 人 @ 肖 0 手 卓 信 肖 0 手 草 旬 放 ( り 】 手前 人 @ 所! 日本 問 導 
縛り に 島 旅 ィ MR 肛 家 に 泊まろ う 
日 本 骨 産 と は 、 全 国 各地 の 歴 
史 を 通じ て 多 力 的 な 文化 や 伝 
統 を 語る スト ー リ ー の こと 。 
令 和 2 年 度 に 認定 され た ば か 
り の 日 相 産 を めぐ る 旅 に 出 
か け て み ま せ ん か 。 日 本 に は 
まだ まだ 知ら な い 素 敵 な 物語 
が 眠っ て いま す 。 





2021 年 7 月 号 2021 年 8 月 号 2021 征 9 月 号 
(特別 定価 800 円 ) 仙 気 軽 に 島 旅 (特別 定価 850 円 ) 





日 帰り 青春 18 き っ ぷ の 旅 和 路 株 バス で 行こ う ! 線 跡 ハイ キン グ 
@( 付 全国 鉄線 較 
3 の 
ーーー ーー 2020 年 1 月 号 すめ 
9 手 , 誠 少 0 手間 代 MK9 0 所 則 人 @ @ 穫 葉 狩 り の 温泉 宿 





日 本 三 大 〇 〇 を 追う ! 

日 本 人 で よかっ た と 改め て 感じ 
る 紅葉 の 季節 。 真 っ 赤 に 色 づ 
いた 木々 を 、 温 泉 に 浸かり な 
が ら 見 られ た ら こ の うえ な い 幸 
せ ! そん な 夢 の よう な 紅葉 起 








天風 呂 の 宿 や 紅葉 名 所 が 近く 
2021 年 4 月 号 2021 年 5 月 号 2021 年 6 月 号 に ある 宿 な ど 、 至 福 の 紅葉 狩 
@ 近 場 で 春の ひと り 旅 海外 行 気分 ニッ ポン で り が 楽し め る 温泉 宿 へ 。 
借 旅 名 人 の カバ ン の 中 @ ア ウト ドア っ て 楽し い ! 
ee PP その ほか 購入 で きる バッ ク ナ ン バー 
放 0 手 人 省 0 手間 人 @ 
て = 別 面 電 12 月 号 例 卿 土 の " 酒 "を 地 の 味 で 筐 骨董 市 を ぶら り 


10 月 号 @ む か し 町 を 歩く 例 お いし い お 肉 が 食べ た い 
9 月 号 侍 ク ー ル な 温泉 へ 但 気 軽 に ゆる ゆる キャ ンプ 
8 月 号 人 映画 の 舞台 を 旅 する 介 憶 れ の リゾ ー ト ホテ ル 
7 月 号 春 18 き 旅 2( 
介 (付録 ) 全 国鉄 道路 線 図 (特別 定価 750 円 ) 

0 (ミー (人 7505) 
2021 年 1 月 号 2021 年 2 月 号 2021 年 3 有 号 高山 定価 50 円 
(特別 定休 750 円 @ 全 沢 ( 別 定休 890 円 ) 生生 が が 吉 











と っ て お きみ や げ 50 @ 人 成 ! 日 本 の 手 し こと 
付録) (付録) 東北 ハン ドブ ッ ク 2019 年 
2021 か け 湯 くん カレ ンダ ー 12 月 号 等 食べ に 行き た い 温泉 宿 筐 めで た い 和 菓子 


人 @ (付録 ) 空 の 旅 カレ ンダ ー (特別 定価 750 円 ) 
牽 掲載 し て いな い 号 は 、 売 り 切れ と な っ て お り ます 。 


思い に 9/41EEIIRO1 74 り いり 4 に 1 り 回! 
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り ジ ナル 旅 ン 、 
を 作ろ う / 





定期 購読 の ご 案内 


「 旅 の 手帖 | を 毎月 送料 無料 で ご 自宅 へ 、 オ フィ ス へ 直接 お 届け いた し ます 。 
定価 740 円 (税込 


1 カ月 分 サー ビス ! 


(定価 650 円 X12 肌 =7800 円 の と ころ 、7150 円 と お トク ) 
お 送料 無料 ! 
人 で お 申し 込み の 方 全員 に 、 


旅 の 手帖 
オリ ジ ナ ル バ ッ グ を 
プレ ゼン ト ! 


「 か け 濁 くん 」 
オリ ジ ナ ルト ー ト バッ グ 


〇 温泉 & 旅 の お と も に ! 
〇 も ちろ ん 、 普 段 使い に も ! 





定期 読 ご 災 続 の 方 に は …- 
オリ ジ ナ ル 図 書 カー ド NEXT を 
も れ な く プ レ ゼ ント ! 


「 か け 湯 く ん 」 デザ イン の 
500 円 分 の 図書 カー ド NEXT 
図書 カ ー ド NEXT の デザ イン は 、 
予告 な く 変わ る こと が あり ます 。 


日本 全国 の 鉄道 路線 付き 
@ 携 帯 に 便利 な ハン ディ サイ ズ 
@ 記 録 が 残せ る 全 頁 メモ 柚 付 き 
@ 表 抵 は 丈夫 な ビニ ー ル 加工 
@ ノ ー ト が 広げ や すい の で 
スタ ンプ が 押し や すい 
| 定期 馬 読 の 新規 ご 注文 は 下記 の 電話 また は 
書店 また ぉ 交通 新聞 社 : ホー ムペ ー ジ か ら 富 士 山 マ ガ ジ ン サー ビス へ 本 


EE 較 
〒101-0062 1 電話 oO 01 4() < ジア] < アル アポ 】 
https://www.kotsu.co.jp/ | 交通 新聞 社 
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人 懐 っ こい 、 


浦田 ・ 大 森 ・ 池 上 


筐 日 々 を 楽し お 、 く つろ ぎ カ フェ 

邊 商店 街 で 最強 の お つま み セ ッ ト づ くり 
生 気 に な る 散 達 的 三 つ 星 ベー カリ ー 

委 高架 下 に 新た な モノ づく り 基 地 誕 生 
委 本 門 寺門 前 、 テ イク アウ ト 隠 れ 名 物 


記す 野菜 の お いし さ 


今日 の 気分 は ベジ タリ アン 


城南 一 の 下町 へ 


…Btc. 
、 見 つけ よう ! 


次 号 11 月 号 は 
大 特集 「 神 田 ・ 神 保 町 」 
第 2 特集 「 秋 カフ ェ 日 和 」 10 月 21 昌 発売 











プロ フェ ッ シ ョ ナル が 選ん だ 


日 本 の 絶景 
100_ 


ー 生 に 一 度 は 見 て お きた い 
月 刊 「 旅 の 手帖 ] で 大 好評 を 博 し た 「 日 本 の 絶景 」 特 集 を も と に 、「 旅 の 
達人 」 と 「 旅 の 手帖 編集 部 」 が 満 を 持 し て 贈る 絶景 スポ ッ ト の 決定 版 ! 
富士 山 や 釧路 湿原 、 上 高地 な どの 有名 スポ ッ ト は も ちろ ん 、 各 ジャ ン ル の 
専門 家 か ら 聞 いて 集め た 知る 人 ぞ 知 る 絶景 が 目白 押し で す 。 


ご 旅 好き 読者 が 選ん だ これ ぞ 絶 景 ! 「 鉄 道 ] 鉄道 写 真 家 ・ 猪 井 責 志 





〇 四季 の 絶景 

〇 人 が 作っ た 超絶 美景 
〇 偉大 な る 天然 * 美 " 

〇 旅 の 達人 セレ クシ ョ ン 











温泉 ] 温泉 記 行 ライ ター・ 飯 出 敏夫 
[ 島 ] 島 写 真 家 ・ 加 藤 訂 二 

[ 山 ] [marren] 編 集 者 ・ 若 葉 晃子 
[ 海 ] 展 明 写真 家 ・ 森 田 敏隆 
[夜景 ] 夜景 評論 家 ・ 丸 々 も と お 

[ 道 ] 自動 車 評論 家 ・ 岡 崎 五朗 


日 本 の 絶 京 





定価 990 円 (税込 ) 。 A4 変 型 判 





4 





お 求め ・ お 問い 合わ せ は 書店 また は 
右記 の 交通 新聞 社 販売 部 まで 


TEL.03-6831-6622 FAX.03-6831-6624 


〒101-0062 東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 2-3-1 1 


交通 新聞 社 | 騙 


https://www.kotsu.co.jp/ 








演 抽 9 所 交 一 
ヨ 徐 6 H ト 人 一 引 


ー ミ ふ 起 ぶ 褒 様 包 一 


当地 スー パー へ 1 








恵まれ た 秩 父 生ま れ 


で ぞ ろ え や 欄 を 見 れ ば 、 そ の 土地 や 文化 が 見 えて きま す 。 地域 の 形 場 の よう な 





品 
の 農家 の お や つが 「 み そ ポ テト ] 


豊か な 自然 ( 


ベル ク 秩父 影 森 店 
埼玉 県 秩父 市 下 影 森 739-1 
西武 秩父 線 西武 秩父 駅 か ら 車 4 分 


人 0494・21・3200 
9:00 一 24:00、 無休 











埼玉 県 秩父 市 








ys 


剖 K・ 周 際 H ト 史記 SO 旬 
せっ 認 S 還 角 ヘ ハーK へ AS っ っ ? 索 り 7 
凶 い ン ヨ 三国 る で 給 人 e 左 忠明 也 
"エキ へ か を ミー で エリ ロー ぐし 
尺 隆 pSt@S も ” 申 弄 GK 一 ミー ド 由 
避 駐 期 eS お 窯 つ っ " 

癌 Si) 親 弄 Kー ベ ミー で ぐ 「 く ミ 
ふ ]? 蛋 崩 一席 o 蘭 や くじ 次 ヨ つ * 
ー の の 必 製 Ste 色 細 款 史 能 Ne 蘭 代 勾 
SKー ミ ベー ね 篤 ” 還 選 高 時 赤 べ | 
地 つ せ 「 八 附 S 外 肖 包 ] 篤く さ ヽ へ ぐ 
押 ー 包 ? 

くさ ふ ヽ 拘 胸 月 品 PBelc*「Better 
Life with Community ( 弄 祝 寺 NG 
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スー パー マー ケッ ト 研 究 家 。 執 筆 や テレ ビ 出 演 、 講 演 活動 を こなし な が ら 、 全 国 の ご 当地 スー パー を 行 語 。 埋 も れ た 日 常食 の 発振 と その 多 力 を 伝え て いる 。 令 和 元 年 7 月 、 全 国 ご 
当地 スー パー 協会 を 設立 し 、 新 た な る 活動 を 開始 。 著書 に 『 日 本 全国 ご 当地 スー パー 振り 出し の 作品 】( 講 恋 社 )、『 東 海 ご 当地 スー パー 珠玉 の 日 常食 (びあ MOOK 中 部 ) な ど 。 
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歴史 を 誇る 。 越 前 和紙 、 越 前 打 刃 物 、 越 前 箇 逢 の 3 つの 伝統 的 工芸 品 が 
根 づ く 手 仕 事 の 町 で も あり 、 町 の あちこち で 有 達 し た 技 に 親しめる 。 
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紙 提 神岡 太 神社 ・ 大 工 神 社 借 人 0778-42-1151 境内 自由 "福井 県 越前 市 大 滝 町 13-1 "JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら バ ス 30 分 の 和紙 の 里 下車 、 徒 歩 18 分 三田 村 
氏 庭 国 借 会 0778-42-0017 (越前 製紙 工場 ) 11:00 一 -15:00 一 の 一 日 2 回 (見 学 は 3 日 前 まで に 要 予 約 )、 無休."1000 円 福井 県 越前 市 大 滝 町 12-5"JR 北 陸 
本 線 武 生 駅 か りら バス 30 分 の 和紙 の 里 下車 、 徒 歩 12 分 紙 の 文化 博物 館 豊 全 0778-42-0016.9:30 一 16:30 受 付 、 火 曜 休 (祝日 の 場合 は 営業 ) 名 立 の 工芸 館 
と の 共通 入館 料 200 円 (特別 展開 催 時 は 300 円 ) 福井 県 越前 市 新在家 11-12." JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら バス 30 分 の 和紙 の 里 下車 、 徒 歩 3 分 パピ ルス 館 介 全 
0778・42-1363." 9:00 一 16:00 (和紙 処 え ち ぜ ん は 一 16:30)、 無 休 紙 渡 き 体験 は 色紙 判 500 円 一 福井 県 越前 市 新在家 8-44" JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら バ ス 
30 分 の 和紙 の 里 下 車 、 徒 歩 3 分 卵 立 の 工芸 遂 豊 全 0778-43-78009:30 一 16:30 受 付 、 火 曜 休 (祝日 の 場合 は 営業 ) " 紙 の 文化 博物 館 と の 共通 入館 料 200 円 
(特別 展開 催 時 は 300 円 ) “福井 県 越前 市 新在家 9-21-2"JR 北 陸 本 線 武 生 駅 か ら バ ス 30 分 の 和紙 の 時 下車 、 徒 歩 3 分 
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NULLNS 23 まま ば 
て 時 箇 ウ W 
: 免 人 す 
を 屋 人 人 
ED 上 人 人 人 ジ 


の 量 は 誠 」 義 敢 ぶ が ある 3 売 や 3 
越前 仙 HO778.22.0667 友和) 11:00 一 16:00、 水 - 木 曜 休 無 料 福 井 県 直前 市 本 町 1-20”JR 北 陸 本 線 武生 駅 か ら 徒歩 10 分 千代 鍛 
神社 俺 合 0778・24・1200 (越前 打 刃 物 協同 組合 ) 境内 自由 "福井 県 越前 市 京町 2-4-13" JR 北陸 本 線 起 生 駅 か ら 徒 歩 15 分 三崎 タン スズ 店 代 全 0778-22・0568 
10:00 一 19:00、 木 曜 体 福 井 県 越前 市 元町 5-10 JR 北陸 本 線 武生 駅 か ら 徒歩 11 分 「 ち ひろ の 生ま 念 館 借 全 0778-66-7112- 10:00 一 16:00、 
火曜 (祝日 の 場合 は 翌日 ) 休 -"300 円 福井 県 越前 市 天王 町 4-14 JR 北陸 本 線 武生 駅 か ら 徒歩 10 分 人 委 ゆ か り の 館 代 人 0778-43-5013." 国 内 自由 
ンプ 紫 ゆか り の 館 は 9:00 一 17:00、 月 曜 (祝日 の 場合 は 吾平 日 ) 休 。 無料 "福井 県 越前 市 東 千 福 町 21-12” JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら バ ス 22 分 の 紫式部 公園 下車 すぐ 
越前 市 か が こさ と し ふる さと 絵本 館 「 妖 」 亀 な 0778-21 -2019 10.00 一 18:00、 火 曜 (祝日 の 場合 は 翌 平日 ) 休 無料 福井 上 越前 市 高瀬 1-14-7" JR 北陸 本 線 武 生 
駅 か ら バ ス 45 分 の ふる さと 絵本 館 前 下車 、 徒 歩 1 分 絶 社 大 神宮 氏 信 0778-22-1127" 境内 自由 "福井 県 越前 市 京町 1-4-35”JR 北 陸 本 線 武 生 駅 か ら 徒 歩 8 分 
そば 蔵 谷川 借 信 077823-5001 11:30 一 13:30LO (売り 切れ 次 第 終了 )、 月 火曜 と 第 1・3-5 日 曜 休 福井 県 越前 市 深草 2-9-28 JR 北陸 本 線 武 生 駅 か 徒歩 
15 分 越前 めん 処 江 戸屋 葵 会 0778-24-3248."8:00 一 10:00-11:00 一 17:30LO、 月 曜 と 務 3 日 曜 休 福井 県 越前 市 高瀬 2.6-15.…JR 北 陸 本 線 武 生 駅 か 徒歩 
20 分 若竹 食堂 借 会 077822・2543 11:00 一 15:00、 木 曜 休 福井 県 越前 市 深草 2-2-1 1 "JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら 徒歩 13 分 タケ フナ イフ ビレ ッ ジ 倫 人 な 
0778-27-7120."9:00 一 17:00、 無休 福井 県 越前 市 余 川町 22-91 JR 北陸 本 線 武生 駅 か ら バ ス 20 分 の 味 真野 神社 前 下車 、 徒 歩 5 分 直前 打 刃 物 会 館 価 人 な 
0778-24・1200."8:30 一 17:OO( 日 曜 - 祝 日 は 9:30 一 16:00) 、 無 休 ( 工 坦 見 学 は 委 予 約 ) 福井 県 越前 市 池ノ上 町 49-1-3. JR 北陸 本 線 武 生 駅 か ら 車 10 分 
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識 0 手 卓 


取材 ・ 文 - 操 影 使 用例 下 里 康子 
影 (商品 ) 交通 新聞 クリ エイ ト 


旅 の 便利 アイ テム voi.66 


同じ 旅 を する に も 持ち 物 を 一 つ 変え る だ け で 、 快 適 な 旅 に な る こと も 。 
そこ で 、 あ れ ば 便利 な 道具 や 、 え !? と 驚く よう な ユニ ー ク な グッ ズ ま で 、 
旅 が より 快適 に な る か も し れ な い お 役 立ち グッ ズ を ご 紹介 し ます 。 


【 商 品 概要 】 
カラ ー : モカ ( 左 )、 ダーク グレ ー( 右 ) ほか 全 7 色 。 
サイ ズ : 縦 13.5cmx 横 13.5cm メ 高 さ 3.0cm (立体 状態 ) 重量 :43g。 到 材 : 牛革 。 7150 円 


【 販 売場 所 ・ 取 り 寄せ ] 
YAMATOU の 店 舗 で 販売 。 
公式 ネッ トス ト ア https://shop-yamatou.com/ 


【 問 い 合わ せ ] 
人 形 町 ウォ レ テ リア YAMATOU 人 な 036661・1481 (11:30 一 19:00 (土日 * 祝 日 は 11:00 一 18:00〉 、 舞 休 ) 
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使っ て み ま し た 
CD ケー ス ほ どの サイ ズ で 、 腕 時 
計 や アク セ サ リー の 収まり が よい 。 
スナ ッ プ ボタ ン を は ず せ は ば 緑 が 広 
が る の で 、 大 きい も の も 置け る 。 
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つ 昭 放り の つ 計 づつ 8" 引 論 回 の やや 「y 
生 剖 玲 冬 や つ 各 る 遇 必 矢 補 つ 」 人 閣 地 
く 太 で 由 低 り [4 人 S や や 貼 や 
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上 洗練 され 








右 藤 か な 山間 に 佑 む 一 軒 宿 。 木 造 建築 の 「 清 風 館 ] は 昭和 44 年 筑 
左 / 二 面 採光 で 明る い 特別 和室 「 檜 ] は 温泉 の 内 湯 付き 


貸し 切り 風呂 「 木 風呂 ] で は 、 温 冷 交 
有料 (4400 円 ) だ が 11 月 末 ま で 無料 ( 


ブラ ンコ や 車 球 
台 、 ハ ン モ ッ ク 
思 な ど を スタ ッ フ 
と 手作り し た 「 ワ 
クワ ク の 礎 ] 





怖 ③ 装い 人 斗 、 い さか からみ 節 ③ 斗 








秩父 駅 。 コ レス ト ハ ウス | 
N 名 生 | 
ae Az l 因 人 、 又 | 名 乗 温泉 大 松韻 
名 条 温 泉 、 還 全市 | ( 還 還 還 な 042.979.0505 
大 松 剛  、 間 、 由 ( 還 記 還 1 泊 2 食 2 万 2150 円 ~ 
LO < 。 | 時 250 円 -( 個 室 (1 室 2 名 利用 ) 、 昼 食 付き 。 3 時 間 30 分 ) 直 主 還 19 補 

> 大 可 別 館 馬 、| 細 国 記 任 張 性 アル カリ 性 冷 鉱泉 細 還 還 埼 玉 県 飯能 市 下 名 系 917 

山 の 茶屋 WW | 幼 g 軸 西 直 池 袋 線 飯 能 駅 か ら バ ス 40 分 の 名 条 川 橋下 車 、 徒 歩 5 分 (送迎 あり 、 要 予約 ) 
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た 味わい の 鯉 の 薄 造り 


( 右 下 ) と 秋 の 風情 を 感じ る 前 菜 な ど 
下 丹波 し めじ 、 柿 の 本 工 、 む き 工 、 
あわ び 茸 な ど 8 種 の 信田 きのこ 鍋 





互 浴 が で きる 。 通常 は 
宿泊 者 の み ) 


月 に 一 度 は 由香 さん が 
主催 する コン サー ト も 
(現在 は 休止 中 ) 


街 を 冒険 する 人 
さん た つ 


by 昔 委 歩 o 達 へ - 


https://san-tatsuJjp/ 
BAR HIGH FIVE 銀座 


こん な コン テン 
散歩 に 役立つ 情報 達人 視点 の 散歩 術 障 識 足 で 集め た 情報 に 


毎日 更新 中 ! お し えま こだわ っ て ます ! 


処 、 ゆ っ 





日 本 列島 に 線路 が 
どん どん で き て い だ 頃 


pd8g 





面 電車 
さ 


大 阪 市 南部 と 堺 市 を 結ぶ 路面 電車 の 阪 堺 電気 軌道 
介 上 町 線 と 阪 堤 線 の 2 路線 あり 、 そ れ ぞ れ 生 い 立 ち が 異 な る 。 
南海 鉄道 と の 競合 を 経て 、 現 在 は 南海 電気 鉄道 の 子会社 と な っ て いる 。 
チン 電 " の 呼び 名 阪 堺 電気 軌道 の 歴史 を 錠 っ た 。 


取材 ・ 文 撮影 = 米屋 こう じ 
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次 応 mQS 公 還 喧 し MS K ふ で させ 
EEkrtetdAyP 

洋 著 記 必 天 令 計 裳 名 時 り 正 つね 
[回 還 半 | 6 尽 下 泊 宮 (の 
ら 尿 " 党 所 次 ( 慰 ・K 出 再 記 和 ) 
(時 ・ 雪 K に 絡 中 ) 科 剖 し 
錯 叶 所 ( 団 ・K に 中 記 や 味 ) 思 S 応 
交 豆 環 無 詳 号 尊 ” 肌 時 の 中 隊 豆 0 
尿 。 密 混 玩 計 ( コ の o の に ) の 連 
EYErcbStio し 4 
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(つの どい) Q 選 " 誤 光 ポ 較 賜 司 事 
独居 光正 計 選ぶ ロ せ 左 過 財 避 
く 普 決 つ ” 詞 湯 時 (つの の の ) 一 中 
昌 踊 舎 貞 天天 当 提 や り 控 人 つつ で 








諾 時 買 @ 上 
尽 ・ 詳 時 所 j 穴 夫 
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に 
折口 3 人 K 双 SN 圭 款 く 時 he 
中 直志 束 思 JA の ロ 「 接 二 RS 祥 
相 せ る 要塞 玉 9 AA 紀 遇 性 所 
中 午 人 SHNK 剖 つ 隊 0 や 層 


n9 物 認 人 SR に 玉 明 中 生 枝 / 党 
や S 呈 せ MVS 叫 号 民 り つじ 証 演 S 天 


全 き で 」(「 轄 球 四 年 」 パー) Sn 
さ 公 キー 貴人 誠 誤 注 深 人 J 避 レス 9 
S 令 下 芝 翌 っ ? 
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( 慰 ・ 水 形 記 江 ) 婦 JWVS 鑑 
王 ぐ 糧 記 人 生 堂 つ " K 誠 ( 屋 ぐつ) 宮 
全 必 収 芯 S 朱 誤 陣 全 に oN りり 球 宙 
羽 記 し 密 当 計 ( つ の つの ) の 選 " 守 記 ・ 
較 昧 雇 K 家 淵 公司 半 ” 写 定 き 守 ( つ の 
ーー) SS 天皇 沢 国語 一 K そ 店 写 G 下 








療 ( 守 褒 
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上 つ ね" 

定 農 療 班 ON くさ 静 り 
翌 誠 所 A 斉 し n 走 く 
EEE 
王 洪 記 上 天 人 SvQ" 臣 志 S 二 ぶし 人 
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Xe 洋 時 上 人 宝 法 還 年 ( つ coooo) 名 
式 織 伴 一 記 三 ( 走 三 当 蘭 ) 皿 
可 戦 ” VS 記 " 記 喝 虹 (oo の の ) oo 
ロ 癌 計 つ お 宇 頼 (に 「 生 料 」) 
前 党 作品 お " 揚 提 半 葉 時 昌 守 居 " 
に EYE で YUKe ニ CPP 
MS 吊る 社 末 史紀 持 手玉 畔 同 避 
独り つ し 下 戦 つね ー 到 思 宮 G 写 人 8 
時 束 誠 W60 し る ね? 

所 半 也 た 終 間 一 羽田 子 記 由季 
避 ( 叶 富 mn 軒 揚 雪 ) や 吾 肖 " 由季 

人 
ロ 油 く S。 較 詳 く 福 叶 弄 司 所 お 

こり コル 回 時 技 手記 均 宏 る 

PS 導 革 NENT S や 較 周 考 人 
的 志久 時 司 宜 搬 き つい 曲 中 

本 つ 人 野人 Gr 朱 直ぐ 軍 め 

ーー 和 RG” 選 負 せ 本 時 つ 代 矢 Qso" 写 泊 

| SKU まい e" 伴 / 皿 昌 千 

。 電送 40 し 凌 人 SQ 記 泊 叶 

」 ロ HK 由 衝 加 肥 振 一 圭 入 古 だ 振 守 

記さ 時 HRC" 記 呈 や 球 つ 

= =CSW K 四 時 (つの コー の ) に 尿 旧 

。。 せ 中 年 福 一 所 fPSY 屋 叶 め 呈 つ 居 

SE だ 

。 還 入 県 He や 仙 W し 2 お SS 

上 YO 

で 較 味 NK 桂 揚 せ 提 問 り きい 
。 大 期 昌 吾 旦 天 せ 当 衣 の 0 人 8 る 定 

一 航 M4eQ りつ せ 届 mRo 6 ら 記 人] 
ずり 計 拓 前 宝 つ 簡 戸 区 到 天 


ここ 
ヽ っ 1 











庫 選 國 医 " 表 や tG 較 昧 訪 反 枯 の ゴゴ 王 
訪 藤 選 唱 つね"「 居 赴 S ^ 選 宜 、 せ 
奏 u 罰 人 6 や 」(「 定 間 記 居 京 天 避 守 選 ] 
5 選 ) つろ で 所 可 せ 振 風 ぐさ ロン 
崇 陸 所 双 要 列 せ 下 戦 pko" 

堂 著 編 怪 列 せ 宮 送 旨 維 球 醤 や 
※ さ の 下 六 皇 つね "MS 1 0 篤 K 党 S 
己 S 医 交 慌 " 宝 汽 号 和 上 球 斑 全 
SE に こさ だ に つく で いで 
多 製 誤 " K 帳 Q 生 ー 世 ロ せ 思 光 全 
つく 窓 間 培 ・ 活 選 問 つや " 

くす まさ 
いこ で に フー と 人 ミニ マニ ロリ 
壮 Pt 党 し せ [年 涯 ぐ 時 党 寸 伝 連 
鞭 貞 NTPe 地 称 列 演 6 も 所 し 己 
給 季 Ne 羽 机 yoR で で りう (「 記 革 
回 時 」 さら)" で 山 舞 斉 に る 宣 
4Jo2S” 沈 つ う 撤 <① せ 定 記 4) の は 
0 いい いた ご コ い に - さ に 
志 60QP TMS 記 ぐ ” 営 気 座 S ぐ で 玩 
人 060 りく 害 守 守 せ "人 JO し 
に いさ = さく PJ いよ さ 、 逢 に 妥 に mc 
も た いさ 作 に に (こつ に に )) 
の 尿 り 居 志 せく 法 ” 二 写 巧 涯 や "年 
農 ぐ 胡 班 師 り 半 で や ? 

密 叫 選 計 ” 年 所 せ 県 紅 葵 療 列 りさ 
Neo の” 雇 窒 交 宣 定 S り 写 深 思 NK ぶ 
丈 り つじ 選 疾 ” 二 写 葉 ” 堂 陸 衣 せ 王 問 
で: VPSAOP く だ こい CECae ht 4 
板 究 詳 半 人 W 応 六 詳 床 認 居 愛 別人 愛 演 
に ムー TI た うい 


東京 駅 も 


戸 人 台風 で 壊滅 。 家 族 湯 の 建物 は 移築 され 、 


出 変電 所 。 今 も 阪 培 線 と 南海 高野 線 に 電力 を 供給 し て いる 。 
に 現存 する 。 人 Q 浜 寺 公 園 駅 旧 駅 舎 も 辰野 金吾 の 設計 で ある 


この 区 間 は 平成 28 年 1 月 に 廃止 され た (平成 28 年 


@ 阪 堺 線 天神 ノ 森 一 東 玉出 間 に 残る 宮ノ下 停留 場 跡 。 @⑲ 
廃 線 跡 は 駐車 場 に 利用 。 @「 明 治 四 十 四 年 横川 橋 染 製作 所 制作 ] と 刻ま れ た 大 和 川 橋梁 の 桁 。⑲ 橋 長 


@ 大 演 潮 湯 は 昭和 9 年 の 


が 手がけ た 。 
住吉 大 社 な どの 名 所 を めぐ る こと が で きる 。 
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198.57m の 大 和 川 橋 要 は 珍し い 鉄柱 の 橋 半 。⑮ 大 浜 公園 に 建設 され た 大 演 潮 湯 の 古 絵葉書 。 


明治 44 年 12 月 、 阪 堺 電気 軌道 が 建設 し 


新今宮 駅 の 下 を 通る 。 橋 全 は レン ガ 積 み だ 。 
@ 住 吉 か ら 住 吉 公 園 へ の 線路 を 望む 
駅 と 天王 寺 駅 前 停 久 場 住 吉 停 留 場 ま で の 上 町 線 4.3km、10 駅 。 あ 


大 阪 府 の 恵美 須 町 停留 場 一 浜 寺 駅 前 停留 場 ま で の 阪 堺 線 14.0km、31 
べ の ハル カス や 通 天 賠 、 


阪 堺 電気 軌道 
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宝 港 下船 


合わ せ 


@ ア クセ ス JR 山 手 線 浜松 町 駅 下車 、 
青ヶ島 村 総 務 課 全 04996・9・0111 


青ヶ島 DATA 

人 口 ー 約 170 人 

全面 積 5.96km 

徒歩 10 分 の 竹芝 機 橋 か ら フ ェ リ ー10 時 
間 20 分 の 底 土 港 (八丈 島 ) 下船 。 連絡 
船 に 乗り 換え 3 時 間 の 

人 観光 の 問い 





東京 都 青 ヶ 島村 





団 玉 志 隷 G 曲 潤 臣 問 王 


ポ 守 





味 叶 翌 層 さめ 拓 所 民間 SN 
ふ キ ー ミ SmnN ペ ー 祥 窒 注 コソ 
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ツタ ロタ 寺 攻 次 で 。 く 以 避 人 る 
ぐ 堂 1S 中 で YY 相 吾 案 " 控 
ぐ 壁 礎 ぐ 七尾 S 款 ぐさ … ど 中 ぐ で 
Y 弟 点 ” 尽 10S 半 毅 





どら ベルン 弄 大 寄 ン "つる つ 捉 衣 シ 
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ソ ′ ズル 程 球 型 涼 「 補 和夫 」 


ne 症 絆 入 に で で うく 選 生 翌 
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で ニード こり 
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の の 介 め 入 "人 串 ′ 下 と 名 ぶ 
や で さ ぐ 思 ツン 民 導 作 了 
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WPw ツ 直 お のり る で の J” 折 よ 下 
マズ ャ S ト で 上 で トマ ー( 記 反 詞 ) 
電 悦 団 や ho Ja IM の コツ バン 有 ン 
NSG や 忌 冠 志 る 坦 寂 震 当 「 上 
志 」 JA やや さき ツタ の ざめ の 
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操 ペ ロマ ド ツバ 全 っ 學 抽 シソ 
づつ 尽 環 に 静 埋 ポ で ャ 。 S 
可 倍 くど 民 S 損 さ つ 提 So" 梁 の 
時 ぐ 計 皿 吾 京 り つ 宮 舞 間 湯 競 水 
攻守 ン 据 突 全 忌 拍 %o 突 忌 や の 
co 鶴 つろ 還 s 代 直人 Sk0 コソ 
着 心 き ー 翌 庄 紳 ヨリ WS ど 人 SR 選 
ヨッ て る の 製 燕 佑 や ヨコ S 奄 湿 
や ぐ | RSS ペロ ロビ 装 ぐ ツ 
oteSs 和 補導 藤 つ レ 迷 史 い ン 
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県 ツジ で て 球 計ら hQ 害 8 身 泥 時 必 聞 Se 光 加 2 ぐ ③ や や 
で シッ 球 堪 測 つ 補記 完全 回 。 才 避 嘆 の 訟 直ら 生 選 史 王 
ぐ 他 補 シ 「 る くす 」 で 宮 渦 折 抜 品 5R 厩 つり ターミ < 弄っ 思 ツ 守 料 
倒 DNM ODN の 外 恩 や ソ PSror 緒 思 台 3 根 さ S ツ 補 ン 
vo" 球 軸 3 層 ら US2S 補 や m 。 避 濁 さ ビ 居 QS 選 つる 
Se 球 式 や 球 明 接 財 3 名 本 SSR 


更 N ぐ スミ SS 思 和 お や 六 人 表 ヨ GS 。 還 e 選 る 時 所 下記 ポコ の 示 尿 
記 器 、 じゃ 決 ぐ 握 で や 衝 党 he 品 さ ツン ne 感 的 る ツタ k9 つ の ) 


定 ふ 守り せ 軸 羽 。 oo 雪 品 史 定め 坊 ぐ os ン 肝 避 宙 @ 志 物 信 瑞 的 ン 
en" 蛋 上 W 定 計 。 愉 ン o7 22 電 っ SO の 四半 
Nu 


符 幸 ぐ G 蛋 YS 。 舞 G 導 翌 語 「 近 西 」 直上 忌 


足 の わら じ で 活動 





S 

に 

5 SS 圭 つ 玖 "の S コ 計 生 半 論 4 ヨ q つ xsGX 

上 ル 球 志 「 謀 補 ] 人 公 便 さ つ 加 補 り ら 4 NN こざ うい 坦 

ミ き P 器 っ コ 色 上 湿 記 局 葛 杏 シ 玩 沈 吉 計 コレ 私 / 拒 紹 党 6 組 避 
本 EE トル て W ( 下 や せ [RAW| つ 旭 誤 V 守 間宮 宝 党 必 括 コソ タ 字 
EE キキ に きき 守 宮 So) ぐ 拘 定 名 舌 く ツ | MG 社 選 引 交 やつ ペ ャ SNESNG 選 
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和 ほ まま 肖 計 ョ 3 全 店 男 G 払 四 際 心 濁 挽 半 ぐ 畑 宙 所 選定 河 必 下さ 2 roy 
きき SE 計 コ ペー ドー ツーY 過 志 コレ タ ro 
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も 3 さる 宮代 K 党 SnS の SI Ao SS RG 居 男 Vo 2-SSxo る SS 
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伊豆 の 国 市 


の 旅 


クセ 
5 ニ ご ヘ 





EN に = だ ん こい に 
で ぐ 回 坊 dSHM9 サ キー ホー NN で 
ペー ツ 記 に つ 誠 翌 つ 5 は 富 


恒 計 呈 昭 必 忌 ^K 出 ” 押 三 


記 公 生生 つ レシ wuS 計 BIG 罰 お" 


翼 置 ぬ 三 マビ 国 補 計 県 務 父 笛 訪 守 





n99 席 選 答 ぐ 互い 補 細 吉 


ル 
福 守 選 ツ 束 商 か の の 介 0 


パン 鬼王 づつ や 江 揚 大 久 豆 紀 ポ 


シコ ツン 翌 還 選 豆 宮 ン ツ 7 

甘 選 劉 つ ビ 立 雷 十 S 巡 条 
選 宇 / 呈 聞 S 回 < へ トミー 
ふ ル 振 里 飛 肌 培 の 晶 誠 で ソ 
39 畠 三 層 架 呈 補 W” 守 羽 K ネ ドド 
トト YS 
ヘ ヤ K つ ば うろ 貞和 抽選 て S 諸 沢 地 公 


坦 ST 





眼下 に 見 える 道路 は 伊豆 スカ イラ イン 。 尾根 か ら 西 側 は 震 海 市 と な る 


山本 直 洋 
晒 和 53 年 東京 生ま れ 。 モ ー タ ー パ ラグ ライ ダー に 
http://www.naohphoto.com/ 


写真 : 


よる 空 揚 を 得意 と する ~ 空 飛ぶ 写真 表 " 
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l 旅 の 手帖 」 JR 時 刻 表 」 発行 の 出版 社 が 厳選 ! 送料 無料 で お 届け し ます 。 


『 / ヽ ちょ っ と 肌 春 いと 
9 ロ が 大 きく 開く も ト と カー ディ ガン の 中 間 的 


-. 策 を o 1 ノ 作 方 で 大 活躍 
マグ ネッ ト 開 閉 式 で 『 ご あご あし た イメ ー ジ の デ 


ニム と 違っ て 軽やか に 着 と 
な せま す 。 















サイ ズ ( 約 ) : 本 体 縦 30X 横 (上 部 52.5・ 下 部 32.5) x マ チ 17cm 
仕様 : マグ ホッ ク 開 義 式 、 内 側 オ ー プ ン ポ ケッ ト 3、 持ち 手 ( 長 さ 約 
22cm) 素材 : 表地 ・ 裏 地 王 綿 、 持ち 手 王 牛 革 容量 ( 約 ) : 11L 
重 さ ( 約 ) : 460g 日 本 製 











ょ 1 や 略 回 いぶき 難 当 Sm 守 


リュ ッ ク に も 、 
キャ リー バッ グ に ゃ 








6 
っ さり em ぇ ye 還 請 


A ラ イン 





旧 時 固 カ テニ ムコ ー デ ィ ガ ン 




































































税込 価格 10.780 円 (本 体 9.800 円 ) 
マチ 條 調節 可 お 出かけ は も ちろ ん 、 
着脱 式 の 小 リュ ッ ク 非常 持 出 袋 と し て も お すす め イス hn 
回 還 8 42 性: 左 革 ポケ ッ ト 各 1、 前 ポタ > 
一 付 ! L<LL | 86-101 | 85 | 42 2 
多 機能 キャ スタ ー 付 リュ ッ ク | 隊 人 
0 円 (本 体 5,300 円 ) 
ー ム & ジ ーッ 
サイ ズ ( 約 ) : 本 体 紙 50X 模 34X マ チ 19cm (最大 25cm)、 落 有 式 小 リュ ッ ク ー 綻 40X 模 27X マ 岡山 が 計 る デー ム & ジ ー ン ズ 
| ァ ス ナー 式 ポケ ッ ト 1・ オ ー プ ン ポ ケッ ト 2 (前 面 ・ 側 面 各 1)、 マチ 引 調 節 昔 か ら 繊維 産業 の 盛ん だ っ た 岡山 県 で 、 1965 年 に 日 本 で 最初 





ファ スナ ー 有 、 リュ ッ ク ベル ト 訓 節 可 (最長 85a 、 閲 式 小 リュ ッ ク ニ メイ ン フ ァ ス ナー 式 ポ 了 8 ビニ 
| 1・ 前 面 ファ スナ ー 式 ポケ ッ ト 1・ オ ー プ ン ポ ケッ ト 1- 表 材 : 本 体 ・ リ ュ ッ クベ ルト の ジー ンズ が 誕生 。 以降 ジー ンズ の 生地 と な る デニ ム の 生産 


テル 容量 ( 約 ) : 通常 時 27L (最大 マチ 使用 時 一 36L)、 落 脱 式 小 リュ ッ ク ニ 7L 重 さ ( 約 ) : 地 と し て も 知ら れ て いま す 。 
1.850g 中 国 製 














掲載 商品 の さら な る 詳細 は WEB で !! ほか に も 人 気 商品 を 多数 取り 扱い 
交通 新聞 社 通販 ショ ッ プ https://zpgshop.kotsu.co.jp 









* ご 和文 一 ご 注文 の 商品 の カラ ー、 数 量 ] と お 客 様 の 「 兵 名 (フリ カナ )、 革 人 番号 、 住 所 . 生生 月 日 ] を 電話 また は 


FAX。 ハ ガキ で お 知ら せく だ さい 。 
























8 か キー 

交通 新聞 社 通販 ショ ・= EE 人 FPW て sa て C り の あう 人 コッ ピ ニ ェ ンス スト ア で あい 

と = 大 込 手数 料 は 当社 が 食 得 いた し ます 。 タ 

101.0062 東京 千代 田 区 神田 洒 台 2.3-11 * お 届け ay5108ー 2 骨 間 程 放 で の お 届け と な り ま す 。 商 品 を 2 以上 お 買い 上 げ の 場合 は 、 配送 の 都合 に より 、 お 届け が 個別 
ゃ 返品 交換 一 一 間 呈 到 基 邊 お 電話 で ご 補 絡 くだ さい 一 義 ご 合理 ・ ご され た 商品 商品 ェ 

FAX は 24 時 間 、 毎 日 受付 携帯 重 話 か ら も ご 利用 いた だ け ま す 。 束 初 め て の ご 注文 に つき まし て は 、 ご 難 入 全 王 に 上 天 が ある 場合 が ご ざい ます 。 また 







受け で き な い 場合 が ご ざい ます 。 主 商 呈 の ご 全 章 に 、 商 呈 の 状 勅 や タグ 等 に 記 * 
の 語 に いた だ いた 信人 情報 は 、 商 の お 恒 け の は み 、 当主 の ご 季 内 を 法 付す 日 で 人 用 ぎ せ て いた 
す 。 掲載 の 商品 は に 眼 り が ご ざい ま 


て こと か が ご きい ます 。 





| emm | 9 時 30 分 -12 時 / 13 一 17 時 
(・ 日 也 ・ 提 年末 年 始 休 み ) こ 
新型 コロ ナウ イル ス の 感 汗 拡 大 防止 に 伴い 、 受 付 時 間 を 変更 させ て 

いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 
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= 範 合 に より 内 容 を 変更 する 坦 合 が あり ます = 





E 民 
財 ぐ 表 和 個人 <" 握 和 を 名 人 S 


に 
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曲っ 了 3G SS や て 三 e ら Nte な そし 思 剛 | つり 
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甘 め の 出汁 が 特徴 だ 


愛媛 県 松山 市 の 名 物 ・ 鍋 焼き 
写真 - 国 貞 誠 


うど ん 。 
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ム 7< の 中 に の 


フォ トグラフ ァ ー-yOU が 手がけ る 「 ニ ホン / カ タチ 」 プ ロジ ェクト 。 
各地 の 町 で 出会っ た 日 本 らし い 原 風景 や 笑顔 、 そ し て 気配 の 教 々 一 


山県 槍 も 郡上 間 町 。「 下 剛 は 知っ て いる けれ ど 」 と 、 こ の 町 の 名 前 を 知ら な い 人 も 多い 
よう だ 。 文字 どおり 、 よ り 都 に 近い 上 関 。 広 島 県 に も ほど 近い の どか な 瀬戸 内 の 町 は 、 海 
に 囲ま れ た 半島 の 先端 と 離島 で 構成 され て いる 。 私 が 大 好き な 瀬戸 内 海 独特 の 風景 は 、 時 
お り 鏡 面 の よう に 輝く 穏やか な 海 と 、 そ こ に 連なる 島々 。 青 、 碧 、 蒼 の グラ デー ショ ン を 
背景 に 、 白 く コ ント ラス ト を つく る 誇らしげ な カモ メ の ライ ン が 美しかっ た 記憶 。 


カモ メガ が 里 え る 
者 の グラ デー ショ ッ に 魅 され て 





1o 2747 の 2 
ビー カン の 日 に 撮影 を し 、 真 っ 白 に 色 が 飛ん で し まっ た 写真 
を 見 て 落ち 込ん だ こと が ある は ず 。 自 然 の 美しい 色彩 の 機微 
を 収め る に は 、 寺 出 を アン ダー に する と 白 飛び を 防げ ます 。 
スマ ー ト フォ ン で は 画面 上 で 被写体 に 触れ る と 出 て くる 「 を 」 
マー ク を 指 で 下げ る と 暗く な り ま す 。 試し て み ま し ょ う 。 


YOU ( 和 崎 タ ) 

神奈 川上 市 出身 。 フ リー ラン ス フ ォ トグラフ ァ ー と し て 雑誌 、 胡 籍 、 広 告 、Web を ど 雷 広い メデ ィ ア で 活動 中 。 

フォ トグラフ ァ ー 目 線 の テレ ビ 出 演 や 国内 の 地方 信 生 プロ ジェ クト へ の 参画 も 。 

「 ノ スタ ル ジ ー」 を キー ワー ド に 、 日 常 の 何 げ な い 光景 や 人 や モノ と の 出逢い を 大 切 に し た 、 か けが え の な い 一 枚 を 求め て 写真 活動 を 続け て いる 。 
http://www.youk-photo.Com 


130 


